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Ａ Group

有限会社　神輝興産

生活協同組合コープこうべ

（一社）さんぴぃす 淡路市中間支援ネットワーク自立支援サポート事業(2年目)

（認定）コムサロン21 大手前通りユニバーサルマップおもてなしパワーアップ作戦事業

（特非）あしたあさって つながるこのまち事業（１年目）

（特非）きょうどうのわ 六甲アイランドの団体活性化と住民の活動参加を応援する事業
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みんなのインフラはみんなで守る

神輝興産は高齢化する構造物の健康診断をしています

地域があってこその企業！　人生100年時代。
仕事を通じて専門スキルはアップデートできますが、地域との関係性は限られます。

地域と積極的に交流することで共に育ち（共育）　スタッフのアンテナを磨き、
激動の時代に新たな価値を創造し続け、より良い業界を構築します。

①歩目　【かがやキッチン】　会議室をレンタルスペースへ

NPOさんの居場所として交流

神戸で輝く☆

＝ 神輝
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正しいより楽しい！！を大切に、わが社は次の世代への“架け橋”となります☆

2018年こども商店プロジェクトがスタート！
コロナ禍により子ども達によるリアル商店の開催が2年間遅れましたが、
2024年からは神戸だけでなくスタートアップおよびIT大国のエストニアと
奈良県宇陀市とも産官学連携した新たな学びがスタートします！！！

②歩目　【おせっカフェ】　倉庫をカフェや寺子屋へ

③歩目　【地域×学校×企業】　コラボサロン

SDGｓ/橋博士/食品ロス/防災ゲーム/ など

④歩目　【探究心】　こども商店

次の一歩　【アントレプレナーシップ教育】

子どもや地域の方と食と勉強を通じて交流

CS神戸さんの 『自立と共生』 を学びつつ学校や地域と交流

子どもたちとリアル経営を通じて対等に探究

親子パン教室

3
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中間支援活動助成（基本事業） 

一般社団法人さんぴぃす 

事業名：淡路市中間支援ネットワーク自立支援サポート事業（2 年目） 

１．事業が目指すもの 

淡路市のことは「淡路市」で！をスローガンに、一昨年、淡路市中間支援ネットワーク 

を設立した。これにより、中間支援に関わる有志団体が集まり、地縁組織との連携も進 

み始めているが、このしくみが継続的に自立することを目指す、より一緒の地域連携と 

中間支援事業の運営資源の確保を目指し、淡路市内の団体によるひょうごボランタリー 

プラザの中間支援活動助成（創設支援事業）への令和 6 年度の申請（挑戦）を目指す。 

 

２．事業の概要 

・定期的な無料相談会の開催 

隔月 偶数月 に 1 回（第２金曜日 13:00～17:00）淡路市内で開催 

・人材育成、助成金申請等団体の運営強化、書類作成などニーズに合わせた 

講座を年 3 回実施 （2 月中に開催予定） 

・淡路市内で交流会を開催 年１回開催 （2 月 16 日開催予定） 

・次年度の中間支援活動助成（創設支援事業）への申請に向けた準備 

・中間支援ネットワークのＷＥＢページの管理、運営 

・淡路市で中間支援を担える新たな人材の発掘 随時 

 

３．成果と課題 

１）相談会の開催場所の変更による相談者数の増加 

NPO 法人島くらし淡路さんの事務所から、omiyageya HACH  

の交流スペースに会場を変更したことで、相談者や 

来場者が増えた。 

  ２）淡路市社会福祉協議会との連携が強化された 

社協の相談員と連携が取れたことにより、地域の 

ニーズ把握、課題を持った相談者との出会いが増えた。 

  ３）見守り、待ち、ともに成長する 

    淡路市への支援事業であるため、我々島外のものが動くのではなく、島内の団体が 

    自主的に動けるように支援するために、やらせるのでなく寄り添うことに徹した。 

 

４．今後の展望、成果の活用 

ひょうごボランタリープラザの中間支援活動助成（創設支援事業）への令和 6 年度の 

申請にも目途がついたので、来年度は淡路市内の団体からの申請を実現したい。 

また、地域の新たな交流拠点としてＨＡＣＨ（ハッチ）をより多くの市民に認知しても 

らい地域活動の交流拠点だけでなく、地域の単身高齢者の安否確認や、地域の他の施設、 

団体との連携を高め、中間支援活動の継続的な活動拠点へと成長させていきたい。 

 

淡路市中間支援ネットワーク ＷＥＢページ 

https://awajishi shien net.jimdofree.com/ 5



 

大手前通りユニバーサルマップおもてなしパワーアップ作戦事業 
 

認定特定非営利活動法人コムサロン 21 

＜地域づくり活動ＮＰＯ事業助成事業＞ 

1.事業が目指すところ 

SDGｓ活動の一環として、「誰もが楽しめる観光のまち」の取り組みの中で、障がいのある方に対する観光おもてなしを

考えて、令和 4 年度は、大手前通りのユニバーサルマップを作成しました。メディアにも大きく取り上げられ、大変評価い

ただいた。しかし、マップはできても、具体的なお店の内容などは、まだ、わかりにくく、どのように観光客や対象者が、認

識できるように伝えるかが課題であった。 

昨年度作成したマップには、お店のおもてなしの誠意をつたえる「おもてなしマーク」を考案し、地図に組み込みました

が、それを今年度はより一般に活用化を目指して、ユニバーサルマップの深化をしたいと考えています。また、ユニバー

サルなおもてなしを実践していきたいお店への研修会を行うためのマニュアルを作成し、センターや希望するお店への

出前研修会も実践し、ユニバーサルなおもてなしまちづくりに貢献したいと考えている。 

 

2.活動内容 

◎調査活動 

日 時 場  所 参加人

数 

内   容 

9 月 19 日 (火) ホテルクレール日

笠 

１５名 姫路市内のホテルにおける車いすでの利

用に関する調査とユニバーサルツーリズ

ムの紹介を行う。 

12 月 8 日 (金) はりかい姫路城店 ３名 家老屋敷跡飲食店・お土産物店における

車いすでの利用に関する調査とユニバー

サルツーリズムの紹介を行う。 

 

◎マップの増刷と配布 

 昨年作成したマップ（右画像）を２０００部増刷し、姫路市観光案内所への配布の他、イベント時に配布を行った。 

 

◎ホームページの改修 

 コムサロン会員企業とともに、改修を進めている。 

 

◎おもてなし研修マニュアルの作成 

 パワーポイントにてユニバーサルツーリズムの考え方や具体的なおもてなし方法を記載したマニュアルを、

宿泊業者、飲食店、お土産物店それぞれに向けての三種類作成した。 

 （右画像は宿泊業者向けマニュアルの一部） 

 

◎おもてなし研修会の実施 

 作成したマニュアルを使用して、実際に研修を行った。 

研修を受けた業者には「おもてなしマーク」を交付し、店頭に張り出していただく予定である。 

 日 時 場  所 参加人数 内   容 

１０月１６日 (月) コムサロン２１  １２名 宿泊、飲食等に関わる業種に就職を希

望する若者に向けて研修を行った。（右

画像が研修の様子） 

1 月２５日 (木) 

（予定） 

姫路キャッスルホテル   宿泊業者向けのマニュアルを利用して

研修を行う予定である。 

１月２９日 (月) 

（予定） 

家老屋敷公園便益施

設利用者組合 

  飲食店、お土産物店向けのマニュアル

を利用して研修を行う予定である。 

 

３．成果や課題点 

 調査活動やマニュアルの作成、研修の実施により、ユニバーサルツーリズムの考え方が広まった。しかし同時に、ユニ

バーサルツーリズムという考え方の浸透はまだ十分ではないと考えている。 

 

４．今後の展望、成果の活用 

ユニバーサルツーリズムという考え方を広く知ってもらうための活動が必要だと考えている。研修会の継続やその他

の方法でユニバーサルツーリズムを広めていく予定である。 
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つながるこのまち事業

〇法人事務所を開設し、相談業務を開始

NPO・市民活動団体、個人のサポート

相談件数 11件（面談・訪問・電話・メール・オンライン）

気軽に話せる場としての運営を開始

〇「ここからはじまるよ。暮らしを紡ぐ女性の政治」

8月19日（日）13：00～ ／ 場所 西脇市黒田庄町 ガーデンログハウス （9名参加）

ゲスト／ 平田真実さん（小野市議会議員）

小野市議会議員 平田真実さんを囲み、議員になったきっかけや日々の

活動についてお話しいただきながら、参加者全員が気軽に一緒に話せる

場を作った。暮らしの先にある政治にもっと関心を持ち、政治は決して

遠いものではなく私たちの生活のことを決めている場であることなど話

し合うことが出来た。 （２回目 ２月開催予定）

〇市民活動の運営サポート（2件）

・難病を抱える家族のお話し会

・ひとり親家庭応援 市民団体

特定非営利活動法人あしたあさって

西脇市内に、気軽に相談できる地域の実情や情報に詳しいところがなく、私たちは、暮らしにまつ
わる地域の課題を解決したいと自ら行動しようとする人や、団体をサポートする中間支援が必要だと
考えた。さらに、NPOの活動と自治会が繋がり、地域が抱える課題を色んな力を借りながら解決して
いくしくみが必要だと考えている。それぞれが智恵を出し合いお互いに頼れる先になること、多様な
繋がりが、市民活動を継続させ、まちの力となると考え、そのようなNPO活動、市民活動をサポート
する場、繋げる場になるよう活動していく。小さなまちの中間支援は、人と人をつなぎ、人と暮らし
をつなぎ、このまちで、健やかに暮らせるように、地域で活動している人たちと一緒に歩み安心して
活動が継続できるよう伴走していく。

■事業が目指すところ

■１年め活動報告

令和5年度、ひょうごボランタリープラザ 中間支援（創設支援）活動助成事業

■成果と課題

市民活動や個人の活動に対する相談が多く、その大半が女性であり、活動以外にも色んな悩みを話
す場にもなった。就職、職場でのこと、介護、家族の病気のことなど、それらがきっかけで市民活動
に繋がることもあり、仲間づくりにも繋がった。暮らしにまつわる課題は多岐にわたり、悩みの度合
いも違うけれど「話す場」の必要性をとても感じることができた。このまちに合った活動と小さなこ
とに心を寄せて活動できるのが、私たちが目指す中間支援のスタイルであると思っている。
来年度は活動拠点を整備し、地域の中に入ってより身近に活動をしていく。さらに一歩一歩と丁寧

に進んでいき、信頼される法人になるように実績を作っていきたい。

（３年め）

地域の中間支援として、それ

ぞれの団体の運営を把握し、

他のNPO等との関係づくりを

深める

（１年め）

地域の中間支援として、ま

ちの人に寄り添ったきめ細

やかな相談ができる運営を

目指す

（２年め）

地域の実情を常に把握し、自

治会ともつながりを深め相談

窓口だけでなく訪問なども積

極的に行い、きめ細やかなア

ウトリーチを行う

（雲の上はいつも晴れ）
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六甲アイランドの団体活性化と住民の活動参加を応援する事業

特定非営利活動法人きょうどうのわ

１．なぜこの事業に取り組んだのか
⇒地域団体の共通課題「活動をもっと知ってもらいたい！」を解決したい

きょうどうのわは神戸市東灘区の六甲アイランド（２万人）で持続可能な地域づくりに取り組んでいます。

2022年秋に当法人が行った意識調査(578枚回収)では、8割以上の住民が六甲アイランドについて「暮らし

やすい、住み続けたい」と答えました。そのような街を作る原動力になっているのが多様な地域活動です。

いっぽう同時期に島内38の活動団体にヒアリング調査を実施した結果、団体の新旧･大小に関わらず出てき

た課題は ｢活動が知られていない、住民に団体を知ってもらえていないこと｣「新しいメンバーが入ってこな

い、後継者がいないこと」でした。

 そこで初年度の目標を「広く住民に団体および活動を知って

もらうこと」とし、本事業を始めました。

２．活動内容

RICのわ１周年感謝祭

参加した住民
は団体のブー
スを回って直接
活動者の話を
聞きます

子どもたちも大勢
参加してキッズ
コーナーを楽しみ
ました

企業も出展。
今後のまちの変
化についてワクワク
しながら説明を聞
きました

当日はメディアロッコウの取材が入り、神戸国際
大学生が撮影やリポートを担当しました

イベント後は出
展団体で反省
会。「活動や団
体を知ってもらう
よい機会になっ
た」と意見が出
ました

7/9に行った団体交流会で手を挙げた9名が実行委員会を組ん

で、活動見本市のようなイベント「六アイ・コミュニティフェス

タ」を開催することになりました。出展を募ったところ、27団

体もの応募があり、 9/23（祝）神戸ファッション美術館4階を

会場に開催が決定しました。まちかどネットの協力や実行委員の

手配りで、チラシを全戸配布（7,000枚）し、店舗や施設にも配

架、SNSでも呼びかけた結果、団体関係者・住民合わせて300人

が来場しました。イベント後、希望者には団体への見学・体験を

コーディネートし12件が成立しました。

2/8には事業報告＆団体交流会を開催する予定

で、次年度について意見交換し事業を進めます。

３．成果と課題

最大の成果はフェスタに予想を大幅に上回る

27団体が出展し、300人が来場したことです。

フェスタでは参加団体（回収27枚）と来場者

（回収80枚）にアンケートを実施しました。感

想を回答の多い順に並べると、3位まで両者が同

じ結果になりました。（以下、団体感想/来場者感想）

➀活動団体を一堂に見てもらえた/見ることができた

➁多くの団体と交流できた/多くの団体があることを知れた

③今後もこのような機会が必要/こういうイベントは必要

この結果から、目指していた「団体および活動を

知ってもらう」が達成でき、かつ次年度に向けて

環境が整ったことが成果であると考えています。

課題は「メンバー不足でぜひ活動者を獲得した

い」団体への見学・体験希望が少なく、「希望者

があればどうぞ」という程度の団体に多かったと

いうミスマッチです。このミスマッチの解消のた

めに、参加しやすい見学・体験機会を設けること

など企画を工夫して、新たな地域活動者の獲得に

つなげていきたいと思います。

４．今後の展望

多世代交流の機会を多様に提供することで、地

域参加のハードルを下げ、いつの間にか活動者の

すそ野や年代が広がっているようなイメージで、

団体の支援をしていけたらと思っています。
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Ｂ Group

第一生命保険株式会社　芦屋オフィス

神戸親和大学　地域連携センター事務室

（特非）丹波ひとまち支援機構 丹波「学校を核とした地域づくり」 プロジェクト

（公財）神戸YWCA 市営住宅集会所を活用した多文化多世代の地域コミュニティ拠点づくり事業

（公社）兵庫県精神福祉家族会連合会 精神障害者保健福祉手帳による医療費助成(福祉医療) 制度について

北神区初の中間支援組織設立事業(2年目)

多様な社会・地域に対応した子ども・若者まるっと支援
（特非）地域チャレンジセンター・プラス
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第一生命保険株式会社
代表取締役社長

地域の皆さまと共に持続可能な社会の実現を目指します。
第一生命は、1902年の創業以来、社会保障制度の一翼を担う生命保険会社として、その時代に応じて人々の
幸せの実現や社会課題の解決に努めてまいりました。
人生100年時代を迎え、一人ひとりの価値観が多様化する今、地域に根差す企業として、万一の際の「保障」を
磨き続けるだけでなく、「資産形成・承継」、「健康・医療」、さらには人と人、人と地域や社会との新しい「つなが
り・絆」を通じて、お客さまのQOL（Quality of Life）の向上 ※や地域の課題解決に貢献してまいります。
日々 、全国4万1千名の生涯設計デザイナーがお客さまにお会いし、確かな安心と充実した健康サポートをお届け
しているように、地域の皆さまとのつながりが、第一生命の強みです。こうした強みを活かして、地域の皆さま、お
客さまに、真っ直ぐに向き合い、持続可能な社会の実現を目指していきたいと考えています。

MESSAGE

保険金・給付金の
お支払い額

1日約44億円
総資産

38約 兆円

お客さま数

社員数

52,000名約

創業

1902年

2021年度時点

子ども・
教育
For Kids

スポーツ
振興

For Sports

安全・防災
For Safety

第一生命は
全国に広がるネットワークを活用し
地域の課題解決に
取り組んでいます。

第一生命 地域のネットワーク

連携
■ 情報やノウハウの共有

■ 全国各地に広がるネットワーク

■ 丁寧なお客さまフォローによる安心

生涯設計デザイナー　約4万1千名
支社・営業オフィス　　約1,32 0 拠点

専門医療
機関

パートナー
企業

■ 地域密着の強み

自治体
（都道府県・市区町村等） 警 察

地域のネットワークと連携して課題解決へ

47都道府県にとどまらず、
全国の市区町村も含めた
自治体との連携を広げています。

高齢者
支援

For Seniors

女性の
活躍推進
For Women

健康増進
For Health

保険普及等
による
生活の安定

保障
人生100年
時代の
安心な老後

資産形成・承継
あらゆる
人々の
健康の増進

健康・医療
安心・安全で
住みやすい
地域づくり

つながり・絆

都道府県との
包括連携協定数

４2
2023年1月時点

地域
活性化
For Society

環境取組
For the Earth 

※QOLの向上とは、その人の望む人生や、こう生きたいという生活・生き方を実現することを指す。

数字で知る第一生命

1,000約（個人） 万人

16約（法人） 万社

全国4万1千名の生涯設計デザイナーを
通じて、地域の課題解決に
取り組んでいます。

For W
omen 安心して働けるために

Fo
r H

ealth

健やかな
暮らしのために

Fo

r Seniors
もしものときのために

Fo
r t

he Earth 地球環境のために

第一生命の
地域貢献活動

■ すべてのナショナルセンターと連携し、正しい情報の提供や予防啓発に取り組んでいます。

■ 健康応援アプリ「健康第一」を提供し、一人ひとりの健康づくりをサポートします。

健康診断結果で

あなたの健康年齢※1と
健康タイプは？

同年齢・性別と比較した
あなたの疾病リスク※2は？

今の健康状態 将来のリスクと がその場でわかる！

地域に根ざした健康増進活動に取り組む
健康増進
For Health

地球環境のサステナビリティの確保に向けて環境取組
For the Earth 

健康第一 検索
アプリのダウンロードは

感染症や糖尿病、肝炎など
に関する正確かつ最新の
健康・医療情報を発信して
います。

国立国際医療研究センター
感染症・糖尿病・肝炎

認知症予防やその他の長
寿医療に関する知識につ
いて情報提供を行ってい
ます。

国立長寿医療研究センター
認知症その他の長寿医療

リーフレットの発行やセミ
ナーの共催などを通じて、
がんの正しい知識をお伝え
しています。

国立がん研究センター
がん

成育医療に関する基礎知識や予防・治療につ
いて幅広く情報提供し、健全な次世代の育成
をサポートします。

国立成育医療研究センター
成育医療

リーフレットや減塩メニュー
の料理カードを発行し、循環
器病の予防・啓発情報をお
届けしています。

国立循環器病研究センター
循環器病

健康診断結果を
スマホで読み取るだけ！

健康状態や生活習慣から
カンタンチェック

さらに改善のための
アドバイスも。

。すで標商録登のCDMJ）株（は」齢年康健「 1※
※2 各疾病のチェック対象年齢
　  がん：45～74歳
　  脳卒中・脳梗塞・心筋梗塞：40～69歳
　  糖尿病：30～83歳

■ 社会貢献活動に関する包括連携を結び、
　  地域社会の活性化および発展に取り組んでいます。

● 子どもの育成および子育て支援
● 健康増進
● スポーツ振興
● 地域社会の活性化

2017年9月
株式会社LDH JAPAN
と包括連携協定を締結
（親子ダンス教室の共催 など）

2018年2月
公益社団法人日本プロゴルフ協会
と包括連携協定を締結
（ゴルフイベントの共催 など）

容
内
組
取
な
主

精神・神経・筋疾患などに
関する正確かつ最新の健
康・医療情報を発信してい
ます。

国立精神・神経医療研究センター
精神・神経・筋疾患

がん 脳卒中 脳梗塞 心筋
梗塞 糖尿病

地球環境保護への取組みの一
環として、各地での清掃活動を
はじめ、食品ロス削減に向けた
フードドライブ活動、資源の再利
用に向けた古着リサイクル活動
等に取り組んでいます。

地域に根差した環境取組
秋田県の再生可能エネルギー導入の
拡大と産業振興が期待できる洋上風力
発電事業向けのプロジェクトファイナ
ンス等に投資しています。

機関投資家としての環境取組

当社の責任投資活動の
詳細は右記の2次元コード
からご覧ください。

第一生命の健康増進に関する歩み

今までも、これからも、
地域のみなさまの健康づくりを応援しています。

1935年・1959年の死因 ：
）7102（」態動口人の国が我「／省働労生厚

2020年の死因： 　）0202（」計統態動口人「／省働労生厚
認知症の高齢者：
厚生労働省／「認知症施策推進総合戦略（平成29年7月5日）」

国内最高峰の専門医療機関と連携

3 現在の課題

●2020年の死因

2012年 2025年

462 万人
730 万人
（推計）

1.5倍
●認知症の高齢者数

死因上位疾患への対策

●1935年の死因

第一生命創業者の矢野恒太が
「保生会」を設立

1 1935年当時の課題

結核対策

1位
結核 胃腸炎肺炎・

気管支炎
2位 3位

●1959年の死因

専門研究・医療機関として
「心臓血管研究所」を設立

2 1959年当時の課題

循環器病対策

1位
脳血管
疾患　 心疾患がん

2位 3位

創業当時の社屋

第1回保健文化賞贈呈式

2017 年
国立国際医療研究センターと連携開始
（感染症および糖尿病・肝炎などの疾患情報）

健康づくりをサポートする健康応援アプリ「健康第一」を公開

1939 年 長期療養所｢保生館｣
（後の保生園、現・新山手病院）開園

1959 年 財団法人｢心臓血管研究所｣設立

1935 年 結核の予防・治療を目的として財団法人「保生会」設立

2008 年 契約者ポイントサービス「ウィズパートナー」を開始
全契約者に健康・介護等のサービスを展開

2000 年 健康・医療・介護等のサービスを充実する目的で契約者向け
ポイントサービス「ドリームキングダム」開始

1998 年 医療・介護分野の調査・研究を目的として｢㈱第一生命
ウェルライフサポート 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1988 年 健康・医療をはじめ人生設計について調査する
｢㈱ライフデザイン研究所 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1913 年 創業者の矢野恒太、北里柴三郎を
助けるべく日本結核予防協会
理事就任

1902 年 第一生命保険相互会社創業

1950 年 保健衛生の向上を目的として
｢保健文化賞｣創設

2015 年 国立長寿医療研究センターと連携開始
（認知症その他の長寿医療情報）
市民マラソンへの協賛を柱とした
「Run with You 」プロジェクト開始

2016 年 国立成育医療研究センターと連携開始
（成育医療（小児・周産期）情報）

2018 年 国立精神・神経医療研究センターと連携開始
（精神・神経・筋疾患などの疾患情報）

健康・医療・介護等の電話相談を契約者などから受け付ける
「メディカルサポートサービス」開始

国立がん研究センターと連携開始（がん情報）2012 年

公益財団法人がん研究会と連携開始（がん情報）2013 年

国立循環器病研究センターと連携開始（循環器病情報）2014 年

認知症対策

1位
がん
27.6 ％

3位
老衰 
9.6%

4位
肺炎 
5.7% 2位

循環器病
（心疾患※・脳血管疾患）
22.5 ％

その他

※高血圧性を除く
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地域の女性の
活躍推進を応援する

女性の
活躍推進
For Women

地域企業の経営者や人事担当者をお
・クーワ「や」進推躍活の性女「、しき招

ライフ・バランス」をテーマにしたセミ
ナーを開催しています。

働きやすい職場づくり

社会課題となっている待機児童対策の
一環として、自社保有不動産に保育所
や学童保育を誘致するなど、子育てし
やすい社会の実現に貢献しています。

保有不動産への保育所・学童保育誘致

▲女性活躍推進セミナー（北海道） ▲鎌倉第一生命ビル「うちゅう保育園かまくら」

地域に密着した
活動を通じて高齢者を
やさしく見守りたい

高齢者
支援

For Seniors

認知症を正しく理解してもらい、認知症の
方や家族を温かく見守る認知症サポー
ターの養成をはじめ、高齢者が安心して
暮らせる見守り活動を実施しています。

高齢者見守り活動

国立長寿医療研究センターが開発した
「頭」と「身体」を同時に使うことで脳とから
だの機能を効果的に向上させる運動プロ
グラム「コグニサイズ」、音楽付き認知症
予防体操「コグニ体操」のＤＶＤ提供等を
通じて認知症予防啓発を行っています。

コグニサイズ

▲認知症サポーター養成講座（長崎県）

第一生命経済研究所のエコノミストを
はじめ、さまざまな分野の専門家によ
るセミナーを開催し、ビジネスや経営
に役立つ情報をお届けしています。

経営者向けのセミナー

長年継続してきた川柳コンクールの知名
度や運営のノウハウを活かし、地域課題へ
の関心や共感をいただくことで、自治体の
課題解決に向けたお手伝いをしています。

地元サラ川

▲ジモサラ（地元サラ川）▲経済セミナー（三重県）

地域
活性化
For Society ニーズをとらえ

地域の強みを引き出す

自治体・警察と連携し、防犯や防災、交
通安全に関する注意呼びかけ、不審な
点を発見した際の連絡などの活動を
行っています。

犯罪・災害に関する注意呼びかけ活動

いざというときに子どもたちが避難で
きるように、地域の営業拠点を「こども
110番の家」にする取組みが広がって
います。

こども110番の家

▲こども110番の家（大阪府）▲振り込め詐欺被害防止活動（富山県）

安全・防災
For Safety いざというときの

安心のために

毎年、全国の小学校の新入学一年生に
交通事故傷害保険付きの「黄色いワッ
ペン」を贈呈しています。

黄色いワッペン贈呈事業

ライフイベントや消費者被害事例等につ
いて、すごろく形式で楽しみながら学習
でき、お金の大切さや将来に備えること
の重要性を体感いただける「ライフサイ
クルゲーム」を全国の学校へ提供し、当
社社員による出張授業も行っています。

金融保険・消費者教育

未来への一歩を
心強くサポート

子ども・
教育
For Kids

市民マラソン大会への協賛やランニ
ング教室の開催など、ランナーの皆さ
まを応援するプロジェクト「Run with 
You」を全国で展開しています。

Run with You

「世界に通用する選手育成のためには
ジュニアからの強化が重要である」と
いう（公財）日本テニス協会の趣旨に賛
同し、1983年の第1回大会より特別協
賛するとともに、当社所有のコート（東
京・仙川）を大会会場として提供してい
ます。これまでに、錦織圭選手、奈良く
るみ選手ら、国際的に活躍する選手を
多数輩出しています。

第一生命全国小学生テニス選手権大会

健康サポート活動
として

スポーツ
振興

For Sports

▲認知症予防体操「コグニ体操」

第一生命の
社 会 貢 献

活 動

員による地域・社会貢献活動社
●社内AED講習●全国各地の社員によるボランティア活動

左より、災害ボランティア活動、清掃活動、チャリティーウォークへの参加

●認定NPO法人
　トリトン・アーツ・ネットワーク

セナ（文化芸術の振興）メ 文化や芸術を支える活動に取り組んでいます

境の保全環
環の緑（」彰表３緑の市都「

境プラン大賞、緑の都市
賞、屋上・壁面緑化技術コン
クール）への支援を通じ、

緑化の取組みに貢献してい
ます。

第一生命ホール（晴海）を拠点に公演事業
と学校や福祉施設などに音楽をお届けす
るアウトリーチ活動を行っています。

●VOCA（ヴォーカ）展・
　第一生命ギャラリー

40歳以下作家による現代美術展の協賛、
当社ギャラリーでの受賞作品展示を通じ若
手芸術家を支援しています。

●モーツァルトイベント
　開催

モーツァルトの住家修復支援以降、友好関
係を築いた国際モーツァルテウム財団との
コレクション展・コンサートを行っています。

定期的に開催し、救命措置の大切さを伝
えています。

結核対策のために
「保生会」設立
　明治末期の日本国内では結核が猛威を
振るっていました。医者であり第一生命創
業者でもある矢野恒太は結核亡国を憂い、
北里柴三郎博士を助けながら、その予防と
撲滅を説いて歩きました。1913年には日本
結核予防協会を設立、北里柴三郎が理事
長、矢野恒太が理事に就任しました。また、
小冊子「通俗・結核予防の心得」（矢野恒太
著・北里柴三郎閲）を作って無料配布したり、
講演や執筆にも奔走します。
　1935年、生命を保つという意味から財
団法人「保生会」を設立、この取り組みが
第一生命の社会貢献活動の先駆けともな
りました。1939年には長期療養所である
「保生館（後の保生園）」を東京の東村山に
開設するとともに、全施設を結核予防会に
寄付しました。
　なお「保生館（保生園）」は、現在「新山
手病院」となっており、その裏山が「八国
山」といわれることから「八国山病院」の愛
称でも知られています。

保健衛生向上のために
「保健文化賞」創設
　保健文化賞は、戦後の衛生環境が悪化していた中、わが国の保健
衛生の向上に取り組む団体・個人に感謝と敬意を捧げる賞として
1950年に創設されました。厚生労働省などの後援を得て毎年実施し
ており、最も長い歴史を持つ第一生命主催の社会貢献事業です。
　例年、受賞者は天皇皇后両陛下の拝謁をお受けいただいています。

矢野 恒太
やの つねた

保険会社に就職ののち農商務省に勤務し、
保険業法を起草する。また同省商工局保
険課の初代課長に就任。1902年わが国最
初の相互会社第一生命を創立、以後専務
取締役、社長、会長を歴任した。また「日本
国勢図会」を刊行し、統計知識を国民に普
及することにも尽力した。

北里 柴三郎
きたさと しばさぶろう

医学博士で伝染病研究所（現在の東京大学
医科学研究所）の初代所長。第1回ノーベ
ル医学・生理学賞の候補者にも挙がり、私
立北里研究所（現在の学校法人北里研究
所）創立者兼初代所長並びに北里大学学祖
となる。日本医師会設立者兼初代会長。
写真提供：学校法人北里研究所

●保生会

●新山手病院●保生館 ●保生園

第一生命の社会貢献活動の歴史

写真提供：公益財団法人結核予防会

●第71回保健文化賞贈呈式

お届けしたのは…

生涯15707 -03

引受保険会社

〒100 -8411 東京都千代田区有楽町1 -13 -1

◎ホームページ   https://www.dai-ichi-life.co.jp/
電話（03）3216 -1211（大代表）
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神戸親和大学
2023年度 地域連携・ボランティア活動
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市営住宅集会所を活用した多文化多世代の地域コミュニティ拠点づくり事業 

公益財団法人神戸YWCA 
１．事業が目指すところ 

「高齢化する復興住宅の生活者に求められていることって何だろう」 
2022年 11月、神戸市建築住宅局が募集した市営住宅地域コミュニティ活性化事業に応募、採択さ
れ、2023年 4月から市営HAT神戸・灘の浜南集会所を「なだのはまエイト」と名付けて、活動を
開始しました。活動拠点となるHAT神戸灘の浜は、阪神淡路大震災の後、震災復興住宅として、UR、
県営、市営住宅が建設された地域です。震災から29年、超少子高齢化など現在の復興住宅が抱える課
題を把握し、神戸YWCAのこれまでの活動経験と支援のネットワークを生かして、地域コミュニティ
の課題に共に向きあいたいと願っています。 
 
２．活動内容 

 
 
 
活動の柱は３つです。それぞれのプログラムが連携し相互に作用しながら、神戸 YWCA ならではの

「地域の活性化とは何か」を見極めていきたいです。 
 
３．成果や課題点 
ここまで4回のバザーに延べ294人の来会者がありました。さらに新しい人と出会うべく、8月から
は毎週金曜日の野菜市を実施。当初は数名の参加が、現在は 20 人近くの方が来られ、「この野菜、どう
調理する？」「また来週」と言い合えるようになりました。また毎月1回、
地域清掃後のつぶやきカフェも開催。それぞれが交流の場であり、次の活
動のアイデアを聞きとる場となっています。 

今の課題は「どこに集会所があるかわからない問題」
そして「どうやって毎日開館するか問題」！ 
 
４．今後の展望、成果の活用 
この一年は、私たち自身が地域を学ぶ時間でした。それはまだ不十分
で、これからも継続します。まずは知り合った方々、出会った方々からの
小さな発信（つぶやき）を見える化し、小さくてもテンポよく実現して行
くこと、その過程を通して、地域で求められているもの、そして神戸
YWCAだからこそ応えられる活動を見出していけたらと願います。 

●居住者との交流機会の創出 
・年間を通してのバザー開催 
・毎週金曜日の野菜市 

●内外の人流を動かすために 
・集会所の貸与 

●地域との関係づくりや調査 
・つぶやきカフェ 
・毎月一度の地域清掃活動参加 
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『2023 年度兵家連』（連携重視事業） 
                     (公社)兵庫県精神福祉家族会連合会） 

１． 事業が目指すところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 活動内容 

 開催月日 セミナーのテーマ 

１ ８月 19 日 令和 5 年度 精神障害者保健福

祉手帳による医療費助成（福祉

医療）制度  

２ 11 月 11 日 

３ 2 月 23 日 

３． 成果や課題 

  2 回までの開催で参加者延べ 105 名であった。 

 1 回目セミナーでは、兵庫県下における各市町での 

 医療費助成制度の相違点を説明された。神戸市や姫路市 

 では、1 級迄が助成対象ですが、加西市や丹波市では 3 級迄が助成対象という不平等な状況です。

2 回目セミナーでは、12 府県における医療費助成制度の相違点を説明された。岐阜県、山梨県、 

 愛知県、奈良県では殆どの市町で 2 級迄が助成対象になっている先進県であり、兵庫県は中間的 

な状況。3 回目セミナーでは、身体障害者や身体障害者の手帳保持者の助成対象の不平等状況に 

ついて学びます。 

４． 今後の展望と成果の活用 

  夫々の市町の市民は、自分の市町の医療費助成制度に従って助成を受けているが、他の市町と 

の助成制度との差異に気づいていない、又は、気付いたとしても仕方ないものと思いがちです。 

小さな市町だから助成対象が少ないのではなく、その市町に住む市民の意識により、そして、市 

町への要望の力強さによりこの助成対象が左右されていることに、意識が辿り着いていない。セ 

ミナーのリアル参加者が 30 名程度であったのが、ZOOM で開催すると総数 70 名にもなり関心

の高いテーマである。これからも出来るだけ多くの方々への発信を続けていき、各市町そして県 

への要望書の提出や議会活動により、医療費助成対象の平等化を進めていきたい。 

こころの病に苦しむ方々は、継続的な就労に就くことが難し

く、生活保護や障害年金や作業所やパートやアルバイトで生計

を立てている人が多い。生活に密接に関係する医療費について

は、通常 3 割負担ですが、精神障害者保健福祉手帳を所持して

おれば、重度障害者医療費助成制度の活用により通院費用や入

院費用が大幅に安くなる場合がある。県内では、精神障害者保

健福祉手帳の等級により各市町独自の制度によってこの助成対

象が異なっており不公平ですが、その現状を知っている人が少

ない。通院費や入院費用の医療費助成の内容を説明して、兵庫

県内各市町村での差別の現状を説明して、各市町間の不平等性

の解消に繋げたい。 

加西市では 3 級迄対

象なのに、何故、我が

市は 1 級のみ対象な

の？？ 

第 1 回セミナーでの三木市での

ZOOM 風景 
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みなさま、はじめまして！ 

「地域チャレンジセンター・プラス」です！ 
 

神戸市北神地域・西宮市北部を主な活動拠点とし、地域社会にそして自分自身に「プラス」を生み出したい

と考える人が集えるような「場をつくる」活動を始めました。20２２年３月に立ち上がったばかりの中間支

援団体ですが、北神地域に縁のある方がつながれるような取り組みを進めていきます。 

2023 年３月 31 日に NPO 法人格取得しました。神戸市北区を拠点とした中間支援活動に取り組みます。 

 

●主な活動内容 

 １． 市民活動や NPO の立ち上げや運営に関する相談支援を行います。 

2. 北神地域で活動する人たちの「つながり」を作ります。 

3. 北神地域の魅力を、掘り下げていく場をつくります。 

4. 北神地域内に多様な「居場所」を作るサポートを行います。 

 

【中間支援活動助成（創設支援事業）】 

 
講座①  

「非営利団体の広報 

はじめの一歩講座」 

講座②  

「NPO 法人向け 年度末やる

ことまるわかり講座」 

地域アイデア創出会議 

 「ピース＆ネイチャーと考える、

これからの SDGs」 

自分たちの活動が伝わらないと

考えている団体を対象に、リサイ

クルショップのコンサルティング

を行う講師から「伝えるコツ」を

学ぶ講座を開催しました。 

事業年度終了後の手続きについ

て、報告書類等の作成や通常総

会、理事会の開催方法、所轄庁等

への報告のスケジュールなどに

ついて開設する講座です。 

神戸市北区大沢町にて里山保

全等の活動に取り組んでおら

れるゲストより、地域の伝統文

化を重んじながら、活動を通じ

て若い世代へ保全の大切さな

どを継承される活動について

考えました。 

日時： 2023年10月28日(金) 

１４:00～15:30 

場所： 北神区文化センター 

参加者： 2 名 

講師： 千馬雅史さん（コンサルタ

ント／法人理事） 

日時： 2024 年 2 月 21 日（水） 

１４:00～16:00 

場所： 北神区文化センター 

参加者：  

講師： 大島一晃（法人代表理事） 

日時： 2024 年 1 月 19 日（金） 

１４:00～15:30 

場所： 大沢地域福祉センター 

参加者： 6 名 

ゲスト： バハラム・イナンルさん

（NPO 法人 Peace&Nature 代表理事 CEO） 

 
 
 

北神地域初の中間支援組織 

 

地域チャレンジセンター ・ プラス 
challengecenter.plus. 

kobe@gmail.com 
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Ｃ Group

第一生命保険株式会社　芦屋オフィス

関西福祉大学　萬代ゼミ

（認定）コミュニティ・サポートセンター神戸 コロナ禍における地域の居場所の活動実態調査－持続可能なつながりの探求

（特非）シンフォニー 地域ＮＰＯブラッシュアップ支援事業

Toyooka AgRestart 「耕作放棄地を解消し、里山を再生。過疎地域に賑わいを。」事業

（特非）里地里山問題研究所 農村課題解決と地域活性化に貢献する関係人口創出・拡大事業
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第一生命保険株式会社
代表取締役社長

地域の皆さまと共に持続可能な社会の実現を目指します。
第一生命は、1902年の創業以来、社会保障制度の一翼を担う生命保険会社として、その時代に応じて人々の
幸せの実現や社会課題の解決に努めてまいりました。
人生100年時代を迎え、一人ひとりの価値観が多様化する今、地域に根差す企業として、万一の際の「保障」を
磨き続けるだけでなく、「資産形成・承継」、「健康・医療」、さらには人と人、人と地域や社会との新しい「つなが
り・絆」を通じて、お客さまのQOL（Quality of Life）の向上 ※や地域の課題解決に貢献してまいります。
日々 、全国4万1千名の生涯設計デザイナーがお客さまにお会いし、確かな安心と充実した健康サポートをお届け
しているように、地域の皆さまとのつながりが、第一生命の強みです。こうした強みを活かして、地域の皆さま、お
客さまに、真っ直ぐに向き合い、持続可能な社会の実現を目指していきたいと考えています。

MESSAGE

保険金・給付金の
お支払い額

1日約44億円
総資産

38約 兆円

お客さま数

社員数

52,000名約

創業

1902年

2021年度時点

子ども・
教育
For Kids

スポーツ
振興

For Sports

安全・防災
For Safety

第一生命は
全国に広がるネットワークを活用し
地域の課題解決に
取り組んでいます。

第一生命 地域のネットワーク

連携
■ 情報やノウハウの共有

■ 全国各地に広がるネットワーク

■ 丁寧なお客さまフォローによる安心

生涯設計デザイナー　約4万1千名
支社・営業オフィス　　約1,32 0 拠点

専門医療
機関

パートナー
企業

■ 地域密着の強み

自治体
（都道府県・市区町村等） 警 察

地域のネットワークと連携して課題解決へ

47都道府県にとどまらず、
全国の市区町村も含めた
自治体との連携を広げています。

高齢者
支援

For Seniors

女性の
活躍推進
For Women

健康増進
For Health

保険普及等
による
生活の安定

保障
人生100年
時代の
安心な老後

資産形成・承継
あらゆる
人々の
健康の増進

健康・医療
安心・安全で
住みやすい
地域づくり

つながり・絆

都道府県との
包括連携協定数

４2
2023年1月時点

地域
活性化
For Society

環境取組
For the Earth 

※QOLの向上とは、その人の望む人生や、こう生きたいという生活・生き方を実現することを指す。

数字で知る第一生命

1,000約（個人） 万人

16約（法人） 万社

全国4万1千名の生涯設計デザイナーを
通じて、地域の課題解決に
取り組んでいます。

For W
omen 安心して働けるために

Fo
r H

ealth

健やかな
暮らしのために

Fo

r Seniors
もしものときのために

Fo
r t

he Earth 地球環境のために

第一生命の
地域貢献活動

■ すべてのナショナルセンターと連携し、正しい情報の提供や予防啓発に取り組んでいます。

■ 健康応援アプリ「健康第一」を提供し、一人ひとりの健康づくりをサポートします。

健康診断結果で

あなたの健康年齢※1と
健康タイプは？

同年齢・性別と比較した
あなたの疾病リスク※2は？

今の健康状態 将来のリスクと がその場でわかる！

地域に根ざした健康増進活動に取り組む
健康増進
For Health

地球環境のサステナビリティの確保に向けて環境取組
For the Earth 

健康第一 検索
アプリのダウンロードは

感染症や糖尿病、肝炎など
に関する正確かつ最新の
健康・医療情報を発信して
います。

国立国際医療研究センター
感染症・糖尿病・肝炎

認知症予防やその他の長
寿医療に関する知識につ
いて情報提供を行ってい
ます。

国立長寿医療研究センター
認知症その他の長寿医療

リーフレットの発行やセミ
ナーの共催などを通じて、
がんの正しい知識をお伝え
しています。

国立がん研究センター
がん

成育医療に関する基礎知識や予防・治療につ
いて幅広く情報提供し、健全な次世代の育成
をサポートします。

国立成育医療研究センター
成育医療

リーフレットや減塩メニュー
の料理カードを発行し、循環
器病の予防・啓発情報をお
届けしています。

国立循環器病研究センター
循環器病

健康診断結果を
スマホで読み取るだけ！

健康状態や生活習慣から
カンタンチェック

さらに改善のための
アドバイスも。

。すで標商録登のCDMJ）株（は」齢年康健「 1※
※2 各疾病のチェック対象年齢
　  がん：45～74歳
　  脳卒中・脳梗塞・心筋梗塞：40～69歳
　  糖尿病：30～83歳

■ 社会貢献活動に関する包括連携を結び、
　  地域社会の活性化および発展に取り組んでいます。

● 子どもの育成および子育て支援
● 健康増進
● スポーツ振興
● 地域社会の活性化

2017年9月
株式会社LDH JAPAN
と包括連携協定を締結
（親子ダンス教室の共催 など）

2018年2月
公益社団法人日本プロゴルフ協会
と包括連携協定を締結
（ゴルフイベントの共催 など）

容
内
組
取
な
主

精神・神経・筋疾患などに
関する正確かつ最新の健
康・医療情報を発信してい
ます。

国立精神・神経医療研究センター
精神・神経・筋疾患

がん 脳卒中 脳梗塞 心筋
梗塞 糖尿病

地球環境保護への取組みの一
環として、各地での清掃活動を
はじめ、食品ロス削減に向けた
フードドライブ活動、資源の再利
用に向けた古着リサイクル活動
等に取り組んでいます。

地域に根差した環境取組
秋田県の再生可能エネルギー導入の
拡大と産業振興が期待できる洋上風力
発電事業向けのプロジェクトファイナ
ンス等に投資しています。

機関投資家としての環境取組

当社の責任投資活動の
詳細は右記の2次元コード
からご覧ください。

第一生命の健康増進に関する歩み

今までも、これからも、
地域のみなさまの健康づくりを応援しています。

1935年・1959年の死因 ：
）7102（」態動口人の国が我「／省働労生厚

2020年の死因： 　）0202（」計統態動口人「／省働労生厚
認知症の高齢者：
厚生労働省／「認知症施策推進総合戦略（平成29年7月5日）」

国内最高峰の専門医療機関と連携

3 現在の課題

●2020年の死因

2012年 2025年

462 万人
730 万人
（推計）

1.5倍
●認知症の高齢者数

死因上位疾患への対策

●1935年の死因

第一生命創業者の矢野恒太が
「保生会」を設立

1 1935年当時の課題

結核対策

1位
結核 胃腸炎肺炎・

気管支炎
2位 3位

●1959年の死因

専門研究・医療機関として
「心臓血管研究所」を設立

2 1959年当時の課題

循環器病対策

1位
脳血管
疾患　 心疾患がん

2位 3位

創業当時の社屋

第1回保健文化賞贈呈式

2017 年
国立国際医療研究センターと連携開始
（感染症および糖尿病・肝炎などの疾患情報）

健康づくりをサポートする健康応援アプリ「健康第一」を公開

1939 年 長期療養所｢保生館｣
（後の保生園、現・新山手病院）開園

1959 年 財団法人｢心臓血管研究所｣設立

1935 年 結核の予防・治療を目的として財団法人「保生会」設立

2008 年 契約者ポイントサービス「ウィズパートナー」を開始
全契約者に健康・介護等のサービスを展開

2000 年 健康・医療・介護等のサービスを充実する目的で契約者向け
ポイントサービス「ドリームキングダム」開始

1998 年 医療・介護分野の調査・研究を目的として｢㈱第一生命
ウェルライフサポート 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1988 年 健康・医療をはじめ人生設計について調査する
｢㈱ライフデザイン研究所 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1913 年 創業者の矢野恒太、北里柴三郎を
助けるべく日本結核予防協会
理事就任

1902 年 第一生命保険相互会社創業

1950 年 保健衛生の向上を目的として
｢保健文化賞｣創設

2015 年 国立長寿医療研究センターと連携開始
（認知症その他の長寿医療情報）
市民マラソンへの協賛を柱とした
「Run with You 」プロジェクト開始

2016 年 国立成育医療研究センターと連携開始
（成育医療（小児・周産期）情報）

2018 年 国立精神・神経医療研究センターと連携開始
（精神・神経・筋疾患などの疾患情報）

健康・医療・介護等の電話相談を契約者などから受け付ける
「メディカルサポートサービス」開始

国立がん研究センターと連携開始（がん情報）2012 年

公益財団法人がん研究会と連携開始（がん情報）2013 年

国立循環器病研究センターと連携開始（循環器病情報）2014 年

認知症対策

1位
がん
27.6 ％

3位
老衰 
9.6%

4位
肺炎 
5.7% 2位

循環器病
（心疾患※・脳血管疾患）
22.5 ％

その他

※高血圧性を除く
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地域の女性の
活躍推進を応援する

女性の
活躍推進
For Women

地域企業の経営者や人事担当者をお
・クーワ「や」進推躍活の性女「、しき招

ライフ・バランス」をテーマにしたセミ
ナーを開催しています。

働きやすい職場づくり

社会課題となっている待機児童対策の
一環として、自社保有不動産に保育所
や学童保育を誘致するなど、子育てし
やすい社会の実現に貢献しています。

保有不動産への保育所・学童保育誘致

▲女性活躍推進セミナー（北海道） ▲鎌倉第一生命ビル「うちゅう保育園かまくら」

地域に密着した
活動を通じて高齢者を
やさしく見守りたい

高齢者
支援

For Seniors

認知症を正しく理解してもらい、認知症の
方や家族を温かく見守る認知症サポー
ターの養成をはじめ、高齢者が安心して
暮らせる見守り活動を実施しています。

高齢者見守り活動

国立長寿医療研究センターが開発した
「頭」と「身体」を同時に使うことで脳とから
だの機能を効果的に向上させる運動プロ
グラム「コグニサイズ」、音楽付き認知症
予防体操「コグニ体操」のＤＶＤ提供等を
通じて認知症予防啓発を行っています。

コグニサイズ

▲認知症サポーター養成講座（長崎県）

第一生命経済研究所のエコノミストを
はじめ、さまざまな分野の専門家によ
るセミナーを開催し、ビジネスや経営
に役立つ情報をお届けしています。

経営者向けのセミナー

長年継続してきた川柳コンクールの知名
度や運営のノウハウを活かし、地域課題へ
の関心や共感をいただくことで、自治体の
課題解決に向けたお手伝いをしています。

地元サラ川

▲ジモサラ（地元サラ川）▲経済セミナー（三重県）

地域
活性化
For Society ニーズをとらえ

地域の強みを引き出す

自治体・警察と連携し、防犯や防災、交
通安全に関する注意呼びかけ、不審な
点を発見した際の連絡などの活動を
行っています。

犯罪・災害に関する注意呼びかけ活動

いざというときに子どもたちが避難で
きるように、地域の営業拠点を「こども
110番の家」にする取組みが広がって
います。

こども110番の家

▲こども110番の家（大阪府）▲振り込め詐欺被害防止活動（富山県）

安全・防災
For Safety いざというときの

安心のために

毎年、全国の小学校の新入学一年生に
交通事故傷害保険付きの「黄色いワッ
ペン」を贈呈しています。

黄色いワッペン贈呈事業

ライフイベントや消費者被害事例等につ
いて、すごろく形式で楽しみながら学習
でき、お金の大切さや将来に備えること
の重要性を体感いただける「ライフサイ
クルゲーム」を全国の学校へ提供し、当
社社員による出張授業も行っています。

金融保険・消費者教育

未来への一歩を
心強くサポート

子ども・
教育
For Kids

市民マラソン大会への協賛やランニ
ング教室の開催など、ランナーの皆さ
まを応援するプロジェクト「Run with 
You」を全国で展開しています。

Run with You

「世界に通用する選手育成のためには
ジュニアからの強化が重要である」と
いう（公財）日本テニス協会の趣旨に賛
同し、1983年の第1回大会より特別協
賛するとともに、当社所有のコート（東
京・仙川）を大会会場として提供してい
ます。これまでに、錦織圭選手、奈良く
るみ選手ら、国際的に活躍する選手を
多数輩出しています。

第一生命全国小学生テニス選手権大会

健康サポート活動
として

スポーツ
振興

For Sports

▲認知症予防体操「コグニ体操」

第一生命の
社 会 貢 献

活 動

員による地域・社会貢献活動社
●社内AED講習●全国各地の社員によるボランティア活動

左より、災害ボランティア活動、清掃活動、チャリティーウォークへの参加

●認定NPO法人
　トリトン・アーツ・ネットワーク

セナ（文化芸術の振興）メ 文化や芸術を支える活動に取り組んでいます

境の保全環
環の緑（」彰表３緑の市都「

境プラン大賞、緑の都市
賞、屋上・壁面緑化技術コン
クール）への支援を通じ、

緑化の取組みに貢献してい
ます。

第一生命ホール（晴海）を拠点に公演事業
と学校や福祉施設などに音楽をお届けす
るアウトリーチ活動を行っています。

●VOCA（ヴォーカ）展・
　第一生命ギャラリー

40歳以下作家による現代美術展の協賛、
当社ギャラリーでの受賞作品展示を通じ若
手芸術家を支援しています。

●モーツァルトイベント
　開催

モーツァルトの住家修復支援以降、友好関
係を築いた国際モーツァルテウム財団との
コレクション展・コンサートを行っています。

定期的に開催し、救命措置の大切さを伝
えています。

結核対策のために
「保生会」設立
　明治末期の日本国内では結核が猛威を
振るっていました。医者であり第一生命創
業者でもある矢野恒太は結核亡国を憂い、
北里柴三郎博士を助けながら、その予防と
撲滅を説いて歩きました。1913年には日本
結核予防協会を設立、北里柴三郎が理事
長、矢野恒太が理事に就任しました。また、
小冊子「通俗・結核予防の心得」（矢野恒太
著・北里柴三郎閲）を作って無料配布したり、
講演や執筆にも奔走します。
　1935年、生命を保つという意味から財
団法人「保生会」を設立、この取り組みが
第一生命の社会貢献活動の先駆けともな
りました。1939年には長期療養所である
「保生館（後の保生園）」を東京の東村山に
開設するとともに、全施設を結核予防会に
寄付しました。
　なお「保生館（保生園）」は、現在「新山
手病院」となっており、その裏山が「八国
山」といわれることから「八国山病院」の愛
称でも知られています。

保健衛生向上のために
「保健文化賞」創設
　保健文化賞は、戦後の衛生環境が悪化していた中、わが国の保健
衛生の向上に取り組む団体・個人に感謝と敬意を捧げる賞として
1950年に創設されました。厚生労働省などの後援を得て毎年実施し
ており、最も長い歴史を持つ第一生命主催の社会貢献事業です。
　例年、受賞者は天皇皇后両陛下の拝謁をお受けいただいています。

矢野 恒太
やの つねた

保険会社に就職ののち農商務省に勤務し、
保険業法を起草する。また同省商工局保
険課の初代課長に就任。1902年わが国最
初の相互会社第一生命を創立、以後専務
取締役、社長、会長を歴任した。また「日本
国勢図会」を刊行し、統計知識を国民に普
及することにも尽力した。

北里 柴三郎
きたさと しばさぶろう

医学博士で伝染病研究所（現在の東京大学
医科学研究所）の初代所長。第1回ノーベ
ル医学・生理学賞の候補者にも挙がり、私
立北里研究所（現在の学校法人北里研究
所）創立者兼初代所長並びに北里大学学祖
となる。日本医師会設立者兼初代会長。
写真提供：学校法人北里研究所

●保生会

●新山手病院●保生館 ●保生園

第一生命の社会貢献活動の歴史

写真提供：公益財団法人結核予防会

●第71回保健文化賞贈呈式

お届けしたのは…

生涯15707 -03

引受保険会社

〒100 -8411 東京都千代田区有楽町1 -13 -1

◎ホームページ   https://www.dai-ichi-life.co.jp/
電話（03）3216 -1211（大代表）
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石川県能登半島地震復興支援ボランティア 

〜私達ができる事を探して〜 

関西福祉大学 萬代ゼミ 

・ボランティアの背景 

令和 5 年 5 月、石川県にて最大震度 6 強の地震があった。石川県全体での人的被害は比較的少なか

ったが、珠洲市では家屋の一部倒壊・・全壊など住居被害はあった。しかし、多くの人達の協力により復

興が進んでいたので、特別養護老人ホーム第三長寿園を中心とする心のケアを学生 15 名・・引率教員１

名で行った。 

・目的 

現地での活動を通して地域の活性化を図り、今まで通りの笑顔と元気で溢れる生活を取り戻しても

らい、被災前よりも強い住民同士のつながりを持ってもらうこと。 

・活動内容 

１，現地活動/実施日令和 5年 8月 7日(月)〜8月 10 日(木) 

今回の活動では珠洲市にある、社会福祉法人長寿会特別養護老人ホーム第三長寿園に協力してもら

い、利用者と一緒に盆踊りやヨーヨー釣りを行った。加えて、この地震の影響で一部崩落した見附島を

はじめ、珠洲市の観光地を取り上げ観光マップ作製も実施した。 

2、現地活動以外にも募金活動や、災害復興支援ボランティアの事・現地活動で学んだ事を、本学のコ

ミュニティーアワー報告会と兵庫県要約筆記サークル連絡協議会東播・西播地域交流学習会で話をさ

せていただいた。 

活動の様子 

   ・ ・   

・成果 

第三長寿園の方に対話や活動を通して喜んでいただき、日々の地域住民や人とのつながりが、災害発

生時に強い力になることを学んだ。そして、現地での交流を通して人との交流が前を向く原動力にな

り、元気で明るいエネルギーは被災者に伝染することを体感した。加えて、地震発生から３か月も経っ

ているのにもかかわらず、修繕されていない箇所や現地の人に聞いて初めて知る困難などメディアで

報道されていることは、ごく一部のものであり実際に見るのとは大きく違うと知った。さらに、災害発

生時の情報の整理・・伝え方には、もっと配慮する必要があることが分かった。特に聴覚障害者は、警報

音や速報などが聞こえないので避難が遅くなる可能性が高いと気付いた。 

・課題 

 現地活動で地域住民に直接介入する関わりが施設以外であまりできなかったこと。また、私たちが現

地で学んだ事を得た知識や情報を外部に伝える活動が少なかったことが課題である。 
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地域の居場所の活動実態調査事業 

コロナ禍にみる居場所のレジリエンス 

～しなやかに継続・発展できた理由はなんだったのか～ 

 

実施主体：認定 NPO法人コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸） 

１．事業の目的 

地域コミュニティの再構築や地域課題解決の場として、「地域の居場所」が注目されていますが、コロナ

禍の影響で、多くの居場所が活動の休止や縮小を余儀なくされた。そんな没交流の日常の中でも、しな

やかに継続・発展した居場所も数多く存在した。今回の調査事業では特に週 3 回以上開設している常

設型の居場所の「レジリエンス（回復力・適応力）」に着目し、コロナ禍の影響とその対応を明らかにしつ

つ、リーダーシップ、つながり、環境等の要素から、コロナ禍を経験した居場所がどのように継続・発展

していったのか明らかにした。 

２．事業の内容 

①アンケートおよびヒアリング調査 （アンケート調査 1３団体／ヒアリング調査８団体） 

②調査報告書の作成 （全 5章・64ページからなる調査報告書を発行／後日HPで公開予定） 

③調査報告会の実施 （調査報告書をもとに、2024年 2月 9日に兵庫県民会館にて報告会を予定） 

④常設居場所の共同広報および調査報告会の PR （2023年 11月 26日産経新聞全面広告を掲載） 

３．事業推進体制 

  CS 神戸が実施主体となり、智雲ボランタリー活動研究所、兵庫県立大学 NPO 研究連携センター、

NPO法人きょうどうのわとの共同研究として実施した。 

４．成果と課題 

  リーダーシップのあり方として「心のチャレンジ（静謐な情熱）」、「頭のチャレンジ（小さな工夫／戦略的

思考）」、「手のチャレンジ（行動力／情報発信力）」や、環境要因としての日常的なつながりの重要性、柔

軟な組織構造、場の設えとしての「縁側」の意義など、レジリエンスを発揮するための各要素が明らかと

なった。しかしながら、常設居場所が人的・物的に課題を抱えている状況は継続しており、学識経験者と

中間支援の共同研究を今後も進める中で、調査結果をより現場で活用してもらえるような働きかけや、

常設居場所の意義の周知などが必要である。 

調査報告書 報告会案内 産経新聞全面広告 
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20203 年度中間支援事業報告 
特定非営利活動法人シンフォニー 

 
（１）相談事業 
 2023 年度は専門家による「夢応援相談」として実施。 

 
  ①NPO 法人働き・生きがい仕事ネット（リハビリ友の会）尼崎市神田北通 
   役員変更等の報告ができていない旨の相談があり、総会等手続きの支援を行う。 

  ②NPO 法人あんだんて（放課後ディーサービス） 
   グループホーム建設の相談があり、空き土地の紹介（宅建業界と連携） 
  ③NPO 法人ほこらしや（福祉グループ）（尼崎市武庫之荘） 

   解散手続きのン相談があり、決了届等を指導 
  ④NPO 法人 ASU ネット 尼崎市塚口 
   融資の相談があり、近畿労働金庫につなぐ（労金が訪問するも、融資にはつながらず） 

  ⑤資金繰りで苦労している団体が多いことを踏まえ、日本政策金融公庫の「ソーシャルビジネス相談会」（令和 6 年 2 月）開催につながっ
た。 
 

 専門家（社労士、行政書士、税理士、弁護士）による「夢応援相談」を開始したが、相談が多岐にわたりくろうした。多くの団体は「事務支
援」を求めていることも判明したが、資金繰り等も苦労している団体が多い。そこで労金及び日本政策金融公庫と連携し、相談体制を強化してい
きたい。 

 
（２）書類作成支援 
 

 ①尼崎国際交流協会の NPO 法人認証申請（法人格取得） 
 ②NPO 法人歌と音楽の会の助成金申請支援（ひょうごコミュニティー財団、尼崎チャレンジコースの 2 件をお手伝いしたが、不採択 
 ③NPO 法人 ASU ネットより「ひょうごコミュニティー財団の電子申請」のお手伝い 

 ④杭瀬商店街振興組合より「ワールド還付で有名になったサッカーの堂安律」の地元として商店街を盛り上げたいとの相談があり、ポスタータ
ー作成 
 

 事務支援を求めている団体がおおくりるので、今後助成金申請などの電子申請など事務支援を強化していきたい。 
 
（３）ボランティアマッチング 

 
 ①インターン生は、日本の大学だけでなく、留学生も多く参加。述べ人数は 18 名。商店街でのお店ごっこ、パフォーマンス、子供支援、外国
人との協働などを体験した。 

 ②また商店街では「餅つき大会」の臼や杵の手配、ポスター掲示などもお手伝いにさんかした。 
 
 今後、長期インターン生（アルバイト型）や、社会的 OJT センターの取り組みなどを行っていきたい。 

 
（５）ブラッシュアップセミナー 
 

事業が目指すところとしては、インボイス制度の導入や、それに伴う事業計画作成の手ほどきを、社労士と税理士がセミナー及び相談事業にて
実施致した。 
また、感染症流行の社会的背景から、集客に苦労する地域団体が多く、手助けになればと職業訓練パソコン講師が、WordPress を用いた集客販

売促進プラグインのセミナーを実施致した。 
①活動内容 

日付 内容 講師 

10/28 社労士による事業計画づくり 山崎 勲 

11/4 税理士によるインボイスと電子保存法 福富 誉 

11/11 職業訓練パソコン講師によるネット集客 大西 宏和 

11/18 プログラミングの知識不要のネット販促 大西 宏和 

11/25 団体イメージを地域に浸透させるロゴマーク＆名刺作成 大西 宏和 

12/2 デザインの知識が無くても、ターゲット層に効果的なチラシ作成 大西 宏和 

 
③成果や課題点 

プログラミングの知識不要とは言え、サーバーのレンタルや WordPress のドメインへのインストール等、初心者にはハードルが高く感じられ
る事が判明した。 
例え話を用いた紙芝居形式の説明で分かり易い授業を心掛けましたが、「手軽にできる」という受講者の先入観により、困難に感じられたようだ。 

④今後の展望、成果の活用 
地域団体の活動を支援する為、オフィスソフトを用いた帳票類作成・名簿整理・チラシ作成・ビジネス文書作成等の、パソコン初心者にも認知
度の高いスキルを授業で扱っていきたい。 

 
（５）今後の方向性 
 

 地域団体の直接の課題は信金繰りであるが、その内容に入っていくと、集客の失敗、魅力づくりの失敗など多岐にわたる。そのすべて手に共
通しているのは人勢育成であり、特に事務能力、営業能力をもった人勢育成が急務である。 
 しかし、一方では、パラレルキャリ時代やテレワークが流行し、副業・起業の志向も強まっていて、地域団体への参加は学生だでなく、企業

人も増えいている。 
 そこで、ICT を使った事務支援による人材育成や、長期インターン（アルバイト型）を模索していきたい。 
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「耕作放棄地を解消し、里山を再生。過疎地域に賑わいを。」事業 

Toyooka AgRestart 

１ 事業目的 

人口減少・少子高齢化において、地方の担い手が不足し活力が失われている。この状況は今後も続き、農地を含む

里山の荒廃が進んでいく。地域や農地の担い手が減少している地域の耕作放棄地を解消し、兼業農家や非農家が持続

可能な形で農地を担い、都市部からの体験交流を促し活力を創造する。 

 兼業農家や非農家が手を取り、地域農業を通じた地域の活性化につなげる「農ある暮らしの再発見」を通じて、持続可

能な地域づくりを展開する。地域固有の取組みであるコウノトリとの共生や支えあう地域づくりを社会実装する。 

 

２ 活動内容 

 (1)里山の再生(耕作放棄地の解消・地域住民との交流) 

  人口減少、少子高齢化に起因する地域の担い手不足による農地荒廃を解消し、県民の美しい農村を次代に繋ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)「農ある暮らし」の再発見事業 

  人口減少や農業を取り巻く厳しい環境（農産物の取引不安定等）により離農が増える地方農業の担い手を維持する

ため、兼業農家や非農家の農業への接点づくりを展開する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

３ 成果・課題点 

 成果：活動エリアの耕作放棄田 21 枚約 1ha を復田し、地域や地権者へバトンを渡しました。地権者や地域が農地の

維持に対して意欲的に取り組まれることとなりました。 

     地域の離農した兼業農家や非農家の方々に、農業に関心を持っていただける機会となり、活動メンバー増。 

課題：専業・兼業農家の離農が増え、地産地消も激減している。活動情報の発信力が弱かったためか想定より参画者

が少なかった。 

 

４ 今後の展望・成果の活用 

 2023 年度参画者に継続して関わってもらえるよう SNS 等でコミュニティ化し、活動情報を共有。対外的な情報発信力

も向上させる。成果物の輸出も強化し、海外の消費者に向けたオンライン＆リアルの体験活動を実施し、ファン強化へ。 
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3-1 成果
2023年度は401名（延べ）が地域外か

ら様々な活動に参加した。
これまで取り組んでいた「黒豆ボラン

ティア」の集客・運営ノウハウを生かし、
丹波篠山市内の複数の集落の課題解決の
ためのプログラム（栗収穫・そば）を実
施、収穫や試食の体験を実施、さらに来
年度以降の活動も見据えた関係性づくり
を行った。栗拾いボランティアについて
は、テレビ朝日『グッド!モーニング 』
でテレビ放送され、反響も大きかった。
また公式LINEアカウントの運用も開始

し、143名（2024年1月現在）が登録。
活動毎の告知や報告に活用し週に1回程度
配信を行っており、特に若年層などとの
コミュニケーションが円滑になった。

3-2 課題
昨年と比較して、ボランティア参加者

数は減少している。今後多くの地域・集
落の支援をしていくためには、農作業ボ
ランティア参加者を増加させるための施
策や、企画・集客・運営に携わるボラン
ティアリーダーやインターンシップ等な
どの制度設計が必要と考えている。

特定非営利活動法人里地里山問題研究所（丹波篠山市）

1 本事業が目指すところ
本団体は、人口減少・高齢化による担い手不足に悩む農村を支援するため、地域内外の多様な人材とともに地域が活性化

までを支援する「獣がい対策」を推進している。本事業では、特に地域外から農作業や地域活動に関心のある人（関係人
口）を募集し、耕作放棄地の増加や人手不足に悩む地域を応援するために、農作業ボランティアや農作物を活用したイベン
トを実施。丹波篠山市内の複数の集落で活動を行いながら参加者・地域双方の課題解決・満足度の向上を目指す。なお事業
の助成金の使途は農作業・イベント資材、ボランティア募集・連絡ツールの利用、イベント運営に当たる人件費等である。

4.今後の展開や成果の活用
今後は、これまでの成果を活かし
1．収穫や試食だけでなく普段の農作業のボランティア人数を増やしていく。
2．企画・集客・運営に携わるボランティアリーダーやインターンシップ等な
どの制度設計・人材育成を行う。

そのために、SNSやボランティア募集プラットホームを有効に活用して企画・
広報を行うほか、大学や社会福祉を支援する団体等との連携を模索する。また
活動を通じて収穫した農産物を、参加者や地域外の人が購入して地域を応援し、
さらに活動が活性化するという「応援消費」の普及を目指し、市役所や地域内
外の多様な人材と関わりながら展開を拡げていく。

農村課題解決と地域活性化に貢献する関係人口創出・拡大事業（3年目）

計211211109876５4月

301324929164129482730黒豆
ボランティア

653233丹波栗栽培
ボランティア

35461573
そば栽培・蕎
麦打ち体験

4014386461494832482730合計

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

↓ボランティア参加者数（大人・子ども合わせて・地域外のみ・延べ人数）

2 活動内容
本事業では主に3つの活動を実施した。1つ目は黒豆ボランティア（丹波篠山市安口西集落）、2つ目は丹波栗栽培支援ボ

ランティア（丹波篠山市矢代集落）、3つ目は耕作放棄地そば栽培・そば打ちイベント（丹波篠山市藤坂集落）である。
またそれ以外にも、ボランティア募集のプラットほ参加者とコミュニケーションを図るため「公式LINE」を年間を通して
運用した。

黒豆
ボランティア
（丹波篠山市
安口西集落）
4月～12月
全35回実施
（1～2週間に
1度開催）

実際の
さともん
公式LINE

黒豆栽培ボランティアの様子

さともん
公式LINEの運用
年間通じて

耕作放棄地でそ
ば・小麦栽培（丹
波篠山市藤坂集落）
8月～2月
全5回実施

丹波栗栽培
ボランティア
（丹波篠山市
矢代集落）
9月～10月
全4回実施 育てたそばで

蕎麦打ち体験
2月12日・24日に
実施予定栗拾いボランティアがテレビ朝日

『グッド!モーニング 』で放送

そば畑での収穫作業の様子

蕎麦打ちイベントの様子
（昨年度）
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Ｄ Group

第一生命保険株式会社　芦屋オフィス

生活協同組合コープこうべ

関西福祉大学　萬代ゼミ

（認定）コムサロン21 播磨ＮＰＯ中間支援センター事業

（一社）神戸健康大学 健康寿命延伸セミナーの開催

（特非）西脇てとて広場 生きづらさを抱えた子ども・若者の居場所

（特非）コミュニティアートセンタープラッツ 但馬地域におけるＮＰＯ活動の継続的支援と人材育成事業
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第一生命保険株式会社
代表取締役社長

地域の皆さまと共に持続可能な社会の実現を目指します。
第一生命は、1902年の創業以来、社会保障制度の一翼を担う生命保険会社として、その時代に応じて人々の
幸せの実現や社会課題の解決に努めてまいりました。
人生100年時代を迎え、一人ひとりの価値観が多様化する今、地域に根差す企業として、万一の際の「保障」を
磨き続けるだけでなく、「資産形成・承継」、「健康・医療」、さらには人と人、人と地域や社会との新しい「つなが
り・絆」を通じて、お客さまのQOL（Quality of Life）の向上 ※や地域の課題解決に貢献してまいります。
日々 、全国4万1千名の生涯設計デザイナーがお客さまにお会いし、確かな安心と充実した健康サポートをお届け
しているように、地域の皆さまとのつながりが、第一生命の強みです。こうした強みを活かして、地域の皆さま、お
客さまに、真っ直ぐに向き合い、持続可能な社会の実現を目指していきたいと考えています。

MESSAGE

保険金・給付金の
お支払い額

1日約44億円
総資産

38約 兆円

お客さま数

社員数

52,000名約

創業

1902年

2021年度時点

子ども・
教育
For Kids

スポーツ
振興

For Sports

安全・防災
For Safety

第一生命は
全国に広がるネットワークを活用し
地域の課題解決に
取り組んでいます。

第一生命 地域のネットワーク

連携
■ 情報やノウハウの共有

■ 全国各地に広がるネットワーク

■ 丁寧なお客さまフォローによる安心

生涯設計デザイナー　約4万1千名
支社・営業オフィス　　約1,32 0 拠点

専門医療
機関

パートナー
企業

■ 地域密着の強み

自治体
（都道府県・市区町村等） 警 察

地域のネットワークと連携して課題解決へ

47都道府県にとどまらず、
全国の市区町村も含めた
自治体との連携を広げています。

高齢者
支援

For Seniors

女性の
活躍推進
For Women

健康増進
For Health

保険普及等
による
生活の安定

保障
人生100年
時代の
安心な老後

資産形成・承継
あらゆる
人々の
健康の増進

健康・医療
安心・安全で
住みやすい
地域づくり

つながり・絆

都道府県との
包括連携協定数

４2
2023年1月時点

地域
活性化
For Society

環境取組
For the Earth 

※QOLの向上とは、その人の望む人生や、こう生きたいという生活・生き方を実現することを指す。

数字で知る第一生命

1,000約（個人） 万人

16約（法人） 万社

全国4万1千名の生涯設計デザイナーを
通じて、地域の課題解決に
取り組んでいます。

For W
omen 安心して働けるために

Fo
r H

ealth

健やかな
暮らしのために

Fo

r Seniors
もしものときのために

Fo
r t

he Earth 地球環境のために

第一生命の
地域貢献活動

■ すべてのナショナルセンターと連携し、正しい情報の提供や予防啓発に取り組んでいます。

■ 健康応援アプリ「健康第一」を提供し、一人ひとりの健康づくりをサポートします。

健康診断結果で

あなたの健康年齢※1と
健康タイプは？

同年齢・性別と比較した
あなたの疾病リスク※2は？

今の健康状態 将来のリスクと がその場でわかる！

地域に根ざした健康増進活動に取り組む
健康増進
For Health

地球環境のサステナビリティの確保に向けて環境取組
For the Earth 

健康第一 検索
アプリのダウンロードは

感染症や糖尿病、肝炎など
に関する正確かつ最新の
健康・医療情報を発信して
います。

国立国際医療研究センター
感染症・糖尿病・肝炎

認知症予防やその他の長
寿医療に関する知識につ
いて情報提供を行ってい
ます。

国立長寿医療研究センター
認知症その他の長寿医療

リーフレットの発行やセミ
ナーの共催などを通じて、
がんの正しい知識をお伝え
しています。

国立がん研究センター
がん

成育医療に関する基礎知識や予防・治療につ
いて幅広く情報提供し、健全な次世代の育成
をサポートします。

国立成育医療研究センター
成育医療

リーフレットや減塩メニュー
の料理カードを発行し、循環
器病の予防・啓発情報をお
届けしています。

国立循環器病研究センター
循環器病

健康診断結果を
スマホで読み取るだけ！

健康状態や生活習慣から
カンタンチェック

さらに改善のための
アドバイスも。

。すで標商録登のCDMJ）株（は」齢年康健「 1※
※2 各疾病のチェック対象年齢
　  がん：45～74歳
　  脳卒中・脳梗塞・心筋梗塞：40～69歳
　  糖尿病：30～83歳

■ 社会貢献活動に関する包括連携を結び、
　  地域社会の活性化および発展に取り組んでいます。

● 子どもの育成および子育て支援
● 健康増進
● スポーツ振興
● 地域社会の活性化

2017年9月
株式会社LDH JAPAN
と包括連携協定を締結
（親子ダンス教室の共催 など）

2018年2月
公益社団法人日本プロゴルフ協会
と包括連携協定を締結
（ゴルフイベントの共催 など）

容
内
組
取
な
主

精神・神経・筋疾患などに
関する正確かつ最新の健
康・医療情報を発信してい
ます。

国立精神・神経医療研究センター
精神・神経・筋疾患

がん 脳卒中 脳梗塞 心筋
梗塞 糖尿病

地球環境保護への取組みの一
環として、各地での清掃活動を
はじめ、食品ロス削減に向けた
フードドライブ活動、資源の再利
用に向けた古着リサイクル活動
等に取り組んでいます。

地域に根差した環境取組
秋田県の再生可能エネルギー導入の
拡大と産業振興が期待できる洋上風力
発電事業向けのプロジェクトファイナ
ンス等に投資しています。

機関投資家としての環境取組

当社の責任投資活動の
詳細は右記の2次元コード
からご覧ください。

第一生命の健康増進に関する歩み

今までも、これからも、
地域のみなさまの健康づくりを応援しています。

1935年・1959年の死因 ：
）7102（」態動口人の国が我「／省働労生厚

2020年の死因： 　）0202（」計統態動口人「／省働労生厚
認知症の高齢者：
厚生労働省／「認知症施策推進総合戦略（平成29年7月5日）」

国内最高峰の専門医療機関と連携

3 現在の課題

●2020年の死因

2012年 2025年

462 万人
730 万人
（推計）

1.5倍
●認知症の高齢者数

死因上位疾患への対策

●1935年の死因

第一生命創業者の矢野恒太が
「保生会」を設立

1 1935年当時の課題

結核対策

1位
結核 胃腸炎肺炎・

気管支炎
2位 3位

●1959年の死因

専門研究・医療機関として
「心臓血管研究所」を設立

2 1959年当時の課題

循環器病対策

1位
脳血管
疾患　 心疾患がん

2位 3位

創業当時の社屋

第1回保健文化賞贈呈式

2017 年
国立国際医療研究センターと連携開始
（感染症および糖尿病・肝炎などの疾患情報）

健康づくりをサポートする健康応援アプリ「健康第一」を公開

1939 年 長期療養所｢保生館｣
（後の保生園、現・新山手病院）開園

1959 年 財団法人｢心臓血管研究所｣設立

1935 年 結核の予防・治療を目的として財団法人「保生会」設立

2008 年 契約者ポイントサービス「ウィズパートナー」を開始
全契約者に健康・介護等のサービスを展開

2000 年 健康・医療・介護等のサービスを充実する目的で契約者向け
ポイントサービス「ドリームキングダム」開始

1998 年 医療・介護分野の調査・研究を目的として｢㈱第一生命
ウェルライフサポート 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1988 年 健康・医療をはじめ人生設計について調査する
｢㈱ライフデザイン研究所 立設）所究研済経命生一第㈱・現（｣

1913 年 創業者の矢野恒太、北里柴三郎を
助けるべく日本結核予防協会
理事就任

1902 年 第一生命保険相互会社創業

1950 年 保健衛生の向上を目的として
｢保健文化賞｣創設

2015 年 国立長寿医療研究センターと連携開始
（認知症その他の長寿医療情報）
市民マラソンへの協賛を柱とした
「Run with You 」プロジェクト開始

2016 年 国立成育医療研究センターと連携開始
（成育医療（小児・周産期）情報）

2018 年 国立精神・神経医療研究センターと連携開始
（精神・神経・筋疾患などの疾患情報）

健康・医療・介護等の電話相談を契約者などから受け付ける
「メディカルサポートサービス」開始

国立がん研究センターと連携開始（がん情報）2012 年

公益財団法人がん研究会と連携開始（がん情報）2013 年

国立循環器病研究センターと連携開始（循環器病情報）2014 年

認知症対策

1位
がん
27.6 ％

3位
老衰 
9.6%

4位
肺炎 
5.7% 2位

循環器病
（心疾患※・脳血管疾患）
22.5 ％

その他

※高血圧性を除く
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地域の女性の
活躍推進を応援する

女性の
活躍推進
For Women

地域企業の経営者や人事担当者をお
・クーワ「や」進推躍活の性女「、しき招

ライフ・バランス」をテーマにしたセミ
ナーを開催しています。

働きやすい職場づくり

社会課題となっている待機児童対策の
一環として、自社保有不動産に保育所
や学童保育を誘致するなど、子育てし
やすい社会の実現に貢献しています。

保有不動産への保育所・学童保育誘致

▲女性活躍推進セミナー（北海道） ▲鎌倉第一生命ビル「うちゅう保育園かまくら」

地域に密着した
活動を通じて高齢者を
やさしく見守りたい

高齢者
支援

For Seniors

認知症を正しく理解してもらい、認知症の
方や家族を温かく見守る認知症サポー
ターの養成をはじめ、高齢者が安心して
暮らせる見守り活動を実施しています。

高齢者見守り活動

国立長寿医療研究センターが開発した
「頭」と「身体」を同時に使うことで脳とから
だの機能を効果的に向上させる運動プロ
グラム「コグニサイズ」、音楽付き認知症
予防体操「コグニ体操」のＤＶＤ提供等を
通じて認知症予防啓発を行っています。

コグニサイズ

▲認知症サポーター養成講座（長崎県）

第一生命経済研究所のエコノミストを
はじめ、さまざまな分野の専門家によ
るセミナーを開催し、ビジネスや経営
に役立つ情報をお届けしています。

経営者向けのセミナー

長年継続してきた川柳コンクールの知名
度や運営のノウハウを活かし、地域課題へ
の関心や共感をいただくことで、自治体の
課題解決に向けたお手伝いをしています。

地元サラ川

▲ジモサラ（地元サラ川）▲経済セミナー（三重県）

地域
活性化
For Society ニーズをとらえ

地域の強みを引き出す

自治体・警察と連携し、防犯や防災、交
通安全に関する注意呼びかけ、不審な
点を発見した際の連絡などの活動を
行っています。

犯罪・災害に関する注意呼びかけ活動

いざというときに子どもたちが避難で
きるように、地域の営業拠点を「こども
110番の家」にする取組みが広がって
います。

こども110番の家

▲こども110番の家（大阪府）▲振り込め詐欺被害防止活動（富山県）

安全・防災
For Safety いざというときの

安心のために

毎年、全国の小学校の新入学一年生に
交通事故傷害保険付きの「黄色いワッ
ペン」を贈呈しています。

黄色いワッペン贈呈事業

ライフイベントや消費者被害事例等につ
いて、すごろく形式で楽しみながら学習
でき、お金の大切さや将来に備えること
の重要性を体感いただける「ライフサイ
クルゲーム」を全国の学校へ提供し、当
社社員による出張授業も行っています。

金融保険・消費者教育

未来への一歩を
心強くサポート

子ども・
教育
For Kids

市民マラソン大会への協賛やランニ
ング教室の開催など、ランナーの皆さ
まを応援するプロジェクト「Run with 
You」を全国で展開しています。

Run with You

「世界に通用する選手育成のためには
ジュニアからの強化が重要である」と
いう（公財）日本テニス協会の趣旨に賛
同し、1983年の第1回大会より特別協
賛するとともに、当社所有のコート（東
京・仙川）を大会会場として提供してい
ます。これまでに、錦織圭選手、奈良く
るみ選手ら、国際的に活躍する選手を
多数輩出しています。

第一生命全国小学生テニス選手権大会

健康サポート活動
として

スポーツ
振興

For Sports

▲認知症予防体操「コグニ体操」

第一生命の
社 会 貢 献

活 動

員による地域・社会貢献活動社
●社内AED講習●全国各地の社員によるボランティア活動

左より、災害ボランティア活動、清掃活動、チャリティーウォークへの参加

●認定NPO法人
　トリトン・アーツ・ネットワーク

セナ（文化芸術の振興）メ 文化や芸術を支える活動に取り組んでいます

境の保全環
環の緑（」彰表３緑の市都「

境プラン大賞、緑の都市
賞、屋上・壁面緑化技術コン
クール）への支援を通じ、

緑化の取組みに貢献してい
ます。

第一生命ホール（晴海）を拠点に公演事業
と学校や福祉施設などに音楽をお届けす
るアウトリーチ活動を行っています。

●VOCA（ヴォーカ）展・
　第一生命ギャラリー

40歳以下作家による現代美術展の協賛、
当社ギャラリーでの受賞作品展示を通じ若
手芸術家を支援しています。

●モーツァルトイベント
　開催

モーツァルトの住家修復支援以降、友好関
係を築いた国際モーツァルテウム財団との
コレクション展・コンサートを行っています。

定期的に開催し、救命措置の大切さを伝
えています。

結核対策のために
「保生会」設立
　明治末期の日本国内では結核が猛威を
振るっていました。医者であり第一生命創
業者でもある矢野恒太は結核亡国を憂い、
北里柴三郎博士を助けながら、その予防と
撲滅を説いて歩きました。1913年には日本
結核予防協会を設立、北里柴三郎が理事
長、矢野恒太が理事に就任しました。また、
小冊子「通俗・結核予防の心得」（矢野恒太
著・北里柴三郎閲）を作って無料配布したり、
講演や執筆にも奔走します。
　1935年、生命を保つという意味から財
団法人「保生会」を設立、この取り組みが
第一生命の社会貢献活動の先駆けともな
りました。1939年には長期療養所である
「保生館（後の保生園）」を東京の東村山に
開設するとともに、全施設を結核予防会に
寄付しました。
　なお「保生館（保生園）」は、現在「新山
手病院」となっており、その裏山が「八国
山」といわれることから「八国山病院」の愛
称でも知られています。

保健衛生向上のために
「保健文化賞」創設
　保健文化賞は、戦後の衛生環境が悪化していた中、わが国の保健
衛生の向上に取り組む団体・個人に感謝と敬意を捧げる賞として
1950年に創設されました。厚生労働省などの後援を得て毎年実施し
ており、最も長い歴史を持つ第一生命主催の社会貢献事業です。
　例年、受賞者は天皇皇后両陛下の拝謁をお受けいただいています。

矢野 恒太
やの つねた

保険会社に就職ののち農商務省に勤務し、
保険業法を起草する。また同省商工局保
険課の初代課長に就任。1902年わが国最
初の相互会社第一生命を創立、以後専務
取締役、社長、会長を歴任した。また「日本
国勢図会」を刊行し、統計知識を国民に普
及することにも尽力した。

北里 柴三郎
きたさと しばさぶろう

医学博士で伝染病研究所（現在の東京大学
医科学研究所）の初代所長。第1回ノーベ
ル医学・生理学賞の候補者にも挙がり、私
立北里研究所（現在の学校法人北里研究
所）創立者兼初代所長並びに北里大学学祖
となる。日本医師会設立者兼初代会長。
写真提供：学校法人北里研究所

●保生会

●新山手病院●保生館 ●保生園

第一生命の社会貢献活動の歴史

写真提供：公益財団法人結核予防会

●第71回保健文化賞贈呈式

お届けしたのは…

生涯15707 -03

引受保険会社

〒100 -8411 東京都千代田区有楽町1 -13 -1

◎ホームページ   https://www.dai-ichi-life.co.jp/
電話（03）3216 -1211（大代表）
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石川県能登半島地震復興支援ボランティア 

〜私達ができる事を探して〜 

関西福祉大学 萬代ゼミ 

・ボランティアの背景 

令和 5 年 5 月、石川県にて最大震度 6 強の地震があった。石川県全体での人的被害は比較的少なか

ったが、珠洲市では家屋の一部倒壊・・全壊など住居被害はあった。しかし、多くの人達の協力により復

興が進んでいたので、特別養護老人ホーム第三長寿園を中心とする心のケアを学生 15 名・・引率教員１

名で行った。 

・目的 

現地での活動を通して地域の活性化を図り、今まで通りの笑顔と元気で溢れる生活を取り戻しても

らい、被災前よりも強い住民同士のつながりを持ってもらうこと。 

・活動内容 

１，現地活動/実施日令和 5年 8月 7日(月)〜8月 10 日(木) 

今回の活動では珠洲市にある、社会福祉法人長寿会特別養護老人ホーム第三長寿園に協力してもら

い、利用者と一緒に盆踊りやヨーヨー釣りを行った。加えて、この地震の影響で一部崩落した見附島を

はじめ、珠洲市の観光地を取り上げ観光マップ作製も実施した。 

2、現地活動以外にも募金活動や、災害復興支援ボランティアの事・現地活動で学んだ事を、本学のコ

ミュニティーアワー報告会と兵庫県要約筆記サークル連絡協議会東播・西播地域交流学習会で話をさ

せていただいた。 

活動の様子 

   ・ ・   

・成果 

第三長寿園の方に対話や活動を通して喜んでいただき、日々の地域住民や人とのつながりが、災害発

生時に強い力になることを学んだ。そして、現地での交流を通して人との交流が前を向く原動力にな

り、元気で明るいエネルギーは被災者に伝染することを体感した。加えて、地震発生から３か月も経っ

ているのにもかかわらず、修繕されていない箇所や現地の人に聞いて初めて知る困難などメディアで

報道されていることは、ごく一部のものであり実際に見るのとは大きく違うと知った。さらに、災害発

生時の情報の整理・・伝え方には、もっと配慮する必要があることが分かった。特に聴覚障害者は、警報

音や速報などが聞こえないので避難が遅くなる可能性が高いと気付いた。 

・課題 

 現地活動で地域住民に直接介入する関わりが施設以外であまりできなかったこと。また、私たちが現

地で学んだ事を得た知識や情報を外部に伝える活動が少なかったことが課題である。 
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播磨 NPO 中間支援センター（運営総合支援事業） 

認定特定非営利活動法人コムサロン 21 

〈中間支援活動助成事業〉 

1.事業が目指すところ 
ＮＰＯ活動を行う団体や個人が事業を実施するにあたって、コロナ禍後の多様な社会の中で、新たに抱える様々な運営に関する悩みや問

題を解決するため、中間支援組織であるコムサロン２１が持つ多様なノウハウやネットワークを活用して課題を持つ団体等のサポートを行う
「播磨ＮＰＯ中間支援センター」事業を継続し、地域のＮＰＯ等の活動を具体的に解決できる拠点として、総合的な運営支援を行う。 

 

２.活動内容 
◎NPO 団体設立運営相談会 
R6.1 月時点で 18 件の相談があった。 

 時 相談者名 相 談 内 容 担当 

令和５年 ５月１０日（月） 神戸新聞事業者 イベントの運営について 前川 

令和５年 ５月１６日（火） (有)江戸屋 商品開発について 前川 

令和５年 ５月３０日（火） 芸術文化観光大学 教授 ユニバーサルツーリズムの展開について 前川 

令和５年 ６月１６日（金） 個人 ボランティア活動について 前川 

令和５年 ６月２０日（火） 一般社団法人 nanoful 事業の展開について 前川 

令和５年 ７月 ３日（月） さつき株式会社 製品の展開について 前川 

令和５年 ７月１８日（火） 姫路デジタルサポート 活動の発信について 前川 

令和５年 ８月 ４日（金） NPO 法人ちゃれいじ NPO 法人の移転について 前川 

令和５年 ８月 ８日（火） NPO 法人陽だまりの家 NPO 法人の運営について 前川 

令和５年 ８月１６日（水） 個人 商品開発について 前川 

令和５年 ８月１７日（木） 白鷺ニット工業㈱ 事業の展開について。 前川 

令和５年 ９月１１日（月） 社会福祉法人 はりまいのちの電話 スタッフの募集、広報活動について 前川 

令和５年１１月１０日（月） 個人 NPO 法人の設立について 前川 

令和５年１１月１７日（金） 社会福祉法人ひびき福祉会 事業の展開について 前川 

令和５年１１月３０日（木） 個人 NPO 法人の設立について 前川 

令和５年１２月 ７日（木） 個人 NPO 法人の設立について 前川 

令和５年１２月２５日（木） 社会福祉法人尚紫会 広報について 前川 

令和６年 １月２３日（月） ゴトウアズプランニング ボランティア活動について 前川 

 

◎NPO 団体専門家相談会 
  R6.1 月時点で 7 件の相談があり、ZOOM の使い方や運用の支援を行った。 
 

◎情報提供・ネットワーク 

日 時 場  所 参加 

団体数 

参加人数 内   容 

令和５年 5 月 9 日 (火) 姫路市市民会館 11 団体 15 名 助成金、補助金説明会 情報交換会 

令和５年 7 月 11 日 (火) 姫路市市民会館 9 団体 14 名 NPO 法人の活動紹介 情報交換会 

令和５年 9 月 12 日 (火) 姫路市市民会館 11 団体 17 名 NPO 法人・地域団体の活動紹介 情報交換会 

令和５年 11 月 7 日 (火) 姫路市市民会館 8 団体 11 名 NPO 法人・地域団体の活動紹介 情報交換会 

令和６年 1 月 17 日 (水) 姫路駅前北広場 ７団体 14 名 防災の取組みについての勉強会 情報交換会 
 

◎若者 NPO ボランティア体験 

日 時 実 施 内 容 人数 
令和５年１１月１９日（日） 姫路城お姫様ボランティア お姫様役 撮影補助 ４名 

令和５年１１月２６日（日） 姫路城お姫様ボランティア お姫様役 撮影補助 ５名 

令和６年 １月１７日（水） 「ひょうご安全の日」中播磨のつどい in 姫路 募金活動 ３２名 

上記のほか、毎月第２日曜日に開催している、お城のそうじ会にスタッフとして毎月４名程度、ボランティアには１月現在合計１０名程度参

加していただいている。 

 

３．成果や課題点 

 相談会には昨年以上に多様な団体から相談が寄せられた。 

情報提供、ネットワークは参加団体の活動紹介を中心に行った。新たな参加者もあったが、さらに新規の参加者を増やすべく方法を模索

する必要があると感じた。 

 

４．今後の展望、成果の活用 

 広報方法については、昨年に引き続き SNS の活用や、口コミ、姫路市市民活動ボランティアサポートセンターの広報サイトなど多様な手

段を活用する。 

相談に来ていただいた団体・個人に対しては、引き続き情報提供や相談対応を行う。 
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助成事業活動報告会 事業報告資料 

一般社団法人 神戸健康大学 

事業名 「健康寿命延伸セミナー」の開催 

 

１ 事業の目的 

 日本は世界有数の⾧寿国といわれております。２０１９年の日本人の平均寿命は男性 81.41 才、女性

87.45 才ですが、WHO が「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」と定めた「健

康寿命」は男性 72.68、女性 75.38 才であり、平均寿命と健康寿命との差は男性で約 9 年女性で約 12 年

となります。 

すなわち不健康な期間がこれだけあるという事であり、この差を少しでも少なくすることが一人一人の

生活を豊かにし,また社会保障制度を持続可能なものにすることが可能となります。そのため健康寿命の

延伸が国家的プロジェクトとなっております。当法人もこれを大きな目標とし、そのための主要な事業

として「健康寿命延伸セミナー」を定期的に継続して実施しております。 

２ 活動内容 

 下記の通り、専門の先生方による最先端の知識、智慧をお伝えする「健康寿命延伸セミナー」を開催い

たしました。 

１） 第２７回健康寿命延伸セミナー  日時 令和５年２月２５日（土） 

① 「発想力・独創力のトレーニング」        近畿大学理工学部前教授  橋新裕一 

② 「フレイル予防について」              ほりい医院 院⾧   堀井弘幸 

③ 「老化は血管病から始まる」            神戸健康大学 理事⾧  岡田昌義  

２） 第２８回健康寿命延伸セミナー  日時 令和５年６月１７日（土） 

① 「救急医療現場からのアドバイスーあなたの命を守るためにー」 

       医療法人社団愛友会岩崎病院 救急医  国立兵庫あおの病院 名誉院⾧ 栗栖 茂 

② 「低侵襲心臓手術についてー神戸大学心臓血管外科の取り組みー」 

        神戸大学大学院医学研究科  心臓血管外科 准教授   高橋宏明 

③ 「糖尿病患者さんの足を守る」  慈恵会新須磨病院 創傷治療センター⾧   北野育郎  

３） 第２９回健康寿命延伸セミナー  日時 令和５年１１月１８日（土） 

① 「変わりゆく肥満症診療～肥満を治せる時代を迎えて～」 

           神戸大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌内科学   教授  小川 渉 

② 「最新の肺がん治療」    神戸大学大学院医学研究科 呼吸器外科学 教授  眞庭謙昌 

③ 「創立２５周年を迎えた第１２回日独血管外科学会に出席して」 

            日本血管内治療学会 名誉理事⾧  神戸健康大学 理事⾧  岡田昌義 

３ 成果と今後の展望 

  当法人の主要な事業であります「健康寿命延伸セミナー」を定期的に継続して開催することにより、

専門の先生方より最先端の正しい知識を習得することが出来、これによって健康に対する意識が高

まり健康寿命の延伸に貢献できると考えております。2024 年以降も継続して健康寿命延伸セミナー

を年３回開催してまいります。                           以上 
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生きづらさを抱えた子ども・若者の居場所事業 

特定非営利活動法人 西脇てとて広場 

 

1. 事業の目的 

現代社会において、不登校やいじめ問題が増加し、子どもの貧困、児童虐待など、

少子化で子どもの数が減っているのに、子どもに関わる社会問題は重く深く広がっ

ています。外国にルーツを持つ家庭も増え、個人の考え方や捉え方が多様化し、昔な

がらの家庭教育や学校教育システムの枠にはまらない子どもや家族が出てきていま

す。また、不登校から引きこもりになる、発達障害があるために学校に行きづらくな

るなど、二次的な問題も起こっています。行政や学校だけでは、行き届かない子ども

たちの居場所を作り、保護者を励ましながら、子どもの育ちを見守ることを第一の目

的とします。 

 

２. 活動内容と成果 

西脇市内の古い賃貸住宅を借りて、毎週火・土曜日の 10 時

〜15 時に子どもの居場所、不定期土曜日の 15 時〜17 時に

若者広場を開設。いずれも不登校や発達障害、ひとり親家庭等

経済的に厳しい家庭の生きづらさを抱えた子どもたちを中心

に、元学校教員や学校心理士の専門スタッフと子どもを見守る

居場所サポーター、当事者経験のあるピアサポーターで運営し

ています。参加延べ人数：子ども 432 名、保護者 91 名、若

者 42 名。農業、アート、楽器、調理、スポーツなどの体験活

動を 41 回開催。参加延べ人数：113 名 

    

３. 課題と今後の展望 

コロナ禍に始めた居場所も 3 年目になり、今年度から

N P O 法人が運営主体となりました。助成金をいただく

ことで成り立つ居場所で、多くの生きづらさを抱えた子

どもや若者に出会い、関わることができました。子ども

を取り巻く課題が多すぎて、あと居場所がいくつあった

ら、あの子もこの子も自分らしくいられるのではと思う

日々です。市内に一つでは足りない。スタッフも足りな

い。もちろん資金も。居場所という小さな地

域のコミュニティの中で、人の温かさによる

ソーシャルサポートが、一人ひとりの子ども

を育み、保護者の支えとなるその仕組みをど

れだけうまくコーディネートしていくかが継

続の鍵であり、行政との協働による取り組み

の形など、今後の課題です。 

 

夏休みクッキング 

高校生が中心になって遊んでくれます 

田植え体験 
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Ｅ Group

株式会社パイクとそら

神戸市役所垂水区地域協働課

関西福祉大学　萬代ゼミ

（特非）コミュニティ事業支援ネット NPO法人のアカウンタビリティにかかる実証的研究

（特非）神戸ロボットクラブ 子供のプログラミング的思考と情報活用能力学習の支援活動

孤立しがちな子育てを地域と社会につなぐ中間支援事業(1年目）

ひょうご･こどもコミュニティラボ

（特非）生涯学習サポート兵庫 学校に行きづらい子どものためのサードプレイス　HYM事業

（一社）パートナーズ
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『笑顔のあげパンプロジェクト』
～日本中の子供に夢と希望を～

芦屋あげパン パイクとそら

店舗紹介

芦屋あげパン「パイクとそら」は、絵本から生まれたあげパン屋さんをコンセプトに
レトロ住宅をリノベーションし2019年2月1日にOPENしました。

●笑顔のあげパンプロジェクトの概要

レジカウンターに寄付箱を設置し、
お客様から寄付を募っています。
月に一度、寄付金を原資に100円につき
１個のあげパンを作り、母子生活支援施
設と自立援助ホームへ届けています。
店頭で服の回収も行っており着用できる
服も一緒に届けています。

●笑顔のあげパンプロジェクトを始めた
きっかけ

「子は社会の宝」
地域に根差したお店だからこそ地域社会
に少しでも貢献したくて日々思案してい
ました。
優しさが循環する素敵な社会を目指して、
まずは一般家庭より少しだけ笑顔を作る
のが難しい社会的養護施設にいる子供か
ら笑顔にしたくて始めました。
「子は社会の宝」社会の宝である子供が
全員、笑顔ならその地域は幸福度が高い
地域と考えております。 店頭の告知物

活動の内容

●妊婦さんが緊急避難してきたので…

ゆりかご、哺乳瓶、新生児用の肌着をお届けしました。
●施設で修学旅行に行く子供がいるので…

男女兼用できる3泊前後できるボストンバッグをお届けしました。
●母子生活支援施設が小高い場所にあるので…

電動自転車をお届けしました。

★春休み・夏休み・冬休みは施設の子供達をお店に招待して…

あげパン、ソフトクリーム、ジュースの食べたい放題
スーパーボールすくい、輪投げ大会、射的ゲームなどなど

あげパン以外にもお届けしました
～施設からのリクエスト～

毎月最終水曜日に…

●あげパンを140個と回収した服を母子生活支援施設と自立援助ホームへ届けています。
●絵本講師の方と母子生活支援施設へ行き、絵本講師の方に絵本の読み聞かせをして頂いています。
●当店近隣の本屋さんが毎月1冊の本を寄贈して下さいます。
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笑顔のあげパンプロジェクトで実現したい社会とは

【地域社会が地域の子供の笑顔を守る】←こんな社会を実現したいです。
「どうして子供の笑顔を守る必要があるの︖」
なぜなら「子は社会の宝」だから。
全ての子供が笑顔の地域があったなら…きっとそこは天国だと思いませんか︖

全国にこの活動をひろげて
日本を優しさで包みたい︕

将来のビジョン（日本全国の子供達・若者達に夢と希望を与えます）

（現状は…）
・店頭販売とネット販売のみで営業しています。
・従業員は土日アルバイトさん、平日は妻と運営しています。
（2024年春の店舗改装をきっかけに…）
・厨房スペースを拡張し、セントラルキッチン化をします。（生産数の増加）
・社会的養護施設から高校卒の子供2名を社員採用します。（7月予定）
夢と希望を与える職業だから沢山のお給料をお支払いする事を目指します。
目標は百貨店業界の大卒初任給を目指します。

★改装した事、従業員を増強した事で販売チャネルの拡大が可能となります。
↓

全国百貨店催事の進出、卸売り、ネット販売の強化を行います。
百貨店催事を開催する際は「笑顔のあげパンプロジェクト」を実施します。

催事開催百貨店から1番近い社会養護施設へあげパンを届けます。
プレスリリースを行い「笑顔のあげパンプロジェクト」の周知に努めます。

最後に
『私は子供が大好きです。
日本全国の子供達・若者達に夢と希望を与える事が私の目標です。
雇い入れた社会的養護施設の子供達と共に働き、共に喜び、共に人生を謳歌します。
そして当社の全てのステークホルダー（お客様、お取引先様、従業員）と共に笑い
幸せになります。
町の小さなあげパン屋の挑戦がこれから始まります︕』

笑顔のあげパンプロジェクトが
YouTube絵本になってます。
是非、ご覧下さい。
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石川県能登半島地震復興支援ボランティア 

〜私達ができる事を探して〜 

関西福祉大学 萬代ゼミ 

・ボランティアの背景 

令和 5 年 5 月、石川県にて最大震度 6 強の地震があった。石川県全体での人的被害は比較的少なか

ったが、珠洲市では家屋の一部倒壊・・全壊など住居被害はあった。しかし、多くの人達の協力により復

興が進んでいたので、特別養護老人ホーム第三長寿園を中心とする心のケアを学生 15 名・・引率教員１

名で行った。 

・目的 

現地での活動を通して地域の活性化を図り、今まで通りの笑顔と元気で溢れる生活を取り戻しても

らい、被災前よりも強い住民同士のつながりを持ってもらうこと。 

・活動内容 

１，現地活動/実施日令和 5年 8月 7日(月)〜8月 10 日(木) 

今回の活動では珠洲市にある、社会福祉法人長寿会特別養護老人ホーム第三長寿園に協力してもら

い、利用者と一緒に盆踊りやヨーヨー釣りを行った。加えて、この地震の影響で一部崩落した見附島を

はじめ、珠洲市の観光地を取り上げ観光マップ作製も実施した。 

2、現地活動以外にも募金活動や、災害復興支援ボランティアの事・現地活動で学んだ事を、本学のコ

ミュニティーアワー報告会と兵庫県要約筆記サークル連絡協議会東播・西播地域交流学習会で話をさ

せていただいた。 

活動の様子 

   ・ ・   

・成果 

第三長寿園の方に対話や活動を通して喜んでいただき、日々の地域住民や人とのつながりが、災害発

生時に強い力になることを学んだ。そして、現地での交流を通して人との交流が前を向く原動力にな

り、元気で明るいエネルギーは被災者に伝染することを体感した。加えて、地震発生から３か月も経っ

ているのにもかかわらず、修繕されていない箇所や現地の人に聞いて初めて知る困難などメディアで

報道されていることは、ごく一部のものであり実際に見るのとは大きく違うと知った。さらに、災害発

生時の情報の整理・・伝え方には、もっと配慮する必要があることが分かった。特に聴覚障害者は、警報

音や速報などが聞こえないので避難が遅くなる可能性が高いと気付いた。 

・課題 

 現地活動で地域住民に直接介入する関わりが施設以外であまりできなかったこと。また、私たちが現

地で学んだ事を得た知識や情報を外部に伝える活動が少なかったことが課題である。 
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事業報告資料 

NPO法人のアカウンタビリティにかかる実証的研究 

特定非営利活動法人コミュニティ事業支援ネット 

 

１．事業が目指すところ 

NPO 法人制度は、法人の自主的な運営の尊重と情報開示を通じた市民の選択、監視を前提とした制度であること

に特徴がある。この制度の趣旨を具現化するには、NPO 法人の活動において高い倫理性と透明性の発揮のみなら

ず、情報開示を通じた説明責任を果たすことが前提となる。 

本事業においては、各 NPO 法人が所轄庁に提出する事業報告書等の点検、並びにその実態確認等を通じて、アカ

ウンタビリティにかかる課題を剔出するとともに、透明性や情報開示として必要な時勢に合った制度についての課

題を明らかにすることにより、市民に信頼される NPO 法人づくりの一助とするものである。 

 

２．活動内容 

西宮市内 NPO 法人を対象に、下記方法で点検・調査を行った。 

①公開情報を点検（県への報告書類の提出及び貸借対照表の公告状況を点検）［5～6月実施］ 

（R5.4/1 時点の内閣府 NPO ポータルサイト掲載全 151 法人を点検） 

②実態確認（訪問により事務所の法人名称掲示の有無及び訪問者対応の可否を確認）［9～12 月実施］ 

（R5.9/24 時点の全 156 法人を確認）※①法人数との差異は新設法人 

③アンケート調査（情報開示及び最低限の法人運営の順守事項の実施状況をアンケート調査）［9～12 月実施］ 

（R5.9/24 時点の全 156 法人を対象に調査し 59 法人から回答）※①法人数との差異は新設法人 

 

３．成果や課題点、課題解決の取り組み 

①公開情報を点検                   ②実態確認 

兵庫県への報告         貸借対照表の公告     主たる事務所の名称掲示      訪問者の対応 

  

 

 

 

 

 

➡今回の②実態確認を通じて、各 NPO 法人を訪問した際に赤･太字(課題点)のアドバイスをし、必要に応じてその

後個別に相談にのることにより改善されてきている。 

 

４．今後の展望 

今回の取り組みを通じて、「兵庫県への報告」や「貸借対照表の公告」といった NPO 法人のアカウンタビリティ

と、法人運営の実態は乖離しているところがあることが明らかになった。 

NPO 法人の透明性や情報開示を考えるうえで、主たる事務所とはなにか？西宮市内の 156 法人事務所を訪ねてみ

て、改めてその意義を考えさせられている。各々の法人の設立目的・活動の種類・事業の種類・事業形態等により

「事務所」というものの位置づけが大きく変化してきていることが明確になった。 

インターネット網が確立され、場所を問わず業務に従事できる社会となった今、常時対応可能な事務所であるかど

うかに価値はないと判断する法人も増加している。メールや SNS で即応できれば、事務所設置の優位性は下がり、

より柔軟な対応が可能であることから、登記だけ可能な施設に事務所を置く法人が後を絶たない。 

このような現状から、考え方をこれまでの創成期とまったく変えていかなければならないのではないかと考える。 

報告あり 
146 法人 

96.7% 

報告なし 
5 法人 
3.3% 

公告あり 
61 法人 
40.4% 

公告なし 
75 法人 
49.7% 

151 法人 151 法人 

不明 
15 法人 
9.9% 

掲示なし 
85 法人 
56.3% 

掲示あり 
71 法人 
47.0% 

対応可 
68 法人 
45.0% 

対応不可 
88 法人 
58.3% 

156 法人 156 法人 
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『子供のプログラミング的思考と情報活用能力学習の支援活動』（予定） 

 （プログラミングの学習会） 

                  NPO 法人 神戸ロボットクラブ 

１ 事業が目指すところ 

  2020 年、学校教育にプログラミング教育の導入が始まり、そのために小中学性
にパソコンまたはタブレットを一人一台の支給している。しかし、すべての子供た
ちが容易に使いこなせるとは限らないし、反対にもっと進んだ教育を受けたいが、
その教育機関が少なく、費用の面でも教育を受入れられない等の問題が発生して
いる。当協会はそのような子供達に費用面、人的にも一人一人寄り添う教育を行う
ために、学習会を開き、少しでも置き去りや、興味のなくす子供たちをなくし、よ
り理工学に興味を抱くようにしたい。 

 
２ 活動内容 

 神戸を中心に、姫路、 
西宮等でパソコンに 
よるプログラミング 
学習会、ドローンや 
小型ロボットをプロ 
グラムで操作し、 
より実感のわく学習会       

 12 月の夕方の学習風景  11 月 神戸市内の小学校授業 
３ 成果や課題点 

  子供たちは、プログラミングが良くわかったもさることながら、学習会が楽しか
ったを主に、学習会の内容を検討してます。名前が徐々に知れ渡って学習者も増え
てきてますが、固定的な学習所がなく、リピーターの定着とはいかず、また、パソ
コンやタブレットは学校の物は使用できないため、当協会で都度取り揃えている
ため、各設定を都度おこなわなくてはならず、また、旧式の物で、大きく重たいも
のが多いため、支障をきたしている。 

 
４ 今後の展望、成果の活用 

  神戸市内の小学校にも授業の一環としておこなうようになり、当協会の信頼感
が増して、今後公共での学習会を行うことが増え、固定的な学習場所の確保、必要
機材の充実、講師陣の増員も見込まれるようになり、子供達に対する配慮も深める
ことにもなり、放課後の学童保護の一翼にもなっていけると思う一方、シニアの講
師陣が増え、シニアの生きがい活動にも貢献できる。固定的な場所での『デジタル
ひろば』の開設も視野に入れたい。               以上                             
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「孤立しがちな子育てを地域と社会につなぐ中間支援事業」 

一般社団法人パートナーズ 

https://partners-kobe.com/ 

1. 事業が目指すところ 

子育てサークルや支援グループ、講座やワークショップなどの開催意欲をお持ちの個人など、特に子育て世代の新しいプレイヤー

を対象に、活動場所の提供、情報提供と地域連携・紹介、IT 機器（PC、プリンタ等）の貸出、広報活動、交流イベントの

企画運営等の支援を行っています。市営住宅集会所を多様な団体の活動拠点として開放することで、運営側、参加者側の

いずれにとっても日常的な多世代交流の居場所が生まれています。子育て世代に関わらず孤立を防ぎ、だれもがいつまでも安

心して暮らしやすい街の実現のため、若い世代の主体的な地域活動プレイヤーの育成を目指しています。 

２．活動内容と実績 

【中間支援の内容】 

▶パートナーズが主催するイベント・交流事業に参加（イベント参加機会の提供）  

ハロウィン交流会 53 名、クリスマス交流会 34 名、リフレッシュ交流会 37 名、 

ベビーヨガとお話会（5 回）、ベビーマッサージ（4 回）、親子ヨガ（1 回） 

クッキングプログラム（４回）、オープンカフェ（１回） 

▶相談支援 

５団体（キラキラキッズ、わくわく LABO★TETE、こどもいろ、MomLabo、 

兵庫駅南公園こどもフェスタ実行委員会）、個人 10 名 

▶対象団体が主催する活動を支援（会場・広報の無償提供） 

計 8 団体 129 回（１月末時点） 

 

 

①相談業務 随時受付により個別相談対応。会場・広報の提供。講座、イベント開催に向けての助言とサポート 

②情報提供・ネットワ

ークの構築 

ホームページ、SNS による広報支援。交流イベントの開催、兵庫区の子育てサークル情報の集約、

フライヤー制作、情報発信、託児サポート、相談窓口情報提供、マッチング 

③人材育成の取組 交流イベントの企画運営、調整、スケジュール管理、スタッフ配置、SNS 発信、広報など OJT によ

る随時レクチャーを実施。 

④書類作成指導業務 SNS バナー制作、オンラインフォーム制作、フライヤー制作のレクチャーとサポート 

 

３．成果や課題点 

（１）成果:主に子育て世代のスタートアップ、「こどものための活動」の企画運営の中間支援に特化して取り組むことで、地域

のこどもたちの多彩な体験活動の機会が増えました。他の支援事業との相乗効果もあり、孤立しがちな子育て世

代の地域との新しい接点が生まれ、結果的には世代を超えていつでも相談できる居場所の創出につながりました。 

（２）課題:共働き世帯、あるいは困窮世帯の増加もあり、中間支援の対象となる子育て世代の地域プレイヤーが減少して

いる印象があります。ただ防災の観点からも日ごろからの地域のつながりづくりは必須のため、少人数であっても継

続的で粘り強い支援が求められています。 

 

４．今後の展望、成果の活用 

広報活動を継続し、地域活動を始めたばかりの支援対象となる団体や個人に、支援が行き届くように積極的にアプローチしてい

きます。１つの団体や個人レベルで実現できることは限られてしまうこと、また広報や集客に対するそれぞれの苦労など、共通する

課題の解決に向けて、共に相談し合い協力するための、さらなるネットワーク強化に努めていきます。 
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「ひょうご・こどもコミュニティラボ」 

一般社団法人パートナーズ 

https://partners-kobe.com/ 

1. 事業が目指すところ 

以前より小・中学生の学校外での文化体験活動の機会が減っており、コロナ禍でさらに学校内での体験機会までも失われま

した。大勢で集うことが叶わなくなっている現状においては、少人数で、かつ開催機会を増やすことが求められています。 

学校現場においては、家庭教育や社会福祉の機能までも担う必要が増し、すべてのこどもの個性を受け入れる余裕がない現

状です。地域で継続的に関わり、こどもの可能性や主体性を引き出す支援を行うため、特に学校教育で十分に補えないロボット

プログラミングを含む情報教育や、音楽、文化芸術分野の体験活動の機会を創出することが目的です。 

またコミュニティラジオ番組の制作体験を通じて、公に自分の意見を発信する経験を通じたモラル形成、多文化理解、体験や

学習の場を創出します。大人に子ども達の率直なリアルな声が届くことも目的としています。 

 

２．活動内容 

ロボットプログラミング（小学生 5 名）のべ 50 名 
4/16、5/21、6/18、7/16、8/20、9/17、10/15、11/19、12/17、1/21、2/18（予定） 

講師:（株）S&F PARTNERS プログラミング教室 Makids 講師 

コミュニティラジオ番組制作 
 わぃわぃキッズラジオ（小学生 1 名、中学生 4 名）のべ 20 名 

5/6、7/1、9/2、11/18、1/13（全 5 回） 

講師:FM わいわい代表理事 金千秋氏 

            理事（ミキサー） 藤田学氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果や課題点 

（１）成果:学校外での地域のプロ講師との継続的で深い関わりにより、こどもの興味関心と意欲がさらに高まりました。 

（２）課題:主な対象となる要配慮家庭に広く届けたい一方で、個々の課題や特性に寄り添った継続的な支援に応えるため

には、対象者が限られてしまうというジレンマがあります。 

４．今後の展望、成果の活用 

ロボットプログラミング講座の受講により、パソコンやプログラミングと情報リテラシーの基礎を習得しました。主体性をもちゲームや

ロボット操作の制作意欲が高まり、個々のスキルアップはもちろん、チームワークの体験を通じた社会性や協調性の向上がみられ

ました。その成果として、地域イベントのこどもブース出店にエントリーする等、新たなチャレンジへの意欲が見られました。 

コミュニティラジオ番組制作では、パーソナリティーへのチャレンジにとどまらず、番組のトークテーマやクイズコーナー等の企画考案

にも主体的に参画しました。また YouTube 配信用の動画のスイッチング、スライド制作、タイムキーパー、音源やマイクの切り替え

等音響ミキサー操作も習得しました。少人数ではありますが、継続的で個々に寄り添った支援を継続することにより、こどもたちと

関わる大人達、保護者さんとの強い信頼関係ができ、地域イベントへの初参画という大きなチャレンジにつながったことは大きな成

果でした。このこどもたちの活躍する姿がロールモデルとなり、次世代へ継続していくことが願いです。一団体でできる事業は限られ

ますが、地域のネットワークとパートナーシップで、より多くの体験活動の機会をこどもたちに提供していきたいと願っております。 
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これまでと、これから。

こんなこと、できます！

「ひとやすみ」の開催
＊毎週1⽇ 10時〜15時（8時から早朝対応/18時まで延⻑対応）
＊誰もが主役なオープンディ（親⼦参加やお友だちとの参加も可）

（次回）3⽉29⽇（⾦）マルシェしTEMIL（仮）

「学習会・⽀援者意⾒交流会」の開催
＊⼦どもたちの現状や事業を実施するために必要なノウハ

ウを知る学習会
＊阪神地域や北播磨地域で不登校⽀援や居場所づくりをし

ている⽀援者との意⾒交流会

「ひとやすみ」広報活動
＊チラシ配布、ホームページ掲載、SNSでの広報（今後）

まずは、ゆったりと流れる時間の中で、⾃分らしく過ごしましょう。それから⼀緒に、やってみ
たいことを形にしていきましょう。
焚き⽕、薪割り、クッキング、登⼭、⼭菜とりにモルック、グランドゴルフ…
ボードゲームやクラフト、陶芸、ギターにドミノに挑戦！！
 体験（あそび）の中には、まなびもいっぱい。「できた」の経験を増やしていきましょう。
今⽇は、ママも⼦も、ほっと「ひとやすみ」の⽇。

学校に⾏きづらい⼦どものためのサードプレイス
HYM事業

ひとやすみ
五感でかんじる、わたしの居場所

学びたい気持ちや社会と繋がりたいという気持ちはあっても、不登校気味であったり、経済的な
問題などから「学校」や「学校外の居場所」を選べない⼦どもたちに、⼈と関わることの喜びや
さまざまなことにチャレンジする中で「できた」が⾃信につながるよう、⾃然の中での「まな
び」と体験活動の場を提供します。
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Ｆ Group

エム・シーシー食品株式会社

神戸市役所地域協働局地域協働課

関西福祉大学　萬代ゼミ

（特非）Co-Creationこのゆびとまれ 山をまるごと遊ぼうこの指とまれプロジェクト

（認定）宝塚NPOセンター もったいないをみんなで笑顔に

（特非）おーえんくらぶ 本気のこどもクッキング 目指せ キッズシェフ! ～食から育てる 子どもの自立心

（特非）北播磨市民活動支援センター ＮＰＯ設立・運営相談及びＮＰＯの資金調達について考える
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石川県能登半島地震復興支援ボランティア 

〜私達ができる事を探して〜 

関西福祉大学 萬代ゼミ 

・ボランティアの背景 

令和 5 年 5 月、石川県にて最大震度 6 強の地震があった。石川県全体での人的被害は比較的少なか

ったが、珠洲市では家屋の一部倒壊・・全壊など住居被害はあった。しかし、多くの人達の協力により復

興が進んでいたので、特別養護老人ホーム第三長寿園を中心とする心のケアを学生 15 名・・引率教員１

名で行った。 

・目的 

現地での活動を通して地域の活性化を図り、今まで通りの笑顔と元気で溢れる生活を取り戻しても

らい、被災前よりも強い住民同士のつながりを持ってもらうこと。 

・活動内容 

１，現地活動/実施日令和 5年 8月 7日(月)〜8月 10 日(木) 

今回の活動では珠洲市にある、社会福祉法人長寿会特別養護老人ホーム第三長寿園に協力してもら

い、利用者と一緒に盆踊りやヨーヨー釣りを行った。加えて、この地震の影響で一部崩落した見附島を

はじめ、珠洲市の観光地を取り上げ観光マップ作製も実施した。 

2、現地活動以外にも募金活動や、災害復興支援ボランティアの事・現地活動で学んだ事を、本学のコ

ミュニティーアワー報告会と兵庫県要約筆記サークル連絡協議会東播・西播地域交流学習会で話をさ

せていただいた。 

活動の様子 

   ・ ・   

・成果 

第三長寿園の方に対話や活動を通して喜んでいただき、日々の地域住民や人とのつながりが、災害発

生時に強い力になることを学んだ。そして、現地での交流を通して人との交流が前を向く原動力にな

り、元気で明るいエネルギーは被災者に伝染することを体感した。加えて、地震発生から３か月も経っ

ているのにもかかわらず、修繕されていない箇所や現地の人に聞いて初めて知る困難などメディアで

報道されていることは、ごく一部のものであり実際に見るのとは大きく違うと知った。さらに、災害発

生時の情報の整理・・伝え方には、もっと配慮する必要があることが分かった。特に聴覚障害者は、警報

音や速報などが聞こえないので避難が遅くなる可能性が高いと気付いた。 

・課題 

 現地活動で地域住民に直接介入する関わりが施設以外であまりできなかったこと。また、私たちが現

地で学んだ事を得た知識や情報を外部に伝える活動が少なかったことが課題である。 
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令和５年度(特非) Co-creation このゆびとまれ活動報告書 

「山をまるごと遊ぼうこのゆびとまれプロジェクト」 

１ 事業の目指すところ 

(事業の目的、なぜこの事業を実施しようと思ったか、 

現在、大規模な土砂災害や風水害、地震災害が多発しています。正月に

は、能登半島地震も起こりました。それは、人類による過度な開発や環境破

壊が原因の一つだと言われています。活動地である山林は、右図のように昭

和１３年の神戸大水害後、再建された弁天王というお社があります。日本で

は、少子高齢化により、空き家が増加し、山林や神社までも、放置される状

況にあります。 

そこで、多種多様な世代に対して、山の保全や空き家対策等に関する事業

を行い、さまざまな環境問題、青少年の健全育成、こどもの居場所づくり、

防災意識の向上などに寄与することを目的とした事業を実施しています。 

２ 特定非営利活動に係る事業 活動内容 

・ ４月３月 43 人 筍取り 親子や、大学生、近所の人など４月、５月で合計延べ１３５人（昨年

６３人）が来山（倍増） 

・ ７月から９月、山の保全や物置設置など 

・ 10 月１日 イラストレータと絵を描く会９

名参加 

・ 10 月 25 日 森の音楽会 10 名参加のちに

神戸新聞に掲載される→   

・ 12 月３日 シーグラスと竹細工 ７名 

・ 12 月 17 日 タケ子さんの竹体操、 

・ 12 月 25 日門松作成  

・ その他、ほぼ毎週日曜日、整備や保全 

３ 成果や課題 

（１） 【成果】 多数の方や親子づれだけでなく学生や近所の方も訪れるようになった。高専祭で山

の竹で、門が作成された。法人のホームページ「以下（HP）という。」から多数、タケノコ掘り

のシーズンには申し込みがあった。QR コード参照➡ 

（２） 【課題】 健康と山の健康アップのイベントに参加者がいなかったので中止

し、コラボ予定の団体とのコラボが実現できなかった。再度の交渉を重ねて来

年度は、実現したい。また、参加者やボランティアを増やしたい。 

４ 今後の展望、成果の活用 

 かねてより、コラボをしたいと考えていた近くの古民家を改修した天王茶屋さんにチラシを配布し

てもらい、イベントを告知してもらうことができた。今後、拠点となる地域交流施設の確保や事例発

表の場の設定などを行い参加者の増加など活動を広げたい。 

 

55



配布会の仕分け作業の様子 配布会の様子 食品提供 BOX 

地域づくり活動 NPO 事業助成 

もったいないをみんなで笑顔へ（フードシェアリング事業） 

認定 NPO 法人宝塚 NPO センター 

1.事業が目指すところ（事業の目的・社会課題） 

貧困問題や各家庭の食品余剰問題、企業の食品破棄などに対し、地域とのつながりを活かした食料支援事業を行うこと

で、生活に困窮している方々がこの事業を通して生活を再興するための一歩としていただけるような状況を作り出す。 

 

2. 活動内容 （以下の内容で食品回収と配布会 4 回を開催） 

 食品回収 配布会 

回収期間 回収量 開催日 配布会場所 参加人数 

1 6/1～6/15 170kg 6/17 宝塚市立男女共同参画センターエル 11 名 
うち相談件数 

1 件 

2 8/1～8/30 116kg 9/2 宝塚市立男女共同参画センターエル 34 名 
うち相談件数 

3 名 

3 10/3～10/18 127kg 10/21 
シングルマザーハウス 

With コミュニティールーム 
27 名 

うち相談件数 

2 名 

4 12/1～12/20 218kg 12/23 
ピピアめふ 2 階 

コープカルチャー貸室 
50 名 

うち相談件数 

1 名 

 

3.成果と課題 

≪成果≫ 

回を重ねる度に、徐々にこの活動が広がり、回収量（食品以外の日用品や衣類などを含む）と配布会に来られる方が増

えた。配布会開催時に相談ブースを設け、生活や就労の悩みを聞き、必要な連携先を紹介したり、さらには就職に繋げること

も出来た。 

また、自分たちの団体でもこのような活動を考えているという話があり、その団体に活動内容を伝えることができ、活動の広がり

に期待する。 

≪課題≫ 

生活困窮している方の生活を再興するための一歩までは至らなかったため、例えば民生委員等の連携先を増やし支援を拡

げる事で、生活基盤の再興に繋がるよう検討する。 

 

4.今後の展望 

   自治会、まちづくり協議会、地縁団体等へこの活動をさらに周知し、地域の方々が行えるような仕組みを考え、地域に定着

させたい。 
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【成果】
毎⽉テーマを変えバリエーションに富んだ講座、海苔や鯛など兵庫の⾷材を使
⽤したり、明⽯浦漁協や明⽯神⼾の先⽣⽅に講師をお願いしたりと、地元密着
の企画ができた。参加者にも喜んでいただけた。

【課題点】
昨年は募集開始1時間以内に満席になり、キャンセル待ちが出ていたが、参加
の機会を公平にするために、先着順から抽選制に変更。また、保護者の興味が
⾼そうなテーマの時は同じ講座を2回提供した。
昨年ほどの倍率にはならず、また2回開催のときは何度も追加募集をかけた
が、定員に満たないこともあった。

【事業の⽬的】

「⾷」は親から⼦へと伝え継ぎたい⼤切なものだが、核家族化が進んだ現代では、⽇本の⾷⽂化を各家庭で
伝えることが困難になっている。インスタント⾷品・ファストフード・コンビニなどが広まったことで、
⼦供たちの⾷⽣活も⼤きく変化している。
しかし、⼦供たちの⾝体が⾷べたもので作られていることに変わりはなく、本プログラムを通じて参加者や
保護者に、⼦供たちの成⻑に必要な健康的な⾷⽣活の重要性を伝える。

本事業は１回完結型だったため、参加者の満⾜度を⾼めることに注⼒し、⼀定
の成果を得られたと感じている。しかし１回完結型では、⼦どもたちが⾃分⾃
⾝の成⻑を感じにくいという⾯もある。今後は２回、３回シリーズとして開催
することも検討する。

⼦どもたちの⽣きる⼒を⾼め、意欲を引き出すサポートをしている団体である
ことを知っていただくことで、他の活動へ参加するきっかけにしていきたい。

本気のこどもクッキング ⽬指せキッズシェフ!
∼⾷から育てる ⼦どもの⾃⽴⼼∼

本気のこどもクッキング ⽬指せキッズシェフ!
∼⾷から育てる ⼦どもの⾃⽴⼼∼

NPO法⼈おーえんくらぶNPO法⼈おーえんくらぶ

①②4⽉23⽇・5⽉21⽇����
③7⽉2⽇      
④⑤7⽉27⽇・7⽉30⽇
⑥10⽉7⽇
⑦⑧11⽉3⽇
⑨⑩12⽉3⽇・12⽉17⽇
⑪1⽉7⽇
⑫2⽉4⽇

お弁当作りに挑戦
デコ巻きずしに挑戦
夏休みのお昼ご飯づくりに挑戦
備えて安⼼！防災クッキング！
お⿂をさばこう！
お正⽉料理を作ろう！
⼿作りお味噌を作ろう！
和⾷の基本をおさえよう

 ①⾃分で体にいいものを選び、調理できるようになる。
 ②⾷事作りを通じて、⼦どもたちの⾃⽴⼼・協調性を育む。
 ③兵庫の特産品や季節の⾷材を使った献⽴を調理。地域を知り、地域を愛する機会にする。

4

3

2

1

今後の展望

成果や課題点

活動内容

事業がめざすところ
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Ｇ Group

学校法人玉田学園　神戸常盤ボランティアセンター

エム・シーシー食品株式会社

（特非）にしのみや次世代育成支援協会

共助の資金循環をつくる助成事業
オンラインＩＴツール講座

（特非）神戸ロボットクラブ 子供のプログラミング的思考と情報活用能力学習の支援活動

（特非）ふぉーらいふ 家庭が居づらい子ども・若者の居場所作りと支援体制作り

働いている人・遠隔地の人のためのＮＰＯ等支援窓口　ｰ淡路島の中間支援-

不登校及び困窮児童生徒家族の居場所づくりと支援会議の設置

（認定）しみん基金・こうべ

（特非）兵庫ＳＰＯ支援センター
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　　　　学校法人　玉田学園 

神戸常盤大学・神戸常盤大学短期大学部　／　神戸常盤女子高等学校　／　神戸常盤大学附属ときわ幼稚園

　
学
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　神戸常盤ボランティアセンターは、神戸常盤
大学生・短期大学部生、神戸常盤女子高校生、
神戸常盤大学附属ときわ幼稚園児とその保護
者、教職員、卒業生等、学園関係者を対象にボ
ランティア活動の推進を図るため、学園のボラ
ンティアセンターとして設置されています。

　阪神淡路大震災では、本学園の生徒3名も犠
牲となり、校舎やグラウンドも大きな被害を受
けました。また、地域の皆様の要望を受けて、
大学・高校の校舎を避難所として開放し、その
際には全国からたくさんのご支援を頂きまし
た。このような経験がもとになり、地元長田区
での様々な地域活動へ生徒・学生や教職員が積
極的に取り組んでいます。

　その一つとして、新長田鉄人広場で行われて
いる阪神・淡路大震災追悼行事「1.17KOBEに
灯りをinながた」では、学園としてボランティ
ア活動に参加しています。会場設営から灯りの
見守り、行事継続開催のための街頭募金活動
等、行事の運営を支える活動を行っています。
今年は能登半島地震災害救援のため募金活動も
行いました。
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　ボランティアセンターの大きな特徴として、設
立準備段階より神戸市長田区社会福祉協議会と
協働してセンター設立準備を行い、神戸市長田区
の地域福祉推進の一助となるよう、社会福祉協
議会、地域団体と連携した活動を行っています。
　地域へ出張して行う健康チェックや一人暮らし
高齢者の皆様にお配りするカレンダーの作成、地
域の子育てサロンでのボランティア、防災紙芝居
の披露等、多彩な分野で学生たちが活躍していま
す。
　
　ボランティアセンターの他にも、神戸常盤大学
子育て総合支援施設KIT（きっと）では、地域の
ボランティアの皆さんとの協働のもと、学生によ
る絵本の読み聞かせやサイエンスカフェの開催
等、子どもを対象としたボランティア活動も盛ん
です。

　これらの活動は、学生・生徒・園児の正課内
外での教育活動の一環としてだけではなく、「地
域とともに」を目指す本学園の地域貢献活動とし
ての役割も果たしています。

　　　　学校法人　玉田学園 

神戸常盤大学・神戸常盤大学短期大学部　／　神戸常盤女子高等学校　／　神戸常盤大学附属ときわ幼稚園61
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特定非営利活動法人にしのみや次世代育成支援協会（NO BARS） 2023年3月

2012年5月に設立。「NO BARS（のうばーず）」という略称には「線引きをしない」という意味が込められて

います。「みんなちがってみんないい かきねなんてないんだよ」を合言葉に、障害のあるなしに関わらず、ど

なたでも参加できる体験活動の場づくり（野外活動、料理教室など）を進めてきました。コロナ禍ではZoomを

活用したオンライン料理教室などを、にしきた商店街の協力を得ながら開催。

そして、より地域に根ざした活動を大切にしたいという思いから、2021年度より地域の「お茶の間」としての

居場所づくりを進め、2022年度からは「のうばーず食堂」（子ども食堂）も開催しています。

〒662-0862 西宮市青木町11番17号

TEL 070-8363-6171 FAX 0798-75-2269

e-mail nishinomiya.nobars@gmail.com

理事長 泉明子 Instagram FacebookLINE e-mail
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助成事業と情報発信 

                        認定 NPO 法人しみん基金・こうべ 

１，事業の目的 

 下記 5つの中間支援事業を行うことで、市民活動団体への財政的支援や組織力強化を行

い、市民活動団体を育成する。 

 

２，活動内容 

① 相談対応 11 件  

② 情報提供・ネットワーク 

・ HP、SNS、メルマガ発行などにより、助成先団体への訪問等 

による活動紹介(5団体)、関係各団体からよせられた情報等の発信 

・ニュースレターの発行 年 3回 

・公開審査会や助成事業成果報告会での「市民活動団体」間、 

団体と支援者との交流 

 公開審査会（こうべまちづくり会館）10月 30 日(月) 

 成果報告会（こうべまちづくり会館）12月 4日（月）  

・グーグル広告、ヤフーネット募金を使った情報発信 

  グーグル広告   25,926 回表示 クリック数 1,601 回  

クリック率 6.18％（4/1～1/15 の 9 か月間半）                   

③ 人材育成 

・公開審査会や成果発表会時実施による、 

プレゼンテーション力の育成・向上 

④ 書類作成指導 

・助成申請、事業成果報告書などの作成助言 

⑤ その他 

・寄付者等へのお礼状作成・発送 

・団体パンフレットの更新 

 

３，成果と課題 

 昨年度の財政赤字のため、今年度は総助成額を減らさざるを得なかった。助成継続、さ

らにできれば総助成額を増やせるよう財政確保に努めたい。 

 

４，今後の展望 

 来年は震災 30 年。また令和６年能登半島地震もあるため、クラウドファンディングを

行い助成事業継続を目指したい。 

公開審査会の質疑応答 

 

成果報告会 

パンフレット  
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オンライン IT ツール講座 

                        認定 NPO 法人しみん基金・こうべ 

１，事業の目的 

 市民活動団体の運営上の 2 大課題は人材不足と資金不足だが、ITツールの中には両面を補うことがで

きる機能がある。その ITスキルを持った人材は、自宅で空いた時間に少し手伝うだけという関わり方

も可能になり、財政獲得にも使えるため、財政確保や人材不足を補う一助としての多様な人材育成を目

指す。 

 

２，活動内容 

市民活動団体のスタッフやボランティア向けに、クラウドファンディング 

やオンラインデザインツール canva、グーグルフォームの講座を実施。 

多様な人が参加しやすいよう同じ内容で昼開催・夜開催 1回ずつ実施。 

場所はいずれも中央区文化センター 

日時：8月24日 

①10時～12時 

②18時～20時 

参加者：12名 

一般(ｽﾀｯﾌ) ：10名（2名） 

内容：簡単デザインチラシ・画像作成講座 

講師：岡秀和氏（おたがいさまプロジェクト/関学ボランティアセンター） 

日時：9月13日 

①10時～12時 

②18時～20時 

参加者：11名 

一般(ｽﾀｯﾌ)：9名（2名） 

簡単フォームアンケート・申込ツール講座 

講師：岡秀和氏（おたがいさまプロジェクト/関学ボランティアセンター） 

日時：10月20日 

①10時～12時 

②18時～20時 

参加者：12名 

一般(ｽﾀｯﾌ)：10名（2名） 

クラウドファンディングのコツ講座 

講師：奥田彩花氏・内藤千賀氏（コングラント(株)） 

日時：10月 25 日  スタッフ 4名 事業の振り返り 

 

３，成果と課題 

初心者の方でも無理なく取り組めるよう、対面で初歩の初歩からの講座としチラシに「超初心者歓

迎」と書いたためそれを見て参加された方が多く、アンケートからも初心者の方の底上げに貢献するこ

とができたことがうかがえる回答が多かった。CANVA などは参加者の年齢層が高かったため夜間開催の

必要性が低かった。クラファン講座は夜間に 10代 20代の参加があった。 

 

４，今後の展望 

企業にはＤＸが求められているが、市民活動団体も資金不足、人手不足という永遠の課題を少しで

も解決するためにIＴツール活用を進め、自宅作業でのボランティアなども増やしていく必要があ

る。今回参加されたのは団体メンバーが多かったが、団体メンバーがＩＴツールを使って負担軽減す

ると同時に新しいボランティアメンバーに教えることで、ツールを使って自宅などでも仕事の割り振

りをして効率的に活動できることを期待したい。 

第 1 回 

 第 2 回 

 

第 3 回 
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『子供のプログラミング的思考と情報活用能力学習の支援活動』（予定） 

 （プログラミングの学習会） 

                  NPO 法人 神戸ロボットクラブ 

１ 事業が目指すところ 

  2020 年、学校教育にプログラミング教育の導入が始まり、そのために小中学性
にパソコンまたはタブレットを一人一台の支給している。しかし、すべての子供た
ちが容易に使いこなせるとは限らないし、反対にもっと進んだ教育を受けたいが、
その教育機関が少なく、費用の面でも教育を受入れられない等の問題が発生して
いる。当協会はそのような子供達に費用面、人的にも一人一人寄り添う教育を行う
ために、学習会を開き、少しでも置き去りや、興味のなくす子供たちをなくし、よ
り理工学に興味を抱くようにしたい。 

 
２ 活動内容 

 神戸を中心に、姫路、 
西宮等でパソコンに 
よるプログラミング 
学習会、ドローンや 
小型ロボットをプロ 
グラムで操作し、 
より実感のわく学習会       

 12 月の夕方の学習風景  11 月 神戸市内の小学校授業 
３ 成果や課題点 

  子供たちは、プログラミングが良くわかったもさることながら、学習会が楽しか
ったを主に、学習会の内容を検討してます。名前が徐々に知れ渡って学習者も増え
てきてますが、固定的な学習所がなく、リピーターの定着とはいかず、また、パソ
コンやタブレットは学校の物は使用できないため、当協会で都度取り揃えている
ため、各設定を都度おこなわなくてはならず、また、旧式の物で、大きく重たいも
のが多いため、支障をきたしている。 

 
４ 今後の展望、成果の活用 

  神戸市内の小学校にも授業の一環としておこなうようになり、当協会の信頼感
が増して、今後公共での学習会を行うことが増え、固定的な学習場所の確保、必要
機材の充実、講師陣の増員も見込まれるようになり、子供達に対する配慮も深める
ことにもなり、放課後の学童保護の一翼にもなっていけると思う一方、シニアの講
師陣が増え、シニアの生きがい活動にも貢献できる。固定的な場所での『デジタル
ひろば』の開設も視野に入れたい。               以上                             
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家庭が居づらい子ども・若者の居場所作りと支援体制作り 

特定非営利活動法人ふぉーらいふ 

 

１. 事業の目的 

家庭で居場所がなく、自分ではどうにもならない生きづらさを抱える子ども・若者

（11歳～20歳）を対象に、安全に過ごせる居場所を作り、また、場合によって支援機

関と連携を取り、子どもたちが信頼できる大人と出会い、安心して未来を考えられる

ような働きかけを行うことを目的とする。 

 

２. 活動内容 

毎週月曜日・木曜日の 2日間 16:30～20:00までの時間、自由に過ごせる場所を開

放。また、電話・メール・LINEを用いた相談も受け付け、利用者・相談者の状況

によってはスタッフが出向くアウトリーチ支援も行う。 

 

【表① 2023年度居場所開所日数】 

 

 

 

 

 

 

３. 成果と課題 

2022年度より居場所を開設し、数は少ないものの関係機関を通じて、居場所の利用

年度は当事者の知り合いの方から直接相談があるなど、少しずつ取り組みが広がって

いる。また、兵庫県内にある子ども・若者の居場所を運営している団体と連絡を取

り、実際の取り組みや情報交換などを行った。 

課題の面では、なかなか広報が難しく悩むところが多い。また、居場所の過ごし方の

部分で、プログラムを設定していないため、「具体的なイメージができない」との声

もあり、今後、大まかな枠組みとしてのプログラムを検討している。 

 

４. 今後の展望 

居場所の利用者に対して支援の実績を積み重ねいき、数年後には行政からの委託事業

として行えるように働きかけを行いたいと考えている。また、この事業をモデル化

し、多くの地域で同じような取り組みを普及させ、団体同士のネットワークを構築

し、支援が途切れないような仕組みを作る。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

開所日数 8 6 8 5 8 6 7 8 8 7
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働いている人・遠隔地の人のためのＮＰＯ等支援窓口 －淡路島の中間支援ー 

特定非営利活動法人兵庫ＳＰＯ支援センター 

１．事業が目指すところ 

（課題となる地域情勢） 

 兵庫県下の中間支援窓口は都市部に集中し、少子高齢化等の課題を抱えている地域には

不十分な状況。身近なところで地域がつながり、地域課題解決へとアプローチする中間支

援機能が弱い。 
（目的） 

 相談者の事情に合わせて相談に対応。 

地域の身近なところで人がつながり、地域課題解決へ向けてサポートできるプラットフ

ォームを創る。 

２．活動内容 

① 淡路島等の遠隔地への出張相談。相談者に合わせた日時での相談対応。36 件（1 月

時点） 

② 中・⾧期的な視点から、県下各地域の身近なところで中間支援的な役割を果たす

「図書館」との連携を進める。 

 ②―１ まちづくりネットワーク交流会開催。 

 同じ地域で活躍している方をゲストに迎え、参加者の気づきと交流を兼ねたパネルデ

ィスカッションを行っている。 

●10 月 第 5 回まちづくりネットワーク交流会（10 月 17 日） 

    ゲスト：パルシェ香り 葉坂氏、魚井氏  

       ネオビエント 近藤氏、小川氏 

     参加者：25 名 

●1 月 第６回まちづくりネットワーク交流会（1 月 13 日） 

     ゲスト：淡路島出身の女性画家・増田薫氏 

参加者：34 名 

 

 ②―２ パネルディスカッション「図書館×まちづくり」 

●2 月 テーマ：社会課題解決と図書館の役割（2 月 12 日） 

  地域課題解決のプラットフォームの可能性を秘めた「図書館」の役割について子午線上

にある図書館（西脇市・明石市・淡路島 3 市）と大学図書館（加東市・兵庫教育大学）館⾧

及び岡本真氏（図書館コンサルタント）等によるパネルディスカッションを開催。 

３．成果・課題 地域の人のつながりを強化 

  中間支援のノウハウを持った当団体と図書館が連携しながら、地域に根差し、地域に即

した人のつながりを創った。社会的事業が一般化する中で、相談対応だけでは不十分。 

４．今後の展望 成果の活用  

  地域に定着した図書館及び洲本商工会議所との連携も進めていく。 
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不登校及び困窮児童生徒家族の居場所づくりと支援会議の設置 

特定非営利活動法人兵庫ＳＰＯ支援センター 

１．事業が目指すところ 

（課題となる地域情勢） 

自殺率が県下で最も高い淡路島。洲本市の小中学校では不登校も多く、１クラスに必ず

数人が不登校という現状がある。また児童扶養手当を受給している家庭は 328 世帯、それ

に就学援助受給世帯を加えると 541 世帯に上る。孤立と貧困状態が広がっている。 

そのような中で当事者は日々の生活に追われ、思いを共有できる場がない。  
（目的） 

それぞれの思いが共有できる「居場所」を

定期的につくることを目的にする。 

２．活動内容 

① 居場所をつくる 

 ●高校生・教育大学生が小学生の夏休み 

  の宿題をサポート（8 月 10 日・24 日）  

  参加者：6 名 

●子どもの学習支援 保護者交流会（9 月 10 日・ 

10 月 7 日・11 月 11 日・12 月 23 日） 

子ども支援機関の担当者が来所 

●野外イベント開催（1 月 20 日） 

「ジャズコンサート＆瓦割イベント」 

参加者：瓦割 23 名 ジャズコンサート：約 50 名 

 ② 子ども支援会議の設置に向けて 

●セミナー開催（11 月 18 日 14 時～16 時） 

地域協働型子ども包括支援の実践報告 

～早期から切れ目のない支援を目指して～ 

市教育員会担当者他参加参加者：14 名 

３．成果・課題  

  子どもの孤立解決のために「居場所づくり」という方向性が

あることを地域にある程度、浸透させることができた。 

しかし、市教育員会の後援と協力をいただきながらも、小中学

校との連携には至らなかった。学校現場へのアプローチの難しさを実感した。 

４．今後の展望 成果の活用  

  今年度の取り組みを通じて、数回にわたり神戸新聞や産経新聞に記事で取り上げてい

ただいた。2 月からの「子ども第三の居場所」開設を通じて、口コミを通じた浸透を図って

いきたい。 

70



Ｈ Group

（特非）ひょうごセルフヘルプ支援センター セルフヘルプグループオンライン体験型セミナー: 当事者の声を聴こう

（特非）健康・生きがい就労ラボ 高齢者向け生活に役立つスマホ操作技術普及事業

猫のミーナ 猫の譲渡会と野良猫のＴＮＲ

（特非）あしやＮＰＯセンター 「Just！ do it!」応援します。あなたの活動を夢から実現へ

（特非）いながわリンク 地域活動エンパワーメント事業(2年目）

（特非）神戸の冬を支える会 生活困窮、困難者への緊急支援とその支援ネットワーク構築事業
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セルフヘルプグループオンライン体験型セミナー：当事者の声を聴こう 

 

特定非営利法人ひょうごセルフヘルプ支援センター 
１．事業がめざすところ 

・社会のマージナルな場に追いやられがちな福祉当事者はコロナ禍の中で一層、つながりが欠如し、孤立し 
がちになっているために福祉当事者をつないで孤立を防ぐ。 

・既に現在、孤立してしまっている人たちに SHG を広報して仲間とつないで孤立からの解放を図る。 
・SHG のメンバ―同士、ならびにグループ同士のネットワークを構築する。 
・SHG 活動を広報して活性化を図ると共にメンバ―のエンパワメントを図る。 
・一般市民を対象として、福祉当事者の抱える生活困難について体験談を通して広く伝え、理解を深め分かり合

える機会とする。 
 

２．活動内容 

兵庫県内３ヶ所を基盤として選択し、セルフヘルプ体験型セミナーを開催した。 
第 1 部 全体会で福祉当事者の SHG 体験談発表 
第 2 部 ２つの分科会に分かれてさらに質疑応答によって理解を深め、広める会 

第 1 回：三田市  
日時 2023 年 9 月 15 日（金）14:30～17:00 
発表団体 NPO 法人ぽしぶる（身体に障害のある人たちのグループ） 

 脳卒中友の会 
 三田市社会福祉協議会 

参加者数 オンライン 22 名 会場 17 名 
協力 兵庫県社会福祉協議会 三田市社会福祉協議会 

第 2 回：オンライン開催 
日時 2023 年 11 月 17 日（金）14:30～17:00 
発表団体 丹波篠山心の居場所 

 ツインラビット 
 稲美町社会福祉協議会 

参加者数 25 名 
協力 兵庫県社会福祉協議会 丹波篠山市社会福祉協議会 

たつの市社会福祉協議会 稲美町社会福祉協議会 
第 3 回：宝塚市 会場とオンラインによる開催 

日時 2024 年 1 月 22 日（土）13:30～16:00                     第 3 回資料 
発表団体 ほろほろ（視覚に障がいのある人たちのグループ）          

 ルリアン（愛する人を亡くした人たちの会 いのちの語り場） 
 宝塚市社会福祉協議会 

参加者数 オンライン 25 名 会場 37 名  
協力 兵庫県社会福祉協議会 宝塚市社会福祉協議会 

 

３．成果や課題点 

三田市と宝塚市ではオンライン中心としてハイブリッドで開催したが、 
丹波篠山ではオンラインのみとなった。兵庫県内を中心として神奈川県 
など遠方からの参加も得ることができた。また、他の市社協からの参加 
も見られ、地域共生社会を目指す社会福祉協議会の方々の日々の活動にセルフヘルプが浸透しつつあることが 
うかがえた。さまざまな方々に SHG のもつちから、生活課題を保有する人のちからに気づき、共に支えあえる市民 
としての位置づけも得られたものと考える。そうであるなら、今後は当セルフヘルプ支援センターも協働すること 
によって、一層活発に活動を進展していけるものと考えられる。当センターのオンラインによる発信能力はまだま 
だ、未熟であり、今後は当センタースタッフ全員のオンライン研修が必要である。第 3 回のセミナーは能登半島地 
震のために県社協から派遣される人材について変更があったが、無事に滞りなく開催できたことは私たちの自信に 
つながった。 

 

４．今後の展望 

 まず、インターネット技術力を有するスタッフを育成する。さらに、ホームぺージを充実させることによって広

報のちからを高め、交流の場、情報発信の場としてＳＨＧを周知し、孤立を予防したい。また、市町村域の社会福祉

協議会と協働する頻度を増やすことが肝要である。 

第 1 回セミナーの様子 

第 2 回活動報告 

丹波篠山心の居場所 活動風景 
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事業名：高齢者向け生活に役立つスマホ操作技術普及事業 

（特非）健康・生きがい就労ラボ 

１．事業が目指すところ 

一昨年発足したデジタル庁が国や地方公共団体、民間事業者などと連携して社会のデジタル化を推進する

取組を牽引しているなかで、我々メンバーがデジタル推進委員に任命（現在 24 名）され活動を通してデジ

タル格差を少しでも改善できるよう期待される。その実現のため自治体と連携して高齢者にスマホを教え

る仕組みづくりの根底となる教材の整備とスマホ・サポーター養成講座を実施する。 

２．活動内容 

１）シニア向けスマホ講座の教材整備（標準化） 

＊教材の標準化整備作業の実施（過去のパワポの見直し） 

 8 月 6 日、13 日、20 日、9 月 3 日、10 日、12 月 21 日  

 内容の確認、不要箇所の選別、編集、デザイン統一 

２）スマホ・サポーター養成講座の実施 

＊川西市：於）キセラ川西プラザ（川西市社会福祉協議会） 

1 月 15 日、22 日、29 日に開催（13：30－15：30） 

参加人数：受講生 14 名 講師・チューター 8 名 

＊伊丹市：於）伊丹市立中央公民館（スワンホール） 

1 月 20 日、27 日、2 月 10 日に開催（9：30－11：30） 

 参加人数：受講生 17 名 講師・チューター 8 名 

３．成果や課題点 

１）シニア向けスマホ講座の教材整備（標準化） 

これまでの 3 年間に作成した各講師が講座に使った資料を 

見直し、1 章から 9 章に区分した 37 編のパワーポイントの 

データを Google Drive で管理することにした。今後各講座 

担当の講師が都度取り出して使用できるようにして準備の簡素 

化を行い、変更が生じた場合は、都度修正をすることにした。 

２）スマホ・サポーター養成講座の実施 

 川西市では 14 名、伊丹市では 17 名のスマホ・サポーターを 

 目指した方が参加。講師から今までの講座の経験談を含めて 

 高齢者向けの講座のポイントを資料と各自のスマホで体験 

していただいた。 

４．今後の展望・成果の活用 

１）シニア向けスマホ講座の教材準備の迅速化 

 3 年間の経験・ノウハウの蓄積による講座資料が整備（標準 

化）され、いつでも・どこでも使用できるようになったこと 

により、今後の講座では講師によらず講座の質が担保され、 

資料作成の効率化が可能になる。 

２）スマホ・サポーター養成講座の実施 

 今回参加された 2 市の受講者により各地元での高齢者スマホ 

講座の展開が期待される。我々は今回実施できなかった 

自治体でも、地域のニーズを探りながらスマホ・サポーター 

養成講座を実施し、各地の DX化に貢献する。 

 

ここぉるでの教材整備作業 

 

キセラ川西プラザでの講座風景 

教材の整備の完成 

伊丹市中央公民館での講座風景 
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『猫の譲渡会と野良猫のTNR』

１．事業の目的

殺処分される猫の数を減らすために、保健所や

行政に持ち込まれた猫を保護して、育て、そして

新しい家族を探しています。

また、猫と繋がる事で

人間の社会にも通じ、家庭の問題に

携わる事もあり、役に立てることが

あればと思いました。

一般の方が猫を拾った場合、里親探しに

譲渡会の参加も出来るように協力したい

とも思ったからです。。

譲渡会の様子

２．活動内容

毎月第２日曜に

神戸三宮で譲渡会

を開催しています。

臨時でも開催して、

１年間に１８回くらいを

行っています。

年間、譲渡会では１００匹

以上の猫の里親が決まって

います。

神戸市での依頼を受けて、

市民からの情報が入ると、

野良猫の捕獲をしています。

TNRといい、
捕獲して、手術して、

耳カットをし、地域猫

として見守り、野良猫

を増やさない為に

行っています。

３．成果と課題

猫が家族になって、家族に幸せが

来たとも言われたり、会話も増えたり

したとの声を頂きます。

また、高齢者のペット問題があります。

施設に入ったり、亡くなったり、猫が残され、

ケアマネージャーから引き取り依頼が入る事が

あります。

新しい飼い主を見つける事も有りますが、今後の

高齢化社会の大きな問題である

かと思います。

もしも引き取られなかった猫や

犬たちは、県や市のセンターに

持ち込れ、税金を使って殺処分

されることになります。

捕獲された猫の様子

幸せになった猫と

人の様子

４．今後の展望

TNRを進めていく事に

よって、野良猫が減り、

ゴミを荒らしたり、糞や

尿の環境汚染が減り、地域

の美化へと繋がります。

猫は家庭での癒し効果や、

家族の幸せに繋がります。

その癒しの効果をどんどん

広げて行き、命というもの

の大切さを子供たちに教え

たい。

また、猫の虐待は人への

犯罪に進むと思われる

ので、法律を変えたい

と望みます。

ボランティア団体 猫のミーナ

子猫の姉妹
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■事業が目指すところ 

「活動人口 100％のまち」を目指した市民活動やＣＢ(ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ)を推進 
地域課題解決に繋がる市民活動やＣＢを希望している個人・団体の、最初の一歩を応援し、不安を解消、

プランを実現化する仕組みをつくるには、中間支援事業としてトータルサポートが望ましい。 

  →  実践的支援プログラム「Just! do it」事業を中間支援事業で行う。 

 

■活動・支援の内容（令和５年度「Just! Do it」事業支援先） 
①花と緑があふれる街 Ashiya プロジェクト／中村 真也 

 令和 4 年 10 月～令和 5 年 9 月 

 花づくりによる街づくりの活動。法人化を実現し、活動範囲を広げている。 

 

②コミュニティほけん室 

／おしゃべりカフェにっち・定藤 登紀子 

令和 4 年 10 月～令和 5 年 9 月 

健康に役立つセミナーと健康食を提供する独自の 

「ほけん室」スタイルの周知が進む。 

 

 

③ととのうラボ Ashiya／産前産後ママのためのととのうサポート・ 

松井ゆりか 金子ふみえ  令和 5 年 10 月～ 

ワンオペ育児の経験からママの居場所を作りたい。 

その一歩はランチパーティーから。 

■成果 中間支援業務における活動支援（相談、場所提供、チラシ作成、広報支援） 

１．相談業務…地域課題解決に繋がる市民活動やＣＢに関する相談者を対象とした。 

２．ネットワークの構築、情報提供…あしや市民活動センター登録団体加入サポート、同様の分野

における活動実績団体や行政へつないだ。 

３．人材育成（講座の開設等）…CB ゼミナールやチラシ作成・広報セミナー、プレゼンセミナーへ

の受講推奨 CB プレゼンテーション大会へのエントリー推奨 

４．書類作成指導…団体設立に係る会則、事業計画・活動予算の作成支援、助成金申請書作成支援 

「Just！ Do it」事業を中間支援業務でサポートすることで、相談から実践的支援へ一連の繋がりを

待ったトータルサポートが可能となった。 

■今後の展望、成果の活用 
相談事業による相談者とのファーストコンタクトの機会を大事にし、各種セミナーへの参加や団体

との繋がり機会を創出し、活動への不安を軽減させ、一歩を後押しする体制が整ってきている。自

立に向けたトータルサポートを確立していく。 
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中間支援活動助成(創設支援事業) 報告資料　「地域活動エンパワーメント事業」 (2年目) 

つくる、つなぐ、つどう、まちコミュニティ。 

NPO法人 いながわリンク 
■参画協働　■交流促進　■情報収集・提供　■相談支援　■運営管理 

それぞれの「できる」を持ち寄りながら、たくさんの人と一緒にまちのことをかんがえて楽しみたい。そんな気持
ちで、既存団体の活動相談や新規団体の立上げなども含め、住民同士は勿論、行政や事業者などとも繋いで支援で
きるような取組が行えるよう、2021年末に NPO法人を取得しました。住民のシビックプライド(地域への関心や愛
着・活動意欲など)を育み関係性を築くこと、またその結果として地域の活性に寄与することを目的として、個人
や団体・事業者・行政間の参画と協働をもって地域や世代の交流に関する活動を行なっています。 

①相談業務→認知度とともに相談件数昨年比130% 
　＊つながり～いな☆カフェ　5回開催(5月/7月/9月/11月/1月) 
　＊つながり～いな☆カフェzoom　6回開催(4月/6月/8月/10月/12月/2月(予定)) 
　→町内に建設された物流施設のカフェスペース利用とオンラインを併用して定期的に開催 
　＊ちょこっと相談会→③のリンクマルシェキャラバン内で開催 

②情報収集・提供→提供ネットワークの整理と再構築 
　メール/YouTube/ブログ/Facebook/Instagram/Twitter/ホームページ 
　 (世代別に普段使っている様々な媒体に合わせられるよう工夫)  

③人材育成の取組→２年目強化項目 
　＊イベント活動チャレンジ→「リンクマルシェキャラバン」 
　・イオンモール猪名川　(8回：4月/6月/7月/8月/9月/10月/11月/2月(予定)) 
　＊オープン研修・勉強会　(4回：SDGs/防災/広報/話し方) 
　＊学生ボランティア４名→新規：高校生２名、大学生１名 

④書類作成指導業務→個人や団体に訪問や①の場で随時対応 
　・NPO大学(12月/1月)/協力サポート、動画編集 
　・各種印刷物(チラシやパンフレット)の企画や制作サポート 

⑤その他(NPOに係る調査研究など)  
　＊地域の活動団体取組調査→YouTube「いながわリンクAIR RADIO/のぞいてみるみる」取材、編集、配信 
　＊地域の中での課題研究(アンケートなど)  
　・大学生と猪名川町について考えよう(8月/10月/11月) 
　・「二十歳のつどい」式典参加者アンケート(2024年1月) 
　＊地域で活動する人や団体の活躍や交流の場づくり 
　・wacca◎wacca(5回：4月/6月/7月/9月/10月)まちづくり協議会館 
　・下記⑥のイベント多数開催 

⑥協働・連携 
　・【主催】竹キャンドルナイト(6月)猪名川町総合公園｜子ども食堂、まちづくり協議会 
　・【協力】大野山CLEANDAY(3月/7月/11月)大野アルプスランド｜柏原森林組合 
　・【協力】いながわ星まつり(9月)大野アルプスランド｜猪名川町天文台運営委員会 
　・【連携】総合計画住民ワークショップ参画(11月/12月/1月/2月(予定))｜猪名川住民力向上委員会 
　・【協力】いながわ星旅(12月３週連続)日生中央駅前広場、元宿泊施設、大野アルプスランド｜猪名川町観光協会 
　・【連携】祝・二十歳のつどい(1月)猪名川町文化体育館｜二十歳のつどい実行委員会 

成果・課題・展望▶︎認知度が高まり活動メンバーの年齢層、相談件数、協働・連携先も増加し広がる一方で、業務や情報
の整理が必要に。あらためての意思共有や事業内容のアップデートを常に意識して、次のステップへと歩みを進めたいです。
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             2024/2/5 ひょうごボランタリー基金助成事業活動報告会 

 生活困窮、困難者への緊急支援とその支援ネッ
トワーク構築事業 

ＮＰＯ法人 神戸の冬を支える会 

１， 事業の目的、趣旨 
収入も所持金のなくその日の食事にも事欠く状態であったり、ホームレス状態に追

いやられている方に対して、安心して暮らせる住居の確保と食事や生活必需品等の

提供などの緊急的支援を行うとともに、そのような方を地域社会全体でサポートし

ていく支援体制を具体的な支援活動を通じて構築していくことをめざす。 

２， 事業の方法 
（１）緊急支援の実施 

・住居を失っていた方が住居確保し生活再建

するにあたっての緊急支援 

 食料品、寝具。日用生活用品、衣類等の提

供または貸付 

・生活に困窮して生活費が無くなるなどして

いる方への緊急支援 

食料品、寝具。日用生活用品、衣類等の提供または貸付 

、そのような状況になった原因や背景などを理解し、各種支援制度利用 

へのつなぐ取り組みとフォローアップの実施 

（２）支援ネットワークの構築の取り組み 

・支援の取り組みを通じて関わった各種団体やメンバーとは、取り組み内容につい

て振り返りを行うなどして、問題の共有化を図り、つながりを強化する。個別の事

例を通じてつながりを作り、地域の課題として、生活困窮の問題を考えて行っても

らう環境を作り、支援のネットワークを構築していく。 

３， 成果と今後の課題 ―活動を通じた地域の支援力の構築― 

住居を失った方の生活再建に当たって住居確保に合

わせて寝具の提供および日常生活用品・当面の食料

品の提供を行った。 

支援の実施を通してつながりを持った関係機関との

関係強化も実現しており、支援を 1回限りのものと

せず、地域の「支援力」の強化、ソーシャルインク

ルージョンの具体化に向けた取り組みにつないでい

きたい。 
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Ｉ Group

（特非）TEAM・あげあげ 合言葉は 「地域での繋がり」

（特非）あしやＮＰＯセンター 共生のまちへ「灯篭で街を彩る」

ＮＰＯや地縁団体の事務力アップ支援事業
「在住外国人の孤立を防ぎ、 仲間づくりができる場づくりプロジェクト｣

（特非）夢の森伴走者CUE 特別養護老人センターを舞台とした「世代間交流カフェ」運営事業

（特非）Goodstock 「知る」「見る」「過ごす」龍野暮らしのプロジェクト

（特非）健康・生きがい就労ラボ 高齢者の健康づくり就労(ショートワーク等) のネットワークづくり及び浸透拡大事業

（特非）場とつながりの研究センター
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事業名：合言葉は「地域での繋がり」 

特定非営利活動法人ＴＥＡＭ・あげあげ 

１ 事業が目指すところ 

  現在兵庫県の東播磨地域で問題となっている４つの項目（地域の高齢化・地域の共生・地域防災・地域コミュニティの 
 再生）について包括的な活動を行うことで「安心して暮らせる地域づくり」を目的とする。 
  令和４年（２０２２年）３月末に発足したＮＰＯの行動によって具体化することで昨今の少子高齢化、地域コミュ 
ニティの衰退による「地域力の減退」からの回復を目指す。 
 今年度は明石市のユースによる自主防災グループ TEAM-3A（チームトリプルエース）を法人傘下に置き、同時に加古

川、高砂両市においても高砂高校・兵庫大学との連携により次代の地域づくりの育成に取り組んでいる。 

２ 活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ９月２０日(金)KOBEぼうさい委員会   １０月２２日(日)講演会「笑顔の輪を広げよう」       第５回合同連絡会議 

 TEAM-3Aが参加している神戸市内の学生 加古川市内の高齢者施設で交流イベントを実施。 明石市役所・社会福祉協議会・コープこうべ第６ 

 グループで地域防災のプレゼンを実施。  介護士の資格を持つメンバーがゲームで利用者  本部との合同会議にTEAM-3Aが参加。 

                     の方に楽しんでいただいた。 

◎「令和５年度ぼうさい甲子園」特別支援学校・団体部門において第３位（奨励賞）を受賞‼ 
 
 
 
 
 
 
 
                  
                           

                               １２月２３日ぼうさい甲子園表彰式 

 
 
      

１２月２０日(水)神戸新聞朝刊 

 

３ 事業の成果及び課題 

  法人としてスタートして２年目。少しずつではあるがグループの進むべき道が見えてきた。昨年度出生数が８０万人を

割り込み人口減少が話題になったが、今年はさらに減少する見通しである。さらに元日に発生した令和６年能登半島地震

でも地域の高齢化が被害の拡大に繋がっていることが問題視されている。その点からも、地域づくりに取り組む若い世代

の育成という目的が明確になり一歩を踏み出せたことは大きな成果と言える。 

４ 今後の展望 

  明石市で１１年前に発足した高校生中心のグループが２年前に学生・社会人を含むユース世代のチームとなった。この

存在は明石市内で話題になり少しずつ浸透している。同じような活動を周辺市・町にも広げていきたい。 
 
◎当法人及びTEAM-3Aの活動内容については昨秋立ち上げたホームページで紹介しています。 
   URL https://www.teamageage.com 「地域で繋がる 特定非営利活動法人TEAM/あげあげ」 
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2024 年 1 月 27 日  

NPO 法人場とつながりの研究センター 

 

中間支援事業の現状と本助成金を受けての展開について 

 

１．今年度の相談支援体制 

（１）日 時 完全予約制。広報は、主にメールニュースと、ホームページ、フェイスブック、口コミで。 

（２）場 所 ほんまち事務所（三田市三田町 29-14 旧ヨネダ洋品店内）ほか、相談に応じて出張対応も 

（３）支援員 大島 一晃（理事・事務局長）、佐藤 等史（理事）、地域住民のプロボノによる支援（1 名） 

（４）相談支援メニュー 

 ・法人設立のアドバイス、認定 NPO 法人取得支援、助成金申請のための書類チェック・アドバイス 

・事業計画・報告書作成支援・実務支援（労務・登記・経理）  

・「意欲する人」のゆるやかなネットワークづくり支援（交流研修会、子ども支援団体連絡会など） 

・NPO 関連制度や事例､助成金情報、人材紹介等の情報提供および企画相談・広報の相談支援 

・法人の継続的発展に向けた組織体制強化のための支援 

・キャリアコンサルタント資格保有者による、NPO ではたらく人のキャリア支援 

・地域の居場所づくり／地域の子どもを地域住民で支える仕組みづくりへの支援 

- 居場所づくり・サードプレイス立ち上げ希望者への相談支援、 

- 学習支援や子ども食堂の立ち上げを希望者への相談支援～裏六甲子どもの居場所ネットワーク 

（５）相談料 1 回 2000 円（約 1 時間。初回無料）→本事業助成金を活用し、相談料を 1000 円に 

 

２．講座 

 

テーマ 日時 場所 講師 チラシ 

①無料デザインツール

CANVA ではじめる、

ワンランク上のチラシ

作り講座 

 

 

 

 

2023 年 

7 月 17 日（月祝） 

18:30-20:15 

三田市まちづ

くり協働セン

ター 

 

参加者 

１１名 

足立龍彦さん 

（場づくりカレッジ 

エスケープ） 

 

②市民活動団体のた

めの交流研修会「活動

の魅力を伝える“こと

ば”を考えるコツ」 

 

 

 

 

2024 年 

2 月 5 日（月） 

10:30-12:30 

三田市まちづ

くり協働セン

ター 

千馬雅史さん 

（A-dos シニアコ

ンサルタント） 

 

 

中間報告資料 
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ひょうごボランタリー基金地域づくり活動ＮＰＯ事業助成事業     

 

【事 業 名】  在住外国人の孤立を防ぎ、仲間づくりができる場づくりプロジェクト 

【実施団体】  特定非営利活動法人場とつながりの研究センター （三田市） 

 

●事業概要 

 

《北神日本語教室》 

毎週水曜日 18：30～20：00 ＠ 神戸市北神区文化センター会議室 

《日本語ボランティアブラッシュアップ養成講座》 

２０２3年１１月 29日（水）18：30～20：30  

＠ 神戸市北神区文化センター会議室  

講師：土井 佳彦氏（NPO法人多文化共生リソースセンター東海代表理事） 

《外部研修》 神戸市内を中心に行われる勉強会に参加 

 

 

●事業目的 

 

縁があってこの地域に居住した在住外国人と日本人が「生活に必要な日本語習

得」という目的に加え、お互いのことをしり学びあい、人として育ちあうことを目

的に実施。また日本語ボランティアブラッシュアップ講座は、教室同士横の連携を

目的に行った。 

外部研修にも参加を促し、新たな知識習得も行えるようにしている。 

 

 

●事業実施した感想 

 

 

コロナが落ち着き、外国人参加者の増加も窺えた。一人ひとり、生活日本語を

習得する目的は違う。地域日本語教室は、参加者の要望にオーダーメイドで対応

する場でもある。日本語ボランティアには苦労を掛ける反面、外国人参加者の期

待に応えるため、また、個々におかれる立場の状況に寄り添っているのも良い点

と思われる。 

日本語ボランティアブラッシュアップ講座は、県内５７教室に案内。ボランティア

同士だからこそわかる活動の共有や知恵の出しあい、またそれを各教室活動に活

かしてもらえればと思い実施した。しかし、夜の講座であったという点から今回

は、参加者が少なかったことが反省点である。 

外部研修は、仕事をしながらボランティアに参加している人が多く、日中に行

われる外部研修には参加が難しい状況が見受けられた。この点も今後見直す必

要があると思われる。 

  

 

３ 年 目 
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「知る」「見る」「過ごす」 龍野暮らしプロジェクト 
 特定非営利活動法人 Goodstock 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
活動： 
【お試し移住拠点準備・モニター体験宿泊】 
空き家所有者を通した自治会⾧をはじめとする地域の方との交流、地域の行事への参加や、その地域に残るユニークな出自の音頭
についての聞き取り調査など、関係を深める。２泊３日以上の滞在を想定して必要なものをピックアップ、２拠点それぞれの受け
入れ体制を整えた。 
【Goodstock Market】 
団体の特徴を活かして、空き家から出てきた食器をきっかけに、古い食器や家具雑貨などを「次の人へ」渡すフリマイベントを開
催。 
空き家・移住相談のポップアップ窓口を設置し、移住モニター候補を獲得した。龍野町にて７回、揖西町にて１回開催。 
 
成果や課題点： 
平野・田園部の揖西町の拠点はいわば村であり、当初は早い段階から外部の人間を呼んで、「同じ釜の飯を食う」イベントを検討
していたが、 
実際に準備を進めていくと、コミュニティに馴染み良好な関係で取り組みを進めるために想定より時間をかけて慎重に準備を進め
ていく必要を感じ、食のイベントではなく、まず我々を知ってもらうために、いつものフリマを出張開催した。結果、地元の方か
らたくさんの食器をいただいた。龍野町の拠点は２月から２ヶ月間のお試し移住モニターが始まる。また、マーケットなど企画す
るイベントに、移住検討舎や移住したての若者が参加し、地域の方と自然なつながりの持てる場となった。 

 

 

 

 

移住の悲劇…  移住希望者と移住先の地域住民との人間関係や、 距離感のミ スマッチによるト ラブルが起き、
移住そのものが破綻してしまう 事例が報告されている。

たつの市から空き家バンク事業の業務委託を受けて
「たつの市空き家相談センター」を運営しているNPO法人。
年間200件の空き家に関する相談を受けている。

特定非営利活動法人Goodstockとは
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。
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さい やはた

Goodstock サポーター

移住者がその地域への移住を決めるより も前、 検討する段階から地域住民と接触し 、
お互いが「 人となり 」 を把握しあって良好な人間関係を築く ことによってある程度避けられるのではないか？
移住してもらう ことをゴールにするのではなく 、 移住前と移住後、
両方のアプローチから地域を好きになる・ 愛着を持てる仕組みを模索し 、
当団体が地域と移住希望者の間の橋渡しをする役割を担う ことができないか検討する。

お試し移住拠点
空き家 / 協力者のお家

自治会の皆さん
地域の方、お店
先輩移住者

物件の所有者さん

移住先を検討している人
たつの市に興味をもつ人

お互いの人となりを知る

きっかけを作る・橋渡し

Goodstockの仲間たち

将
来
的
に
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今
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事業名：  高齢者の生きがい就労（ショートワーク等）のネットワークづくり及び浸透・拡大事業     

NPO 法人 健康・生きがい就労ラボ 

1.事業が目指すところ 

旅館・ホテル業界、メンテナンス・設備・検査や保育、介護、飲食などの業界では、人手不足が年々顕著になり、

就業者不足が原因となって廃業するケースまでも見られるようになってきた。そのため、雇用延⾧や再雇用など

を導入する企業は増加の傾向にあり、シニア世代の就労ニーズも上昇機運にある。しかし、企業と就労者のニー

ズのミスマッチは少なからず起っており、就労が一旦途切れた場合、次の就労ステップに進めず、目標を見失っ

てしまうシニアも多い。 

就労には、役割を担い、経済的に評価され、人と繋がり、生活リズムを作り、頭や体を使うことで健康・生きが

いを維持する効果があり、無理ない範囲で働くことは介護予防にも大きな効果があることが判っている。 

年齢とともに生活就労から生きがい就労へ移行し、いきいきと輝くシニア、今までにない職種・職業など多彩に

広がるシニアの就労モデルを示し、生活不活発気味のシニアに就労意欲を創起していただくことを行なう。100

年時代と⾧くなった人生で、生きがい就労にチャレンジすることを後押しすることを事業目的としている。 

 

２.活動内容 

１．生きがい就労ワーカーを取材し、生

きがい就労図鑑を作成・改訂していく

（生きがい就労記録メモを付加）ほか、

図鑑サイトを設け、広く閲覧できるよう

にする。         取材風景→ 

2． “大人の学び直し塾 ”川西市アステ

市民プラザで２月 1 日（木）、8 日（木）、15 日（木）実施予定 

                             チラシ→  

※学び直し塾は、当初予定していたみつなかホールの会場都合により、延   

期。会場変更。 

3.成果や課題 

130 名を超えるシニアと、その就労先に取材を行なった。 

その取材の中では、イキイキと就労しているシニアと受け入れ先がある一方で、受け入れられていないと訴え

るシニアと、思いのほかパフォーマンスが上がらない、コミュニケーション能力に問題があると嘆く就労先も

あった。そのリアルに触れたことで、いきいきと働いているシニアの傾向、そうでないシニアの傾向を明確に

することができた。また、就労を受け入れる側にも、シニアの特性への無理解や就労環境不備等も見られた。 

その課題を解決するシニア向け “学び直し（学びほぐしを含む）”等の橋渡しする存在や機会が少ないことも見

えてきた。 

４.今後の展望・成果の活用 

今後、生活就労から生きがい就労への橋渡しとして“学び直し塾”を定期的に行なうだけでなく、少し⾧期的な視

点での講座を検討し、この講座を受けたシニアは、自信を持って第２・第 3 の就労先に移行してもらえるよう

に内容を充実させたい。また、企業に対しても、なぜシニアの就労を積極的に採用しないのかをアンケート

し、これまでの健康・生きがい就労トライアル事業で介護・保育分野にて行なってきたように（有資格、無資

格別）仕事の切り出しや、働き方を提案していきたい。 

さらに地域で行っている善意の無償仕事（植栽の手入れ、ガイドヘルパーなど）を小仕事として有償化するシ

ステムの検討も行ない、就労シニアの年齢の幅を広げ、シニアが若い世代を支えるのが当たり前となる社会の

仕組み作りの一助となるよう活動する予定である。 
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Ｊ Group

食親同好会 ローカルパートナーシップ活性化による地域QOL向上事業

猫のミーナ 猫の譲渡会と野良猫のＴＮＲ

ＳＯＤＡ地域応援事業２０２３
淡路島と神戸と結ぶ新たな拠点づくり

（特非）いながわリンク 地域活動エンパワーメント事業(2年目）

（特非）One by one 協働のまちづくり防災学習
『Next Seeds プロジェクト』 しんぐう みらい研究室～協働・共創社会の実現と新たなま
ちのカタチから未来を想像する～

しんぐう☆まちあそび2023【～まちが人を育む、人がまちを育む『まち育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ』～】

（認定）ソーシャルデザインセンター淡路

しんぐうNext
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1．事業が目指すところ

1)課題（地域QOL向上）に対し、①食縁交流会活動　②環境美化活動　③多世代異文化交流活動の３大活動を軸に

　社会貢献活動の展開を通して、地域のつながりづくりを目指しています。

2）地域QOL（主観的健康）の向上を達成するために地域の絆（相互扶助）を深めることが最も大切です。

　つまり、地域資源としてのローカルパートナーシップを活性化し、橋渡し型で誰もが平等に参画し、有機的につながる

　地域をプロデュースすること（他団体との協働）が重要だと思います。

3）持続可能性を追求する意味でも、調査研究で可能性を探索し、ローカルパートナーシップを活性化して団体間の

　ネットワーク組織化を推進します。狙いは、誰もがやらない魂のぶつかり合いによる「ほんまもん」の実践です。

２．活動内容

年 月 年 月

2023/4 食養生クッキング（食生活改善対策） 2023/7 親子向ワークショップ1（生物多様性のお話し他）

2023/10 医食同源をベースに免疫力アップ達成 2023/11 同ワークショップ2（家族参画のパンづくり）

2023/5 栄養療法クッキング（生活習慣病予防対策） →東灘図書館と協働

2023/7 →甲南女子大学と協働 2023/5 サーブディイベント（東灘区の環境美化対策）

2023/6 フレイル予防クッキング（機能性予防対策） →東灘区内のボランティア団体と協働

2023/8 次世代（女子大生）レシピ活用多世代交流 2023/9 東灘クリーンサミット：東灘区美化団体と

2023/11 →神戸松蔭女子学院大学と協働 神戸市環境局との情報共有化を推進

2023/9 シニアパンづくりクッキング（若返り対策） 2023/10 食育と環境ｲﾍﾞﾝﾄ：食育講演と環境美化をアピール

2023/10 キッズハロウィンクッキング（親子で健康弁当づくり） 神戸市東灘区・灘区＆両社協の後援をベースに

→武庫川女子大学と協働 展開→国土交通省兵庫国道事務所と協働

３．成果と課題点

 （1） 成果➜ 健康づくり集団としてローカルパートナーシップ活用の地域サステナブルデザインを実践

1）食縁交流会活動：管理栄養士養成の女子大学（松蔭女子学院大、甲南女子大）等と協働して健康長寿を推進

　→年8回実績、計204人（フレイル3回／93人、栄養2回／51人、食養生2回／34人、パンづくり1回／26人）

2）環境美化活動:クリーンクルーの美化活動として、兵庫国道事務所とボランティアサポートプログラム協定を締結中

　→年145回実績、クリーンクルー参加者720人、クリーンサミット参加者22人　　計742人

3）多世代交流活動：ジェンダー＆ダイバーシティを地域社会の中で自然適合を企図（東灘図書館、武庫川女子大

(2）課題点➜ ローカルパートナーシップ活性化を期するも他団体との同時歩調を合わせるのが困難

1）相互目標・目的が合致しても、双方の事情（担い手不足・資金不足・認識不足）が足枷になりました。

４．今後の展望、成果の活用

　→全世代対応食縁交流会として、従来からの高齢者対象に留まらず全世代へ広げる健康づくりクッキングを展開。

　次年度からは、子どもまんなか社会の充実として「ファミリークッキング」を軸に異次元の少子化対策を実践します。

2） 環境美化活動 ： 自分と地域のウィンウィン関係推進　→　SDGｓ第１１目標「住み続けられるまちづくりを」

　国道事務所との協働関係をより一層強化して、特に国道沿いの清掃美化を徹底していく覚悟です。

　東灘区＆灘区の国道沿いに「ボランティア・サポート・プログラム」のパネルが１３箇所あり、更に増やす見込です。

3）多世代異文化交流活動 ： 相互リスペクトによる変容樹立　→　SDGｓ第４目標「質の高い教育をみんなに」

　→感性と多様性をリスペクトする活動として「誰一人取り残さない」という全世代対象のプログラムを中心に推進して

　きました。結果、教育の基本は子どもにあるという想いに至りましたので、今後は親子共育・共学の観点から子どもと

　子育て世代を対象に「新しい家族像」を求める異世代応援団としての活動を展開します。

1）食縁交流会活動 ： 地域食育推進による全世代健康づくり　→　SDGｓ第3目標「すべての人に健康と福祉を」

　→ネットワーク組織（事務局：食親同好会）として、地域別クリーンクルーを支援して運営全般を管理。国交省兵庫

活動内容 活動内容

　と協働）→年5回実績、食育と環境80人、サーブ90人、親子ＷＳ2回67人、キッズクッキング33人　　計270人

2）新しい技術や考え方を導入する際に、固定観念にこだわる団体との折衝に手間取りました。

3）調整（日程、目的、内容等）のスムーズ化は、「フットワーク力と情熱力」が鍵だと思いました。

― 事業報告資料 ―
「ローカルパートナーシップ活性化による地域ＱＯＬ向上事業」

食親同好会

フレイル予防クッキング 親子クッキング 環境ワークショップ クリーンサミット 食育＆環境イベント
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『猫の譲渡会と野良猫のTNR』

１．事業の目的

殺処分される猫の数を減らすために、保健所や

行政に持ち込まれた猫を保護して、育て、そして

新しい家族を探しています。

また、猫と繋がる事で

人間の社会にも通じ、家庭の問題に

携わる事もあり、役に立てることが

あればと思いました。

一般の方が猫を拾った場合、里親探しに

譲渡会の参加も出来るように協力したい

とも思ったからです。。

譲渡会の様子

２．活動内容

毎月第２日曜に

神戸三宮で譲渡会

を開催しています。

臨時でも開催して、

１年間に１８回くらいを

行っています。

年間、譲渡会では１００匹

以上の猫の里親が決まって

います。

神戸市での依頼を受けて、

市民からの情報が入ると、

野良猫の捕獲をしています。

TNRといい、
捕獲して、手術して、

耳カットをし、地域猫

として見守り、野良猫

を増やさない為に

行っています。

３．成果と課題

猫が家族になって、家族に幸せが

来たとも言われたり、会話も増えたり

したとの声を頂きます。

また、高齢者のペット問題があります。

施設に入ったり、亡くなったり、猫が残され、

ケアマネージャーから引き取り依頼が入る事が

あります。

新しい飼い主を見つける事も有りますが、今後の

高齢化社会の大きな問題である

かと思います。

もしも引き取られなかった猫や

犬たちは、県や市のセンターに

持ち込れ、税金を使って殺処分

されることになります。

捕獲された猫の様子

幸せになった猫と

人の様子

４．今後の展望

TNRを進めていく事に

よって、野良猫が減り、

ゴミを荒らしたり、糞や

尿の環境汚染が減り、地域

の美化へと繋がります。

猫は家庭での癒し効果や、

家族の幸せに繋がります。

その癒しの効果をどんどん

広げて行き、命というもの

の大切さを子供たちに教え

たい。

また、猫の虐待は人への

犯罪に進むと思われる

ので、法律を変えたい

と望みます。

ボランティア団体 猫のミーナ

子猫の姉妹
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中間支援＜基本事業＞ 

SODA 地域づくり応援事業 

認定 NPO 法人ソーシャルデザインセンター淡路 

１．活動内容・目的 

 

① 相談事業 
◎NPO法人、社団等の起業、運営相談、地域連携、地域の課題解 

決について等 

② 情報提供 
◎HP、チラシ配布、新聞掲載等で情報を提供する。 

◎ネットワークの構築 

・「淡路ひきこもり等地域連携ネットワーク」の事務局機能 

・「南あわじ市ひきこもり・不登校のための連携会議」を開催  

・洲本市社協、南あわじ市社協との連携 

・洲本実業高校、東灘高校との連携 

・島内の県立、私立高校との連携 

・洲本市教育委員会との連携 

・淡路県民局との連携 など 

③ 人材育成 
◆地域づくりの人材育成や地域における豊かな人間関係を気づくことなどを目的と

する。 

◎令和 5年度地域づくり応援セミナー 

 「これからの島のくらしをつくる学校 高校生編」(中止) 

      ～島の先輩と話そう～ 

   日時：令和 5年 12月 16日(土)13：00～16：30 

   会場：洲本総合庁舎 3階会議室 

◎「描こう！語ろう！始めよう！高校生の未来フォーラム」 

   日時：令和 6年 2月 17日(土)13：00～17：45 

   会場：南あわじ市広田地区公民館 3階第ホール    

④ 書類作成指導 

⑤ その他 
◎第 16回これからの島のくらしを考える市役所 

「次の世代に受け継ぐまちづくり～地域で取り組む空き家対策～」 

   講師：NPO法人空き家相談センター理事長 

      アトリエ・キューブ建築設計一級建築士事務所代表 

      橋詰 慎さん 

日時：令和 6年 1月 20日(土)10：00～12：00 

会場：福良地区公民館 2階 

成果と今後の展望 

今年度は、地域づくり応援セミナーの対象を島内の高校生とした。3年前に SODAで企画し、実施したのが始まりである。

島内の高校生が一堂に会してそれぞれの地域活動や研究発表などの場は今までは、ほとんどない中、コロナ禍もあってこう

した場は持てなかったらしい。昨年は淡路青少年交流の家と。今年度は淡路県民局が主催で SODAが共催という形で開催

されることとなった。また、3年目を迎えるにあたってその必要性を感じ、高校の先生方の中にも一緒にこうした企画を進

めようと実行委員になってくださる方も生まれてきている。SODA 発信の企画が地域に根付いていくような期待が膨らん

でいる。今後の進め方を考えていきたい。 

 次に第 16回島の市役所では、昨年度の福良地域のビジョンづくりを終え、そのアクションプランとして「空き家対策」

を提案する。当日は 40人を超える参加者で、講演の後の質疑応答も具体的な問題が出された。南あわじ市役所からも課長

をはじめ職員の方々も参加。市役所として提供できる制度についての説明もされ、「これからの島のくらしを考える市役所」

がめざす参画と協働が形となって市民向けのセミナーができた。セミナーは大変好評だったことを受け、今後も NPO法人

空き家相談センター、市役所と連携しながら、まずはこうした会を継続し開催することとなった。 
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１． 目的、課題 

この事業は、昨年度、獣害対策で伐採した木を使用し、SODAの仲間たち(ひきこもり等)が手掛けた木工製品や淡路島の農家直送の野

菜などを販売する「つながりマルシェ」を、洲本実業高校の生徒さんたちと一緒にイベントとして神戸で開催したことがきっかけとな

り、さらに島のコミュニティビジネスやソーシャルビジネスのような課題解決につながる拠点として。また文化交流の場や情報交換の

場としての拠点と位置付けて、島と神戸を繋ぐ市民活動の拠点づくりをし、今後継続可能な活動となることを目的とする。また、その

協働相手である神戸市内の NPO 法人フクロゥの夢がちょうど SDGs 活動の一環として「新聞紙によるエコバック」づくりについて

は、神戸発信の事業を、淡路島内の高齢者やひきこもり、障害者などの孤立防止の事業として取り組みを広げていきたい。 

 
２． 活動内容 

島と神戸を結ぶ「つながりマルシェ」の開催（会場：神戸市東灘区） 

SODAが支援している仲間たち（ひきこもり等の就労弱者）が製作している雑貨 

や島内の農家、事業所等の野菜、加工品の販売。 

令和 5 年 6月 24日 (集客数：約 ９0 人) 

     7 月 22 日(集客数：約 120 人) 

         8 月 26 日(集客数：約 8０人) 

     9 月 30 日(集客数：約 ３0 人) 

    10 月 28 日(集客数：約 100 人) 

    11 月 25 日(集客数：約 70 人) 

    12 月 17 日(集客数：約 150 人) 

       洲本実業高校の生徒さんたちによるワークショップ、販売 

令和 6 年 1 月 27 日(集客数：  人) 

  「淡路人形浄瑠璃青年研究会」による ご祝儀戎舞（えびすまい）の上演と交流 

島と神戸を結ぶ「新聞紙によるエコバック」運動 

 SＯＤＡがめざす「誰もが役割のある社会」の一環として独居老人やひきこもり等の活動

の一つとして普及していきたいと考えている。そこでまずは、その実践活動とネットワー

クづくり、仕組み作りに取り組んでいく。 

  ・令和 5年 8月 25 日(金)13：30～：市役所多目的ホールにて 

   「南あわじ市消費者協会 エコバック研修会」(参加人数：19 人) 

     講師：NPO法人フクロゥの夢 理事長 豊田幸聰 

  ・令和 5 年 10月 16 日(月)13：30～：吉備国際大学農学部（50 人） 

    「エコな新聞閲覧台を創ろう」  

     講師：NPO法人フクロゥの夢 理事長 豊田幸聰さん 

  ・令和 5 年 10月 17 日(火)10：00～：島の学舎(4人) 

    「ひきこもり・不登校等の親子向けエコバックづくり」 

      講師：NPO法人フクロゥの夢 理事長 豊田幸聰さん 

  ・令和 6 年 2月 28日(水)13：30～ ：南あわじ市中央公民館 

      主催 南あわじ市社回復し協議会 

「~知る・認め合う・つながりあう～エコバック研修会」 

      講師：NPO法人フクロゥの夢 理事長 豊田幸聰さん 

 

 

 

 

「淡路島と神戸を結ぶ新たな拠点づくり」事業 

認定 NPO法人ソーシャルデザインセンター淡路 

３． 成果と今後の展望 

 「つながりマルシェ」については、毎月、開催していると顔なじみ

になってこちらの活動に興味を持ってくださる方が少しづつ増えてく

る。また淡路島出身の人たちが懐かしそうに来てくださる。「ひきこも

り、不登校の問題はどこも同じで共感を得ることが多くある。また、

こうした事業を通して応援団になりたいという人が二人できたことは

大きな成果である。高校生の参加した 12 月のマルシェのことで、東

灘高校とのご縁もいただき、来年度から神戸大学との連携で始めよう

としている「つながりカフェ」を東灘高校とも連携することになりそ

うだ。また、SODA では空き家問題にも取り組んでいるので神戸の

方々の移住などのご案内もできるかもしれない。「エコバック運動」も

地元南あわじ市を中心に活動の輪が確実に広がりつつある。こうして

一歩前に出ることでの新たな可能性にワクワクしている。 
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中間支援活動助成(創設支援事業) 報告資料　「地域活動エンパワーメント事業」 (2年目) 

つくる、つなぐ、つどう、まちコミュニティ。 

NPO法人 いながわリンク 
■参画協働　■交流促進　■情報収集・提供　■相談支援　■運営管理 

それぞれの「できる」を持ち寄りながら、たくさんの人と一緒にまちのことをかんがえて楽しみたい。そんな気持
ちで、既存団体の活動相談や新規団体の立上げなども含め、住民同士は勿論、行政や事業者などとも繋いで支援で
きるような取組が行えるよう、2021年末に NPO法人を取得しました。住民のシビックプライド(地域への関心や愛
着・活動意欲など)を育み関係性を築くこと、またその結果として地域の活性に寄与することを目的として、個人
や団体・事業者・行政間の参画と協働をもって地域や世代の交流に関する活動を行なっています。 

①相談業務→認知度とともに相談件数昨年比130% 
　＊つながり～いな☆カフェ　5回開催(5月/7月/9月/11月/1月) 
　＊つながり～いな☆カフェzoom　6回開催(4月/6月/8月/10月/12月/2月(予定)) 
　→町内に建設された物流施設のカフェスペース利用とオンラインを併用して定期的に開催 
　＊ちょこっと相談会→③のリンクマルシェキャラバン内で開催 

②情報収集・提供→提供ネットワークの整理と再構築 
　メール/YouTube/ブログ/Facebook/Instagram/Twitter/ホームページ 
　 (世代別に普段使っている様々な媒体に合わせられるよう工夫)  

③人材育成の取組→２年目強化項目 
　＊イベント活動チャレンジ→「リンクマルシェキャラバン」 
　・イオンモール猪名川　(8回：4月/6月/7月/8月/9月/10月/11月/2月(予定)) 
　＊オープン研修・勉強会　(4回：SDGs/防災/広報/話し方) 
　＊学生ボランティア４名→新規：高校生２名、大学生１名 

④書類作成指導業務→個人や団体に訪問や①の場で随時対応 
　・NPO大学(12月/1月)/協力サポート、動画編集 
　・各種印刷物(チラシやパンフレット)の企画や制作サポート 

⑤その他(NPOに係る調査研究など)  
　＊地域の活動団体取組調査→YouTube「いながわリンクAIR RADIO/のぞいてみるみる」取材、編集、配信 
　＊地域の中での課題研究(アンケートなど)  
　・大学生と猪名川町について考えよう(8月/10月/11月) 
　・「二十歳のつどい」式典参加者アンケート(2024年1月) 
　＊地域で活動する人や団体の活躍や交流の場づくり 
　・wacca◎wacca(5回：4月/6月/7月/9月/10月)まちづくり協議会館 
　・下記⑥のイベント多数開催 

⑥協働・連携 
　・【主催】竹キャンドルナイト(6月)猪名川町総合公園｜子ども食堂、まちづくり協議会 
　・【協力】大野山CLEANDAY(3月/7月/11月)大野アルプスランド｜柏原森林組合 
　・【協力】いながわ星まつり(9月)大野アルプスランド｜猪名川町天文台運営委員会 
　・【連携】総合計画住民ワークショップ参画(11月/12月/1月/2月(予定))｜猪名川住民力向上委員会 
　・【協力】いながわ星旅(12月３週連続)日生中央駅前広場、元宿泊施設、大野アルプスランド｜猪名川町観光協会 
　・【連携】祝・二十歳のつどい(1月)猪名川町文化体育館｜二十歳のつどい実行委員会 

成果・課題・展望▶︎認知度が高まり活動メンバーの年齢層、相談件数、協働・連携先も増加し広がる一方で、業務や情報
の整理が必要に。あらためての意思共有や事業内容のアップデートを常に意識して、次のステップへと歩みを進めたいです。
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３ 事業成果、または明らかになった反省点や課題

加古川市 新野辺第⼀町内会 加古川市 砂辺町内会

加古川市 ⻄公⺠館 加古川市 新野辺第五町内会

神⼾新聞 東播 記事 BAN-BANテレビ放送

「自主防災活性化事業」

１ 事業が⽬指すところ
団体名：NPO法人One by one

①防災意識の普及啓発                         
②居住地域の防災を担う⼈材育成                    
③防災減災のために活動されている個⼈・団体・町内会への⽀援。

１部 防災講演 講師/頼政良太 ２部 ５町内会防災取組の発表

２ 事業内容

「かこがわ防災メッセ」            
    防災講演/５町内会防災発表

「避難所HUG」                             
5箇所（全事業11箇所）

DIG（ディグ/災害図上訓練）では、仮想地図ではなく、居住地域の地図で実施できる体制を
整え研鑽して地域の防災学習に活かしたい。

⑴成果：個別避難計画策定の有効性を伝え地域防災の活性化を促すことができた。避難所運
営ゲームHUGでは防災学習を加えることで気づきや認識での理解を深めることができた。
⑵課題：防災や減災の意識が低く取り組みの無い地域での防災学習の実施。

「防災学習・防災訓練」              
5箇所（全事業10箇所）

「神⼾新聞」11/3 記事             
「BAN-BAN ネットワークス」      

11/17〜23 放送データ

４ 今後の展望、成果の活⽤
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事業報告書  

 『Ｎｅｘｔ Ｓｅｅｄｓ プロジェクト』 しんぐう☆みらい研究室  
～協働・共創社会の実現と新たなまちのカタチから未来を創造する～ 

              【しんぐうＮｅｘｔ】 

１.事業が目指すところ 

 まちの新たな自治のカタチを検討し、地域全体でさまざまな課題を解決していけるような核になる組織
を作り出す事業を行う。それにより、自治会組織を補完しながら、より効率的なコミュニティ活動を展開し、
情報の伝達・共有をスムーズにできるような環境を整えていく。まちの様々な組織や団体との間でネット
ワークを構築しながら、『未来を創る』活動につなげていきたい。また、町内において議論されている小学
校の統廃合や小中一貫校、廃校の跡地利用などの未来を考える議題に対しても幅広いつながりを活かし
た話し合いや取り組みの方法を模索していける組織づくりを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

２.活動内容 
☆今年度は、「まちづくり協議会」の設立を目指していましたが、もう少し時間をかけながら進める方が良
いと判断しました。その上で、まずは、「新宮地区まちづくり連絡協議会」を設立し、情報の共有をしながら
実際に課題を一つずつ明らかにし、できる事から進めていく事になりました。最初の課題として取り上げた
のは、『旧新宮高校跡地』と『旧町役場跡地』の今後の展望について。長いあいだ進展のないこの事柄につ
いて、行政側の担当課に今後のすすめ方を教えてほしいと嘆願書を提出する為準備をしている。（２月下
旬）・・・【協働・共創】 
 
☆たつの市社会福祉協議会新宮支部と龍野北高校の学生さんをつなぎ地域課題（買い物支援・移動支援、
にぎわいづくり、担い手不足など）について話し合う場を作りました。・・・ 【健康と福祉の充実】 
 
☆光都地域で地域団体と共に地域課題（販売店の閉鎖問題、外国人住民の支援、まちの協働についてな
ど）の解決に向けた取り組みを実施してきました。・・・ 【協働・共創】 【未来を創る】 【にぎわいの場を作る】 
 
☆しんぐう☆みらいサロン開催。（まちの未来について語る会） 
  〇龍野北高校で福祉をテーマに開催。・・・ 【未来を創る】 【健康と福祉の充実】 
  〇『若者の結婚と子育て』をテーマに実施予定（２月２３日）。・・・ 【教育・子育ての環境を整える】 
 
☆『たつのｄｅ懇話会』の開催。 

 たつの市内で魅力的な地域づくりされている方を集めて『まちづくり』と『観光』をテーマにワーク
ショップや交流をする懇話会を計画中。（令和６年２月２１日（水）１８時～志んぐ荘で開催予定。） 

 
※新宮町内に報告資料を各戸配布する予定（２月下旬） 
 

ＨＰ ＦＢ 

3.成果や課題点 
 『まちづくり協議会』を作るということを目標に活動していますが、様々な組織や団体が存在するまちの
カタチの中で、皆さんに理解して頂き、同じ方向を向いてもらうことはなかなか難しい試みであり、かなり時
間がかかることだと気づきました。ただ、これはある程度想定内であり、あまり無理に進めすぎず、丁寧な
説明と情報の開示や提供が必要だと感じています。その上で、連絡協議会として組織の目的を変更し、皆さ
んに情報の共有をしていきながら、地域課題の解決に向けて少しずつできる事を実施していく事で住民の
皆さんに理解と共感をいただけるように尽力していきたいと考える。 
同時に、ミッションテーマごと（協働と共創、未来を創る、賑わいを作る（集いの場、観光など）、健康と福祉の
充実、教育環境を整える）に事業を展開していく事でそれぞれの分野で協働が生まれ、アプローチが可能に
なったことは大きな成果となりました。今後もそれぞれのテーマで取り組みの内容を作りこみながら、少し
ずつでも課題を改善していけるような動きをしていきたい。 
 
4.今後の展望、成果の活用 
今年度、『まちづくり』と『観光』をテーマに懇話会を開催予定であるが、テーマを変えながら毎年恒例事業と
して継続していけるような仕組みにしていきたい。その上でまちをみんなの力で盛り上げていけるようなカ
タチに醸成していきたいと考えている。また、若い世代の協力をもっと増やしていけるように、若者の意見を
聞いたり、声掛けや活動参加がしやすいような努力を今後も続けていきながら、地域全体の共感や期待を得
られるよう進めていきたい。 

左：みらい☆サロン（龍野北高校ボランティア部）⇒ 

右：光都地域の課題について協議（月一回）  ⇒ 
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事業報告書  

『しんぐう☆まちあそび２０２３』 
 【～まちが人を育む、人がまちを育む『まち育プロジェクト』～】 

                    【しんぐうＮｅｘｔ】                       

3.成果や課題点 
 今年度の『まちあそび』もたくさんの方に参加していただきました。参加者のみならず、協力者やマイスターさんも
少しずつ増え、事業の趣旨に賛同してくれる方や共感してくださる団体さんなども広がりを生んでいます。 
今年度は、新たに人材バンクのような仕組みを作り地域内にマイスターを派遣する事業も実験的に開始しました。福
祉施設やこども園などの施設にマイスターさんに来ていただき、学びや交流を生み出せたことは今後の新たな展開
につながると考えます。また、多方面から様々な反響をいただき、小学校の児童向けの体験事業にお声掛け頂けたり、
他の地域からの視察や研修依頼が増えたりとおかげさまでこの事業の良さを皆さんに認知して頂けていることを実
感しています。 
 課題点は、昨年度も上げさせていただきましたが、この事業を継続して実施できるようにする方法（参加費を有料
にする。ボランティアを有償にする等）を今後も考えていく必要があることです。今年度のイベントでは有料化や企業
との協働を行い事業費に充てる試みをしてきました。しかしながら、事業を継続的に循環できる仕組みにまでには至っ
ておらず、ボランティアと収益事業とのバランスなどをまだまだ研究していく必要があると感じます。 
 

4.今後の展望、成果の活用 
 これまでのご縁により新たな企画も生まれています。大規模イベントの開催だけではなく、一人一人に行きわたる
ような地域教育を目標に、『まち育事業』として整えていきたいと考えています。出張授業やマイスターの派遣など、
これまでには無かった教育のカタチも模索しながら、子ども達の将来の夢や職業につながるような取り組みになれ
ばと考えています。そして、都会から地元に戻りたい！！と思ってもらえるような、地元愛を育める事業になっていく
事を期待しています。 

１.事業が目指すところ 

 過疎化、少子高齢化、若者の町外流出など新宮町の地域課題を解決するべく、若い世代を中心としたにぎわい
創出事業に取り組んでいる中、この『まちあそび事業』では、子どもや親子向けの学びや体験などを集め、「学校
では教わらないことを地域が担い、伝える！」を目標に活動している。 

 子ども達の教育において、自然・職業体験などの学びの場は必要不可欠なものであり、その体験が将来の夢
や新たな興味、関心につながり、子ども達の未来にとって大変貴重な経験になると考える。 

子供たちの学びの場を地域の力で生み出すことにより、まち全体で子ども達の興味や関心を引き出す事や、参
加者の夢や目標につなげていく活動にしていきたい。また同時に教える側の生きがいづくりや地域内交流を生
み出す事業にしていく事で、地域全体で人を育む環境を整え、『まち育』事業として全体をつなげていきたい。そ
して、地域の力や学びの力を使い、みんなが楽しめるまちにしていきたい。 

 ２.活動内容 

新宮町内の自然や人などの地域資源を活かした親子・子ども向けのワークショップや体験プログラムを実施
する活動を行う。その中で、新宮に遊びに来てもらい『新宮町の魅力発見』や『新宮で楽しむ！』をテーマに地
域住民をはじめ市内外の人々の交流を促進し、活気ある「まちづくり」「賑わいづくり」を創出する事業を行う。
今年度は、【人材バンク】のような仕組みを作り、マイスターを地域に派遣する事業にも取り組んだ。 

☆実施事業☆《しんぐう☆まちあそび2023》 【（）内は開催場所・参加者人数、[]は協働先】 
【１．しんぐう☆まちあそび】  [たつの市/消防団/ボランティア協会] 

  ７/８（土）  しんぐう☆七夕ナイト（新宮総合支所・約３００名） 

【２．しんぐう☆農家体験】  [たつの赤とんぼクラブ/市内農園] 

 ６/１８（日） 【もち米の田植え】（けんたろう農園・６組２０名） 

 ７/８（土）  【マメ部：タネ撒き】（右田農園・５組１２名） 

 ７/１８（火） 【マメ部：定植】（右田農園・６名） 

 ８/６（日）   【マメ部：土寄せ】（右田農園・４名） 

 １０/２２（日） 【もち米の稲刈りとハザがけ体験】（けんたろう農園・６組２０名） 

 １１/４（土）   【サツマイモ収穫体験】（右田農園・４組８名） 

 １２/１０（日）  【餅つき体験】（けんたろう農園・８組２４名） 

      ※２月下旬にねぎの収穫体験を計画中！ 

【３．しんぐう☆謎解きミステリー】 [地域ボランティア/光都地域/ダイセル] 

  １１/１８（土） しんぐう☆謎解きミステリー（ひょうご環境体験館・１６０名） 

【４．しんぐう☆イルミネーション】 [新宮総合支所/自治会] 

       ※２月中旬ごろ～、新田山ライトアップイベントを企画中。 

２月下旬   まちあそび事業報告＆マイスター募集チラシ作成予定。 

          新宮町全戸配布及び行政施設等配布予定（６０００部）。 

 

「七夕ナイト」 

ＨＰ ＦＢ 

「マメ部」 

「謎解き」 

「餅つき」 

94



Ｋ Group

（特非）市民事務局かわにし 「ＮＰＯ大学・マナビ塾」2023

（特非）高砂海文化21C 海洋プラスチック問題を伝える、学ぶ、ヨットでのごみ回収実証

（特非）奥播磨夢俱楽部 中山間地域における地域づくり支援事業

（特非）ミャンマーKOBE ミャンマー人への支援・交流事業

生涯学習応援隊so-so.39 SRHRたんばプロジェクト　その１

自由演劇倶楽部　えん 市民による自由演劇倶楽部の推進事業
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ＮＰＯ大学“マナビ塾”2023 
特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 

中間支援活動助成 

| 26年間の積み重ね 

・「NPO 大学」事業は、1997 年に神戸で産声を

上げ、兵庫県内 NPO 法人の持続可能な運営を

目的に「NPO マネジメントスクール」、「NPO

大学」、再び「NPO マネジメントスクール」、そ

して「NPO 大学“マナビ塾”」と呼称を変えなが

ら 26 年間実施されてきました。 

  

・長年の運営主体であった「認定 NPO 法人 CS

神戸」からバトンを引き継ぎ、2015 年度より

「NPO 法人市民事務局かわにし」が実施して

います。 

| 成果 

中間支援の相互エンパワメントと地域情報の交換 

 

 

 

 

 

 

 

「点」ではなく「面」による 

市民活動の支援へ 

サポート：CS 神戸 

NPO大学マナビ塾 

マネジメント相談 

協力：いながわリンク 

| 基礎編はオンライン、実践編は対面セミナー！ 

 

| 実施報告 

 

・日時：基礎編（オンライン開催、オンデマンド配信あり） 

①2023 年 12 月 14 日（木）14:00-14:40 

       ②2023 年 12 月 15 日（金）14:00-14:40 

    ③2024 年 1 月 22 日（月）10:00-12:30 

    実践編（対面セミナー） 

    2024 年 1 月 31 日（水）13:00-17:00 

 

・会場：川西市 市民活動センター 

        男女共同参画センター 

・協力：NPO 法人いながわリンク 

 

・申込：基礎編 10 人（NPO 法人、任意団体など） 

実践編  9 人（NPO 法人、任意団体など） 

主催：市民事務局かわにし 
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「海洋プラスティックごみ問題を伝える、学ぶ、ヨットでのゴミ回収実証」 

 

（特非）高砂海文化 21Ｃ 

1 事業が目指すところ 

 我々が活動している高砂市は加古川支流の堀川を通じ播磨灘に面しております。ここにも少なからずプ

ラスチックごみが浮遊しております。この現状について、従来よりいろんなイベント開催時において、海

洋環境の保全を訴えてきました。 

この度、これら海洋プラスチックごみ問題を地元小、中、高校生を始め多くの一般市民に伝える事、さら

に自らも浮遊するプラスチックごみをヨットに乗って回収する事を目指しました。 

 

2 活動内要 

実施済みの活動では、10 月 28 日に、トリニティ体験学習（①郷土の歴史を学ぶ、②海洋プラスチッ 

ク問題を学ぶ、③江戸の北前船とヨットの動く原理は同じ）を実施しました。 

① は地元の歴史に精通した方に講師をお願いし、②は当ＮＰＯのメンバーによる環境講座（①，②共、

工楽家旧宅内で座学）③は 2 隻のヨットに分乗して実施しました。（午前、午後 2 班に分けて実施） 

     

出航前の安全指導            見にくいですがプランクトンネットを引いています 

 

3 成果や問題点 

 上記、体験学習のほか、高砂町内で活動しているボランティア団体（ルネサンスみなとまち高砂、高砂

町づくり協議会）と環境テキストを用いて「海のサロン」を開催し海洋プラスチックごみ問題についてヂ

スカッションしました。その中では、我々が主に活動している加古川下流域だけでなく上流から

食い止める事が重要である等、問題意識の共有化を図る事が出来ました。 

海のサロンは各ボランティア団体のメンバーに参加してもらったので参加者募集に関して、スムーズには

かどりました。一方トリニティ体験学習は高砂市内小中学生の全校生徒対象に約 7000 枚を配布しました

が応募状況は芳しくありませんでした。参加された方々からは一応に高評価を頂いていますが、募集方法、

時期等に問題があるのかもしれません。 

 

4 今後の展望、成果の活用 
播磨灘高砂沖でのマイクロプラスチックの定期的な採取と、そのデーター化が出来れば、

その実態を当該の行政・団体へ提供する事が可能になります。又当該行政を通じて海に接し

ていない加古川上流域の市町村への情報発信も行う事が出来ます。 
企業や専門団体と連携してさらに海の環境課題を座学による理論とヨットでの現場検証を実

践して参加者にはワンステップで体験出来ることをアピールし参加者を募る事で、体験型観

光の実証につなぐことも可能です。 
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(1)相談室の運営
面談・Web・電話・メールなどで対応
相談件数9件・回数36回 地域づくり団体など対象

(2) 情報提供、ネットワーク･ＷＳ運営サポート
①地域作り団体などへの情報提供 8件
②ネットワーク･ＷＳ運営サポート 回数 8回・延べ数143人
今までにネットワークを組んでいるエリアと、新規エリアが
さらに広域にネットワークが広がって行くよう働きかけた
(奥播磨･宍粟市団体3団体、佐用町1団体、鳥取市2団体)

(3) 人材育成
講演会＆座談会

「これからを生きる自分たちのために 今 動きだそう!」
対象者 :環境問題や消費、若者支援などに関心のある団体
日 時 :１月20日(土) 場 所:宍粟防災センター
講 師 :NPO法人夢ノ森伴走者CUE 代表 向山遥温氏
参加団体:4団体（社会福祉協議会、消費者協会、文化大学、地域団体）

(4) 書類作成指導 広報印刷物やその他の資料作成サポート 7件
(5) その他

１．地域情報便「おくはりまNEXT2023」B5冊子500部
テーマ:持続可能な仕組みづくり・ネットワークづくり

２．鳥取県鳥取市鹿野町で活動する団体の研修受入れ 人数20人
テーマ:宍粟市山崎町のまちづくり事業取組み・歴史文化、世代交代の実践について

3．ネットワークづくり動画作成として講演会の様子を撮影し、PRに活用していく。
講演会では「インスタライブ」配信し、会場に来れなかった人に向けの発信を行った

中間支援活動報告資料

基本事業：

（特非）奥播磨夢俱楽部

１事業が目指すところ
中山間地域である奥播磨において、地域づくりの課題解決のための相談室を開設し、相談・助言を行うこ

とにより持続可能な地域づくりをめざす。令和５年度は、ＮＰＯネットワークづくりのほか、中山間地域で
活動している地域づくり団体が活動を続けていくための支援を行う。ワークショップにより、地域づくりに
主体的に取り組む人材や地域と多様に関わる人の確保するため方策を話し合う。外部からの人材確保により
地域の新たな取り組みが始まり、地域が継続していけるよう支援する。

２活動内容

(1) 成 果
①「これからを生きる自分たちのために今動きだそう」をテーマとした講演会をNPO法人夢ノ森伴走者CUE

代表の向山氏を招いて開催、市内外からの幅広い世代の聴講者が参集し、活発に意見交換を行った。
②講演会やWSサポートの現場に、NPO若手メンバーを配置し、スタッフの役割を担わせた。
③全国規模で活動しているNPOからの執筆依頼を受けて、2023年9月に水曜社から出版された「フットパス

による未来づくり」の中で、「広域ネットワークづくり」の１事例として、当NPOが進める中間支援的な
取組みの実践内容について紹介している。

④当NPOの推進する多様性あるネットワークを活用した中山間地域における地域づくり支援の取組みが評価
されて国土交通大臣表彰「令和5年度手づくり郷土賞」一般部門」を受賞。（全国で13団体、近畿地方では
当NPOのみ選出された）

(2) 課題点
アフターコロナの社会の流れの中で、多世代多様な人材をどのように確保し、中山間地域のリーダーに育て
ていくかが直面している課題である。若い世代を講師に招き、若者の参集を呼びかけたが、思うように集ま
らず、これまでの経験が活かしづらいところはある。試行錯誤しながら、人材の確保を進めていく。

３成果や課題点

４今後の展望、成果の活用

多彩な講師陣を招いた講座の開設や当NPO独自のワークショップの定期的な企画、地域資源を活用した企画
を実施したい団体のサポート、多様な人材交流の場を提供により、直面している課題解決につなげて行く。

今後も地域特性に応じた中間支援を継続し、ネットワークを活用して持続可能な中山間地域づくりをめざす。

団体間ネットワークづくり
ワークショップ(11月７日)

広域ネットワークづくり
のワークショップ(10月22日)

地域資源を活用したワーク
ショップ(６月４日)

これからを生きる自分たちの
ために今動きだそう講演会

(１月20日)
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「ミャンマー人への支援事業等」 

 

特定非営利活動法人ミャンマーKOBE 

１ 事業が目指すところ 

  生活上の困難を抱えるミャンマー人に対し、冬服・食料等の支給を行い支援するととも

に、写真展等により市民のミャンマーへの理解を促進する。 

２ 活動内容 

(１) 生活相談会の実施 

神戸在住・在勤等のミャンマー人から、面談や電話・メール等により、生活・住居・

仕事等に関する相談を受け対応を行った。 

(２) 食料等の支給会 

〇冬服等プレゼント会 

     日本で暮らすミャンマー人にとって日本の冬の寒さは厳しい。生活が苦しいミャ 

ンマー人を対象に、寄付を受けた冬服や寝具をプレゼントした。 

 

(３) ミャンマー伝統行事の開催 

11 月 5 日（日）、ふたば学舎等において、ミャンマーの伝統的な祭り「カテイン祭り

（袈裟祭り）」を、在神戸ミャンマー人グループと共に開催した。 

 

(４) ミャンマーに関する活動の市民等への紹介 

10 月 11 日（水）～10 月 19 日（木）、ひょうご国際プラザ交流ギャラリーにおいて、

「プラス１ネット」と共に、ミャンマー絵画展「ぼくかわいい！わたしかわいい！」

を開催した。 

３ 成果 

   多くのミャンマー人に冬服や食料を支給し、また各種相談に応じることにより、生活 

支援を行った。併せて、市民等に対してミャンマーの理解を促進することができた。 

４ 今後の展望 

  引き続き、これらの事業を継続し、ミャンマー人の生活支援等を実施していく。 
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SRHR　たんばプロジェクト その１

SRHR=Sexual and Reproductive Health and Rights、セクシュアル・リプロダクティブ・
ヘルス/ライツ、性と生殖に関する健康と権利について丹波市は遅れています。それを啓発
するためのプロジェクトをスタートさせました。
【Action１】 
団体メンバーが、シニア層に入り、それぞれの家庭事情で動きが悪くなっている。しかもジェン
ダーや性教育について活動する団体がない。できれば後進を作りたいと思い、昔、子育て支援の
事業に参加してくれた40代の女性に声をかけて、意見を聞き始めた。 
【Action２】 
丹波市の女性の健康や権利についての啓発活動、学校での性教育の現状を知るために、丹波市健
康課、丹波市教育委員会学校教育課、小学校長などを訪ねて情報収集した。 
【Action３】 
今年度の具体的な活動についてメンバーと相談。 
①神戸市立看護大学　高田昌代教授の講演会の開催 
②若者への啓発など、繋がりを作ること　　の２点を目標に進めることを決定。
• ◉活動報告◉ 
• 11月4日(土)  神戸市立看護大学　高田昌代教授の講演会開催。　「子どものカラダの健康と権利」　　
会場参加20名。１週間限定ネット配信　視聴115回 

• 県立氷上西高校で性教育授業実施　　11月7日、14日、21日の各２校時目　２年生34名対象　　　　
３回の授業内容、使用するパワポの作成をメンバーで実施する。授業後に次の進行の確認。 

• 県立西脇北高校からデートDV防止授業の依頼　12月20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
内容をメンバーと相談し、氷上西高の授業内容を盛り込んだパワポ資料を作った　　 
• 丹波市立看護専門学校へ高田教授の出前授業実施について相談　→希望はされたが日程が合わず次年度
へ。また、多様な性についての講義についてもリクエストされた。これも次年度の宿題へ。

生涯学習応援隊so-so.39
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市民による自由演劇倶楽部の推進事業 

自由演劇倶楽部 えん 

1. 事業が目指すところ  

地元神戸や兵庫県の民話を朗読劇風に発表して、地域おこしや地域交流に取り組みたい。地元の民話をさ

らに発掘していき、その地域の児童館やふれあい喫茶、老人会、カフェ、神戸市内のイベントなどで民話の普

及活動を続けるとともに舞台での公演にも取り組んでいく。また、地域のＮＰＯ団体等と連携した社会貢献

活動や『わいわい・がやがや おしゃべりカフェ in  「えん」』（居場所）等を通じて地域交流活動にも尽力し

ていく。 

2. 活動内容 

1. 地域の初心者の発声練習では大きな声を出すことや滑舌の

練習の機会を持ってもらう。 

2. 月 2 回のメンバーの朗読劇のレッスンは活動の基本で、昨

年後半からはより一層、技術に磨きをかけるよう取り組んで

いる。 

3. 毎週木曜日午前中の『わいわい・がやがや おしゃべりカフ

ェ in 「えん」』は文字どおり地域住民の触れ合いや居場所や交流の場になっている。 

4. 映画においては神戸の震災 30 年の節目に向けての作品などを計画している。 

5. FMYY(YouTube)でヤングケラーなどの社会問題の朗読劇の発表を、2024 年の 1 月からは「知らんかっ

たぁ～神戸のあんなこと、こんなこと」というタイトルで神戸の民話を中心に月に一度配信する。 

  

3. 成果や課題点 

公演をしたところではまた次も来てほしいとの要望が多く、地域の地域福祉センターやお寺、生協などと

の結びつきが深まっている。民話についてはどの世代でも驚くほど知られておらずやりがいがある。 

活動が広がるにつれ一部のメンバーの負担が大きくなり組織運営の工夫や改善が必要になってきている。 

4. 今後の展望、成果の活用  

神戸の民話を大事にしながら今後は舞台や映画に出る機会をつくりたい。これらを通じて地域活性化、地

域おこしをさらに進めたい。 

                                                               
北
向
き
地
蔵
(
三
宮
) 

活動の種類 メンバー 会場参加者数

発声練習 12 13

レッスン 266  ーーーー

朗読劇公演 59 365

居場所（ふれあい喫茶） 26 244

映画出演・上映会 24 335

ＦＭＹＹ 15  ーーーー

合計 402 957

2023年度 活動別年間延参加者数 
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Ｌ Group

（特非）市民事務局かわにし 「ＮＰＯ大学・マナビ塾」2023

（特非）高砂海文化21C 海洋プラスチック問題を伝える、学ぶ、ヨットでのごみ回収実証

（特非）奥播磨夢俱楽部 中山間地域における地域づくり支援事業

（特非）ことばルームへようこそ 「小さく生まれたり、医療的ケアの必要な赤ちゃんたちとそのご両親を先輩父母と医療
職がサポートします!」 カンガルーポー

（特非）ハッピーキッズひがし 『親子で楽しく体験活動』『長期休み・児童居場所づくり健全育成』支援事業

東灘こどもカフェ 学び実践を通じて ｢こ」 が輝き成長する事業
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ＮＰＯ大学“マナビ塾”2023 
特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 

中間支援活動助成 

| 26年間の積み重ね 

・「NPO 大学」事業は、1997 年に神戸で産声を

上げ、兵庫県内 NPO 法人の持続可能な運営を

目的に「NPO マネジメントスクール」、「NPO

大学」、再び「NPO マネジメントスクール」、そ

して「NPO 大学“マナビ塾”」と呼称を変えなが

ら 26 年間実施されてきました。 

  

・長年の運営主体であった「認定 NPO 法人 CS

神戸」からバトンを引き継ぎ、2015 年度より

「NPO 法人市民事務局かわにし」が実施して

います。 

| 成果 

中間支援の相互エンパワメントと地域情報の交換 

 

 

 

 

 

 

 

「点」ではなく「面」による 

市民活動の支援へ 

サポート：CS 神戸 

NPO大学マナビ塾 

マネジメント相談 

協力：いながわリンク 

| 基礎編はオンライン、実践編は対面セミナー！ 

 

| 実施報告 

 

・日時：基礎編（オンライン開催、オンデマンド配信あり） 

①2023 年 12 月 14 日（木）14:00-14:40 

       ②2023 年 12 月 15 日（金）14:00-14:40 

    ③2024 年 1 月 22 日（月）10:00-12:30 

    実践編（対面セミナー） 

    2024 年 1 月 31 日（水）13:00-17:00 

 

・会場：川西市 市民活動センター 

        男女共同参画センター 

・協力：NPO 法人いながわリンク 

 

・申込：基礎編 10 人（NPO 法人、任意団体など） 

実践編  9 人（NPO 法人、任意団体など） 

主催：市民事務局かわにし 
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「海洋プラスティックごみ問題を伝える、学ぶ、ヨットでのゴミ回収実証」 

 

（特非）高砂海文化 21Ｃ 

1 事業が目指すところ 

 我々が活動している高砂市は加古川支流の堀川を通じ播磨灘に面しております。ここにも少なからずプ

ラスチックごみが浮遊しております。この現状について、従来よりいろんなイベント開催時において、海

洋環境の保全を訴えてきました。 

この度、これら海洋プラスチックごみ問題を地元小、中、高校生を始め多くの一般市民に伝える事、さら

に自らも浮遊するプラスチックごみをヨットに乗って回収する事を目指しました。 

 

2 活動内要 

実施済みの活動では、10 月 28 日に、トリニティ体験学習（①郷土の歴史を学ぶ、②海洋プラスチッ 

ク問題を学ぶ、③江戸の北前船とヨットの動く原理は同じ）を実施しました。 

① は地元の歴史に精通した方に講師をお願いし、②は当ＮＰＯのメンバーによる環境講座（①，②共、

工楽家旧宅内で座学）③は 2 隻のヨットに分乗して実施しました。（午前、午後 2 班に分けて実施） 

     

出航前の安全指導            見にくいですがプランクトンネットを引いています 

 

3 成果や問題点 

 上記、体験学習のほか、高砂町内で活動しているボランティア団体（ルネサンスみなとまち高砂、高砂

町づくり協議会）と環境テキストを用いて「海のサロン」を開催し海洋プラスチックごみ問題についてヂ

スカッションしました。その中では、我々が主に活動している加古川下流域だけでなく上流から

食い止める事が重要である等、問題意識の共有化を図る事が出来ました。 

海のサロンは各ボランティア団体のメンバーに参加してもらったので参加者募集に関して、スムーズには

かどりました。一方トリニティ体験学習は高砂市内小中学生の全校生徒対象に約 7000 枚を配布しました

が応募状況は芳しくありませんでした。参加された方々からは一応に高評価を頂いていますが、募集方法、

時期等に問題があるのかもしれません。 

 

4 今後の展望、成果の活用 
播磨灘高砂沖でのマイクロプラスチックの定期的な採取と、そのデーター化が出来れば、

その実態を当該の行政・団体へ提供する事が可能になります。又当該行政を通じて海に接し

ていない加古川上流域の市町村への情報発信も行う事が出来ます。 
企業や専門団体と連携してさらに海の環境課題を座学による理論とヨットでの現場検証を実

践して参加者にはワンステップで体験出来ることをアピールし参加者を募る事で、体験型観

光の実証につなぐことも可能です。 
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(1)相談室の運営
面談・Web・電話・メールなどで対応
相談件数9件・回数36回 地域づくり団体など対象

(2) 情報提供、ネットワーク･ＷＳ運営サポート
①地域作り団体などへの情報提供 8件
②ネットワーク･ＷＳ運営サポート 回数 8回・延べ数143人
今までにネットワークを組んでいるエリアと、新規エリアが
さらに広域にネットワークが広がって行くよう働きかけた
(奥播磨･宍粟市団体3団体、佐用町1団体、鳥取市2団体)

(3) 人材育成
講演会＆座談会

「これからを生きる自分たちのために 今 動きだそう!」
対象者 :環境問題や消費、若者支援などに関心のある団体
日 時 :１月20日(土) 場 所:宍粟防災センター
講 師 :NPO法人夢ノ森伴走者CUE 代表 向山遥温氏
参加団体:4団体（社会福祉協議会、消費者協会、文化大学、地域団体）

(4) 書類作成指導 広報印刷物やその他の資料作成サポート 7件
(5) その他

１．地域情報便「おくはりまNEXT2023」B5冊子500部
テーマ:持続可能な仕組みづくり・ネットワークづくり

２．鳥取県鳥取市鹿野町で活動する団体の研修受入れ 人数20人
テーマ:宍粟市山崎町のまちづくり事業取組み・歴史文化、世代交代の実践について

3．ネットワークづくり動画作成として講演会の様子を撮影し、PRに活用していく。
講演会では「インスタライブ」配信し、会場に来れなかった人に向けの発信を行った

中間支援活動報告資料

基本事業：

（特非）奥播磨夢俱楽部

１事業が目指すところ
中山間地域である奥播磨において、地域づくりの課題解決のための相談室を開設し、相談・助言を行うこ

とにより持続可能な地域づくりをめざす。令和５年度は、ＮＰＯネットワークづくりのほか、中山間地域で
活動している地域づくり団体が活動を続けていくための支援を行う。ワークショップにより、地域づくりに
主体的に取り組む人材や地域と多様に関わる人の確保するため方策を話し合う。外部からの人材確保により
地域の新たな取り組みが始まり、地域が継続していけるよう支援する。

２活動内容

(1) 成 果
①「これからを生きる自分たちのために今動きだそう」をテーマとした講演会をNPO法人夢ノ森伴走者CUE

代表の向山氏を招いて開催、市内外からの幅広い世代の聴講者が参集し、活発に意見交換を行った。
②講演会やWSサポートの現場に、NPO若手メンバーを配置し、スタッフの役割を担わせた。
③全国規模で活動しているNPOからの執筆依頼を受けて、2023年9月に水曜社から出版された「フットパス

による未来づくり」の中で、「広域ネットワークづくり」の１事例として、当NPOが進める中間支援的な
取組みの実践内容について紹介している。

④当NPOの推進する多様性あるネットワークを活用した中山間地域における地域づくり支援の取組みが評価
されて国土交通大臣表彰「令和5年度手づくり郷土賞」一般部門」を受賞。（全国で13団体、近畿地方では
当NPOのみ選出された）

(2) 課題点
アフターコロナの社会の流れの中で、多世代多様な人材をどのように確保し、中山間地域のリーダーに育て
ていくかが直面している課題である。若い世代を講師に招き、若者の参集を呼びかけたが、思うように集ま
らず、これまでの経験が活かしづらいところはある。試行錯誤しながら、人材の確保を進めていく。

３成果や課題点

４今後の展望、成果の活用

多彩な講師陣を招いた講座の開設や当NPO独自のワークショップの定期的な企画、地域資源を活用した企画
を実施したい団体のサポート、多様な人材交流の場を提供により、直面している課題解決につなげて行く。

今後も地域特性に応じた中間支援を継続し、ネットワークを活用して持続可能な中山間地域づくりをめざす。

団体間ネットワークづくり
ワークショップ(11月７日)

広域ネットワークづくり
のワークショップ(10月22日)

地域資源を活用したワーク
ショップ(６月４日)

これからを生きる自分たちの
ために今動きだそう講演会

(１月20日)
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特定非営利活動法人
ことばルームへようこそ

１．背景と目的
医療先進国で守られた命があるからこそ、「世界でもまれな高度医療機器で子どもの命を家庭で
見守る」という難しく厳しい日々が，人知れず父母の努力で続けられています。子どもが育つ地域
で、医療的ケアや見守りを必要とした乳児を持つ親同士が安心して自然に出会い、子育てや医療、
発達相談も受けられるような居場所づくりが必要とされています。参加家族とスタッフにとって温
かく楽しい居場所を作ることがカンガルーポーの目的です。

カンガルーポー

医療職が職場を出て先輩父母とともに

相談サポートの出来る居場所づくりをします！

対象となるご家族

小さく生まれたり、医療的ケアの必要な赤ちゃん

24時間 目の離せない看病と家事育児を担う親

終わりの無い家事

長時間の経管栄養

１食3〜4時間かかるこ
ともあり。

管が抜けると大事故に
つながることも

夜間も続く痰の吸引
幼い兄姉

同じ経験をもたない知人やママ友。 心配してくれるけど。

何でも話せたり相談出来る人が身近におらず、引きこもりがち

そうそう心配を

かけられない親

常に酸素濃度のアラーム音におびえる毎日

カンガルーポー

こころの相談
認定/臨床心理師
医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

ポーおんがく隊

看護師

ことばを育む
言語聴覚士

先輩父母

地域の病院や保健師さんからの案内

カンガルーポーは植物の名前でその花はカンガルーの手のような形をしています。

親同士の手と手をつなぎ、その手に安心と勇気と情報を渡すことができればと思い名付けました。

２．令和5年度の成果
●地域の保健師さんからの案内で小さく生まれた赤ちゃん親子の参加が続き、毎月の開催ができました
●スタッフに恵まれ，企画や広報，保育などカンガルーポーの内部組織の基礎が構築されました
●企画の活躍でヨガ，絵本読み聞かせ，手形やおもちゃ作り，ネイル，など毎回参加者全員で楽しみました

●保育の活躍で赤ちゃんや兄姉を同じ会場で預かる体制に。父母が安心して企画に参加でき、喜ばれまし
た
●広報の活躍でホームページが充実しインスタも開始。認知・理解度が向上、問い合わせが増加しました
●ポーおんがく隊がスタッフで結成され，毎回ライブ音楽を楽しんでいただけるようになりました．
●尼崎市協働推進課からの案内で、尼崎市のふるさとチョイスにNPO法人として参加することが出来ました
●尼崎市の低出生体重児のお子さんの家族に配布される「あまっ子すくすく手帳」にカンガルーポーが
掲載される予定となりました

遊びのプロによる楽しい
親子時間の提案 保育士

カンガルーポーHP．Instagram
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『親子で楽しく体験活動』『長期休み・児童居場所作り＆健全育成』支援事業 

特定非営利活動法人ハッピーキッズひがし 

1. 事業が目指すところ 

少子高齢化、核家族化、３歳児以上保育無償化による保育園利用者の低年齢化、さらには、コロナ感染症による活動

制限等のため、特にこの３年間ほどは、子育て世帯の孤立化が進んでいる。近くに子育てについて相談できる人がいな

い、周りにお友達がいない、子ども達が充分な体験・経験を出来ておらず、子どもの発達に支障をきたしている。また、児

童においても、一人で家でゲームをする機会が増え、友達とコミュニケーションをとって、一緒に遊ぶことができない児童

が増えている。共働きにより家庭学習が充分にできていないケースもみられる。いろんなことを体験できる場、話をできる

場を作り、楽しく子育てができ、子ども達が心身ともに健全に育つような支援が必要である。 
 

2. 活動内容 

【親子体験活動の実施＆育児相談】 

 ふれあいスポーツデー（10 月 22 日） 

 人形劇とふれあい遊び（11 月 24 日） 

・パネルシアター『ころころパンケーキ』他 

・食育指導（綿菓子） 

 クリスマス会＆ふれあいコンサートⅠ（12 月 8 日） 

・楽器遊び／ハンドベル／マンドリン演奏など 

・食育指導（ホットケーキ）／子育て相談（主任児童委員） 

 節分豆まき＆ふれあいコンサートⅡ（2 月 2 日） 

・節分・豆まきの由来などのお話／音楽とふれあい遊び 

・食育指導（きな粉飴）／子育て相談 

●長期休み 児童宿題お手伝い＆体験の場・遊び場の提供 

 7 月 25 日 折り紙教室『朝顔・ひまわり・夏の虫など』 

 7 月 31 日 料理教室『たこ焼き＆ゼリー』 

 8 月 1 日 ボーリングで遊ぼう 

 8 月 2 日 工作教室・ワイヤークラフト 

『タオルアイスキャンデー』 

 8 月 4 日 工作教室『ランプシェードを作ろう』 

 8 月 7 日 工作教室・クラフト工作『小物入れ』 

 8 月 8 日・10 日・17 日 読書感想文・生活作文を書こう 

 8 月 22 日 紙飛行機大会 

 8 月 24 日 料理教室『ホットプレートでパンを焼こう』 

 8 月 28 日 夏祭りデー（魚釣り、スーパーボールすくい等） 
 

3. 成果や課題点 

(１) 成果 
コロナが 5 類になったため、ようやく多くの人が集える機会、食育 

などを企画・実施できた。親子体験活動では、身体を動かしたり、 
親子でふれあい遊びをしたり、手作りおやつを一緒に食べたり、 
楽しい時間を過ごすことができた。 

   夏休みの幼稚園・小学生プログラムは、異年齢の子どもたちが 
協力し合って、活動をし、遊ぶことができた。特に、夏祭りデーでは、それぞれが自分で考えて制作し、ルールを決め
て、店番をしっかり果たした。小学生は、幼児さんのお手伝いも自主的に行えた。 

(２) 反省点 

複数の団体と協働したり講師をお願いする場合、日程の調整や会場の調整が難しく、予定していた講師さんに来て
もらえなくなったり、親子参加行事が他と重なってしまい、参加者を増やすつもりが、減らすことになってしまった。 

 

4. 今後の展望、成果の活用 

 駐車場が広い、走り回れる、調理ができる、幼児連れ親子からお年寄りまで利用している、という場所の特性を活かし、
親子ふれあい遊びや幼児・学童の体験・遊び・学習など子育て支援活動に、シニアも参画し、活気ある地域づくりに展開
できればと良いと思う。 

 

 

 

 

『ふれあいスポーツデー 親子で競技』 

『クリスマス会 楽器遊び＆食育』 

料理教室 

『パン作り』 

 『夏祭りデー （子どもたちの手作り祭り）』 
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Ｍ Group

（特非）NGO神戸外国人救援ネット 地域で孤立する外国人の相談・支援活動

（特非）なごみ 協働体制で構築する新たな地域づくり中間支援事業(2年目）

兵庫県健康生きがいづくり協議会 健康生きがいづくり

（特非）親子会エルフ 親子会 ～大人も子どもも季節行事を楽しもう～

（特非）京口スコラ 不登校・ひきこもり経験者等、社会に出るのに不安を抱える青少年に対する総合的な
相談支援及び居場所づくり

（一社）みくもや 若者に特化した中間支援事業ＵｘＣａｍｐｕｓ(2年目)
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地域で孤立する外国人への相談・支援活動 

特定非営利活動法人 NGO 神戸外国人救援ネット  

 

１ 事業が目指すところ 

在留外国人数は日本社会の各方面でなくてはならない存在となっている。兵庫県内でも

全自治体で外国人数は増加傾向であるが、全ての外国人が地域に馴染んで問題なく暮らせ

ているかというと決してそうではなく、様々な生活上の問題を抱えてどのようにしたらい

いのか分からないまま、生活困窮や在留資格喪失などの困難を抱えている方も少なくな

い。今後ますます相談活動のニーズは増加し、内容も複雑化、高度化していくことが予想

され、それに対応するには、まず相談へアクセスしやすい環境整備が必要である。このよ

うな困難な問題を抱える外国人の相談を受け、問題解決のための必要な支援を各種関係機

関と連携して実施する。そのことにより外国人の生活や権利を守り、安心して生きていく

ことのできる多文化多民族共生の地域社会を実現することを目的としている。 
 

２ 活動内容 

（１）移動生活相談会の開催 

（２）地域で孤立する外国人への寄り添い型支援活動 
 
 

３ 成果や課題点 

◆成果 

（１）移動生活相談会 

2024 年 2月 22 日（木）18 時～21 時  

共催：丹波市国際交流教会 

協力：丹波市社会福祉協議会、PHD 協会、 

多言語センターFACIL、FM わぃわぃ 

（２）寄り添い型支援活動 

ブラジル、ボリビア、台湾、ロシア、 

ウガンダ、シリア、ガーナ、フィリピン、 

ネパール出身の相談者に実施した。 

ある相談者は夫婦共に外国籍で、日本に数十年住み、工場で働いてきた。高齢になり、妻

が体調を崩して入院することになったのだが、病院での手続きが難しいと相談を受けた。

入退院の手続きの他にも年金の受取手続きも手伝った。 

◆課題 

移動相談会を兵庫県内２箇所で実施する予定でだったが、地元との連絡調整が難しく、 

今回は１箇所のみでの実施となった。 
 
 

４ 今後の展望、成果の活用 

今回、国際交流協会、社会福祉協議会、日本語教室の方と一緒に移動相談会を実施する。 

来年度もこのノウハウを活かして、兵庫県内の他の地域でも移動相談会を共催し、地域で

孤立している外国人に繋がれるようにしたい。 

110



実施活動①

実施活動②

令和５年度ひょうごボランタリープラザ「中間支援事業創設助成」報告書

西宮市内で９か所のモデル「まちの情報SPOT」設置

新しい中間支援のカタチを模索する検討会・研修会の開催
行政：市民協働推進課（市民局）地域共生推進課（福祉局）生涯学習企画課（産業文化局）
社会福祉協議会・モデル拠点団体とが集まり、これから求められる中間的支援の在り方や体制について、
一緒に考える機会を作りました。

実施活動③ 各拠点への相談記録と反応の調査

●モデル拠点に日常的に入る「相談」内容とその対応結果について継続的記録を行い傾向を調査。
●SPOT表示をすることによる利用者、住民の反応を調査。

※西宮市の社会資源サイト『にしま～れ』を扱える拠点として、ロゴマークの使用許可もいただきました
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「健康いきがいづくり」 

兵庫県健康生きがいづくり協議会 

１．事業が目指すところ 

会員が中心となり、地域の健康生きがいづくりへの啓発活動を行うとともに、その実践のための技術指導も

行うことで地域における健康生きがいづくりの推進を目指しています。また、高齢者から子供までが一緒に

楽しめるニュースポーツであるディスコンの普及活動を通じて、地域の健康増進、世代間の交流の活性化を

図ることを目指します。 

 

２．活動内容 

高齢者を中心とする層に対する健康生きがいづくりのための場の提供とその具体的実践のための指導なら

びに活動実践に不可欠な健康チェックの提供。 

（１）講座開催  毎月の「ふれあい広場」として講座を中心に神戸市婦人会館において開催している。

（５月、６月、７月、９月、１１月、１月、２月、３月の第２土曜日の午後） 対象者は会員および兵

庫健生の活動に賛同いただける一般の方を対象として開催案内を送付。参加者は毎回２０～３０名。 

（２）高齢者の方の社会参加のハードルを下げる目的のための演芸大会を年１回１２月に開催。 

（３）健康チェックと健康関連指導をセットにした大規模イベントを年１回１０月に開催。 

（４）高齢者の方の健康増進と世代を超えた交流の活発化を目指したディスコンの普及活動を毎月１回 

伊丹南小学校などで継続的に実施。兵庫健生としてチームを編成して全国大会にも出場している。 

 

３．成果や課題 

５月：山本紗弥香先生によるメンタルヘルスの講演    

６月：「人生１００年時代-ライフスタイル変更講座」録画を使った講座   

７月：健康同好会・八田陽子先生による健康体操    

９月：新会員村山美知先生による管理栄養士の調理講座その１  

１０月：健康チェックと健康関連指導をセットにした大規模イベント   

１１月：健康同好会の吉田貴子先生のリラクゼーション健康体操     

１２月：第３回演芸大会       

１月：新年の抱負を語ろう（情報交換会）       

２月：村山美知先生による管理栄養士の調理講座その２（予定） 

３月：熟年体育大学リサーチセンター松尾隆和先生によるインターバル速歩講座（予定）  

４月～３月（除く１２月）：ディスコン練習会（伊丹南小学校、西宮市民交流センター等） 

１１月：第８回全国ディスコン大会ｉｎ岡山に出場（岡山市総社市の体育館で開催） 

      
 

４．今後の展望、成果の活用 

（１） 昨年度まで毎月の「ふれあい広場」の参加者は２０名前後であったが、今年度は会員以外の方への参加の

呼びかけが奏功して２５名前後にまで増えてきた。会員以外での案内送付者は４８名まで増加した。 

（２） ディスコンは昨年に続き全国大会に参加したことで新たな目標ができ、地域の長寿会文化祭で活動の紹

介を行ったことで活動が活性化しつつあり、今後はさらに多くの方の参加を目指す方針である。 
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　　親子会　  ～大人も子どもも季節行事を楽しもう～                   

NPO法人親子会エルフ

＜成果＞
親子で楽しい時間をすごしたり、たくさんの家族で親睦を図れた。地域の活性につながった。
自治会と連携すべく担当者と話し合ったが今年度の連携は断念することになった。
＜課題点＞
参加費をワンコイン（￥500）で開催しているので赤字であるが、そこはそのままにしたい。自助
努力もしているが、ボランタリー基金も今年度で終了するので別の助成金先を検討せざるをえない。
＜展望＞
多くの子ども達に参加してもらうため今までの会員制を撤廃し、誰でも参加できるようにする。
そのためにも宝塚市社会福祉協議会からの助成を受ける予定

＜現状＞
働く親が増え親子で楽しむ機会が減っている。塾や習い事で遊ぶ時間のない子、さわやかな公園で
黙って電子ゲームをする子、不登校や学校に行きづらい子、また叱られてばかりの子、自分に自信
のない子が多い。子育てに悩む母親の孤立、核家族化で季節行事がおろそかになりがち。
地域に子供会がなく、少子化も進んでいる。
＜目的＞
上記の現状を改善するため、豊かなこころ作り、楽しく安心できる居場所作り、親睦を図り地域活
性化への貢献に努めている。今年度は自治会とも連携をとり、地域ぐるみで子育て支援に努める。
＜対象＞　未就園児、幼稚園児、小学生、中学生、高校生、大学生、保護者

田植え

お花見ハイキング

夏祭り

稲刈り クリスマス会

ハロウィン
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「不登校・ひきこもり経験者等、社会に出るのに不安を抱える 

青少年に対する総合的な相談支援及び居場所づくり」 
 

ＮＰＯ法人 京口スコラ 
 

当団体について 

不登校生対象のフリースクール京口スコラとしてスタートし、2003 年に NPO 法人化。現在は、学齢

期～青年期に至るまでを対象に、その人が社会とつながるための支援を心身両面にわたって提供している。 

併設の相談機関京口カウンセリングセンターと連携して運営。 

 

１．事業の目的 

社会に出るのに不安や困難を抱える若者は年々増えており、次第に高齢化していることも大きな

問題となっている。そのような、なかなか外に出られない若者が気軽に利用できる居場所を作り、

そこで安心できる人と出会いながら、生活訓練、共同活動、共同作業などができる機会を提供し、

心身の安定と、自律的に社会とつながれることとを目指す。 

 

２．主な活動 

居場所事業 … 毎週金曜日 １１：００～１７：００ 開所。 

  来る時間帰る時間は自由。（最初は、ただ来るだけでも良い） 

  料理や清掃、体づくりや頭の体操などの活動。 

    創作活動、レクリエーション、季節のイベントなど。 

◇ 月に一回程度、ボランティアの方に来ていただいて、 

創作・工作やお菓子作りなどを教えてもらいながら 

いっしょに体験する機会を設けている。 

  親の会 … 月一回の開催。 

    不登校やひきこもり傾向のお子さんを抱える親御さんたち 

の会を開催。スタッフを交えながらの情報交換と親自身の 

勉強、および家庭の安定が目的。 

 

３．成果 

居場所事業については、平均で一日あたり４～５名の利用があった。 

コンスタントに継続的に利用されている方もおり、その方の生活のメリ 

ハリづくりの一助となっている。利用者同士も次第に顔見知りになり、 

会話が増えたり、楽しく共同作業やレクリエーションができるように 

なってきている。また、本人はなかなか家から出られないけれどもご家族 

の方（親御さん）が利用してくださって、その雰囲気を家庭に持ち帰る 

ことにより少しずつ動きがある、といったこともあった。 

 

親の会は、コンスタントに参加されている方が多く、次第に、親自身の悩みを互いに話せる場に

なってきている。親同士共感できることと、スタッフからの見方とを交えて話し合うことで、各参

加者にとって良い刺激になっている。 

   

４．今後の課題、目標 

一年目ということもあり、居場所として安定させること、慣れることを中心に活動をした。次の

段階としては、自己の心身のバランスをとる力や、生活能力の向上があげられる。そして将来的に

は、創作・制作活動といった、「生産」の活動にまで広げていきたい。 

 活動内容が安定してくれば、将来的に開所日を増やすことも視野に入れる。スタッフの後方支援

の下での、一部自主運営のような形ができないか検討していく。 

上 お菓子作り／下 新年会 

クラフト 
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神⼾市では、地域コミュニティへの主な参加者の⾼齢化が進んでおり、若い世代の地域の担い⼿の発
掘・育成が急務となっている。また、市内には中間⽀援組織が複数ある⼀⽅、学⽣や若者に特化した
⽀援組織は数少ない。そのため、若者が地域に参画する機会や選択肢が限られていたり、地域の団体
が若者を活動に巻き込みたくてもその⽅法が分からず、世代交代が進まないという現状がある。そこ
で、本事業では、若者を地域に巻き込むことに特化した中間⽀援事業を⾏うことで、若者による地域
活動の参画を促進する。

創設3年間の計画

若者に特化した中間⽀援事業 “Ux Campus”
R5年度 中間⽀援創設 ⼀般社団法⼈みくもや

1. 事業が⽬指すところ

1年⽬
広報基盤強化
ネットワーク構築

⽀援体制構築
2年⽬
ネットワークの拡充
⽀援の仕組み強化

実績の積み上げ
3年⽬
インターン⽣の受⼊
⽀援ノウハウの蓄積

⽀援の拡充

2. 令和5年度 活動内容

市内外の中間⽀援組織とのネットワークが広がったことが⼀つの⼤きな成果である。神⼾市内在住の
学⽣に限らず、多様なエリアで地域での活動に関⼼を持つ学⽣をコーディネートできるための素地が
整ったと⾔える。⼀⽅、具体的な拠点を構えることも決まったため、拠点周辺の地域特有の課題やそ
れらに対する取り組みを理解したり、地域のプライヤーとのネットワークを更に広げることで、Ux 
Campusに相談に来る若者にとって適切なコーディネートが可能になる。来年度は、拠点を整備しつつ、
若者⽀援に関連する具体的なプロジェクトを組成し、更に実績を積んでいくフェーズとなる。

3. 成果と課題

2-2. ⼈材育成の取組
2-1や他事業にに取り組む中で繋がった学⽣の相談を受け、伴⾛⽀援を⾏った。
例えば、地域コミュニティ⽀援に関⼼のある学⽣をNPO法⼈シミンズシーズ
に紹介・マッチングしたり、須磨海岸を舞台にイベントの開催を⽬指す学⽣
団体Delightに対してオンラインで企画の相談に対応するなど、必要とされる
個別のサポートを提供した。また、このような相談や活動⽀援をより拡張す
べく、Ux Campusとしての拠点を構えることを⽬指した。結果として⻑⽥区
にある空き家を借り、拠点を整備していくことが決まった。現状（2024.1.25
時点）では整備前ではあるが、地域協働課のサポートを受けたり、⻑⽥区で
活動するプレイヤーや⾼校とつながり、2⽉中旬には試験的にイベントを開
催することが決定している。

2-1. 情報提供・ネットワークの構築
市内外の中間⽀援組織とのネットワーク構築の⼀環として、
ニュー☆ハリマ（播磨町）視察、ひょうご中間⽀援ネットワーク
への加⼊と全体会への出席、神奈川・茨城の中間⽀援団体視察受
け⼊れの協⼒、明⽯市タウンミーティングへの出席、⼀般社団法
⼈ケアと暮らしの編集社視察（豊岡市、2⽉訪問予定）、⼦ども第
三の居場所「みらいえ」視察（洲本市、2⽉訪問予定）などを実施。
各地域の中間⽀援における課題を把握したり、キーパーソンとつ
ながったりすることで、今後の若者⽀援に活かせる情報やネット
ワークを蓄積することができた。
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